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きえがさ

= の小論べ生れたい ささっ 三述べ て . ま えがヨ にかえた い.

私べ所死メ ンバー ゥーﾡとし てﾡ し ﾡ . ﾡ休水産枝ﾡ会認「土刊 

雨区かの運在成に戻才るう法も』所究. (H来〜づよ耳)は, 戦後

おるわが画 意業の土 利 甲ﾡ合向ﾡに合運的評沢 を与之, 土 地型 甲 

の哲蔵化, はわち 未利可およ み堀水利ﾡの土池の ﾡ約的利甲をはかるた 

。 科学的烈 雨区分 基準 左支めろ=とにあった 二の果は,ナマに 

「土逆型用区今の手限と力法」(残坂太蓮技内盒球事務局編,墓林統計愉 

会 昭和 3ラ坪2月 > とし てﾡ表 さとていろ. 二» 所究において は, 工地 

のもっ 自玄的性血を, 一差の生ﾡ岐術を喋介として • いか-生産力読こ 

ルかえ るか. という二 とIにポイ ントがあリ. そ二て ﾡいら土地刊町区 

分の 経 斉指 戍 に 土 世俎反 基や せﾡ生 産 があ っ た

二土 光利甲ﾡ宛は , ぞ の 研究物験からみ て もさつめて 族的なゃの て 

7,った, Lかし, ニ の土セ利用所究がさ出L t=「主刊ﾡて分方法」よ 

•ノ てボめられた土地ﾡ源の利ﾡ区クが, 現実 の土世利用向松の解決に方対

ものとなさためIにIは. 現•実の制度府条料,土地利用主応の爲志蕊を詰合 

z十土ル利甲計画に結びっ< こ とが号てある ミうL た 要浅に、の一つ

のおく として,同 じ所ﾡ室ﾡ木お室 ヒ共同て, 「エ セ利甲区分方法」て 

用； らnてい み地1をを生産 年 ・ 協林紫計画 のKの 武診折 ○福視と L て 

ロ甲レよう と試みた ・ =九は「土 北利用 区分方 法」の立現から林ﾡﾡ計 

更 へ の一っ か アプローチ て ある,( 高木 ・吉天「生 地利 甲区分 っ経済標、

向 そ研呪一林業ﾡ画の階的海宗」林請研ﾡ報告と L 2刊のテ

しハーロがら. 「土に利用区分才法」の現実ﾡ用めにYIには, まだまだ 

受<のﾡが残されている二とはいうまてもない. 土ﾡ利甲ﾡ宛過程で向



題になっ た「公ﾡ役ﾡ→ もその一?でてあフ 土光利ﾡ所究で公役ﾡが 

同ﾡしなっ とのは,ﾡ・軍 杯ﾡ等る士地利用種別の土地型ﾡ経卒性を担 

五に比ﾡづる 場合 ・ ミ れ で主とし て公共及ﾡと L て根下されてさ た士

放ﾡをどのよう に取う べさか, というニとであった。市「土 た」 

所区分の ﾡとﾡ六 乙, 酒左的な士の生産ア を誘価づる場合 .孫食 

勿率-釜素 をﾡﾡ凶選としいとして,一ﾡのﾡﾡた花, したがっ 

てある 一ﾡのぷﾡ(ﾡえば対の湯合はﾡﾡﾡ) をﾡ堤とLた士地利甲才 

玄下 で実現さる 済放票の相互た撃にヒ まっ てい る

たしかに公共及ﾡのﾡ効率の判定項ﾡについ乙は. 型論登ﾡ学のな か 

そも, 「ﾡ会ﾡ限系生産法則-」(A・E カーンちめぐって首能ベ7 

リ,型論的に も ま 向ﾡが残さ ておリ,ま た際の計測面 乙も田ﾡ か 

つ複継はﾡﾡをもつために. 表式的にﾡ一立式を見出づこ とは落易 乙はは 

いが, 現実の土利用を動かづ「な3」が公共ﾡ乙あるかぎリ ・ 公共投 

ﾡの役ﾡ効卒をﾡﾡづる二Yは, 依然と して重署な回惡るあっ た ・

公 关段 費 を めぐる こ ろし た事情)二 落 干 論及 し Tニト論 (「土並利用 区 分 < 

本末」本素2ﾡ/ ク42. s) 主ﾡ表 L た直店 . 木利科ﾡ研究所 o 田中 

研究頁のごみ起によって, 国有杯におろ治山の現あをﾡるﾡ会をもっコ 

とがるきた, ノク<2耳ノ2月, 九"1 の風山の治山ムエ事. 宮4県下 シ ラ ス

神の治山工奉はどを頑京 L. そ の高ﾡをまとッ (「直有本におけろ保全 

役ﾡのそ済的方衆-水利科きﾡ究前へﾡ出)たが, そをﾡあとし て整ﾡ 

レも のが付論と し てﾡナたニ小論「林業塚合役ﾡへの- つのアフ。ローアー 

画 有林の 場合 一→乙あろ. この 小論を 君千 展周 して 林学合 て 報告 し'-、 

( 妹業におけネル全ﾡﾡのそ済的務索. オク<回日本林学会大会ﾡﾡ 

昭ﾡゞみ«月 > , = の小論を今認返えと:さわめて不十分ぜもので 

ラリ . こくに保会版ﾡべ本素もっﾡ民るﾡ的効果(ﾡ会的収ヌ益)の形ぜ 

ﾡに益たないも ので•あ ろH,土地を存学におリろ「原全- の考え方 を弥介 

してい る のでe論とし て敢2てﾡげろ 二とにした. 文字り本係全投京 

へ の一つ 刀 ア フロ - チの試〜 と し ておきえいら ド さ たい・

=クフリント の主環論文 である「土 •也W 用 同 と保全授西→ は, 同じ< 

水利科学研ﾡ前のごや起て. ノク43耳ラ日. 3ヒ海•風の国有林治よの現場、 

を望査すみﾡ会をﾡた とさまとめた「亡ﾡ土利ﾡ用ﾡと画有ぶの原合退 

長をか照して書いたものであろ ・

ささにもふしたよらIに. 土地 も っ生産ﾡ の判走, ニ o判定にも とゴ 

< 土光利用区分を主要目的とした「土地えﾡで分方法- の歯尽の-つは. 

流放格理といっ =側面か夕みた土利甲への西局をいていろこ ヒだった 

したなって,現実の工辻ﾡ希の場合に ・土地係全をどのようにﾡ画 ? 

中-P 二 んドか • ま た本ﾡどクう 1ニお二 むべさ か。 というニ と は雑 

の大さは飼事だっ「-・ ニうLとさ・ 夏右林の全及ﾡという側から 

埼近てはあっ たか•. 北海道て現地調査の被会を将に 二 とは宇いだった ・ 請 

ﾡの性ﾡ上, 固有の保全ﾡの資教を立ボ→ス といラ HI属設定になら や 

ろ4 ペか っ = バ. 土地羽崩に従 - 乙さ/一M に と ては 林来にお 

けみ水企枚の効を泣ホナろで ・ 土地利用計曲」と杯金の肉係をぐさ

%に ﾡ四 しょシ とtな/ - tりっくの 微力 ため. 天Er Lたこヒッギ 

の1対uらかったバ,北な道厚別ハ川の一派のﾡﾡ辺恐から . 派ゆの

地商業と z のの回有 休の前l, 原全収資バなﾡ公反係をも っ < おリ 

・バ 2 て 4世利 用計面に当 , て はそ ら の総合的従さ画を繁最とナ

と ﾡ5くtなL た ・

二 の小,nt; とETA- さわめて水r 今u t の で あ乙にもハハら 二 - 

“'ッ治,賀*)〃一 つと I て 寅 とめ FP』リ 3 = と が 〜 さ た の1 a査 e あ会を 

52 z < た * お利室岡究 府,細 遊に解 I こ"Mノ下 さ っ に現の 口係為 .
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は ビ y に

本為口 究極的に はピ か版の琛全投資の思-、、 u な I t う と 寸心 も み c.

ろが 回右の全ﾡの王済効東1/というJラu- 「な 
'

"た t り で < ・ 国有林の 保全胶< べ止 海道 の あろ てボ/_vu 

何に なさhてい ちかたて 1前やとのN係で大ﾡ-I L て旧ﾡL上 

うとるしの乙あろ. ここ てヒ な のある地にﾡと はに ﾡ の品 - a 

加源 評F新T別町T の一 亡広であろ. この 地ﾡ マ北はm ﾡ一主 と LてX革 バい 

か な み ﾡ 前を入 し,また、ふべ和何 n ろ w にtち. マの 中て 日 a バ 

ン トう位ぶっ! と 1 > ビ ハ と出らかにし, 国有 不ト保全 ﾡ の属 m を 

立 丿 3 ・ 一)の地感に社な る次 った産茶. ﾡ塚 とな系 は鈴合計画 o 

一派とLてで て れ7回銃= , 土のt っ ﾡ伝 生 力を十分にさﾡつス

にあ み のろ うか・ ニoことはて ナ九はﾡ 気 ,林来を諾合［た 

科計占さもち ・ ミ に所証行づる応次対寸旅も有ﾡにとり入株ﾡ乙政、 

がさ て いろかビうかた向うさ とIにバる

不ﾡのオ では前論と して北ﾡ道ﾡえと治ム、治木共の的属所 

初級 し オ2研で はﾡﾡネハXm の年 と現状を と <に 商 X a m 

に 分今句 t オミ ﾡ てはせ林卜求 の神並と回右 休の基宅げ述 全川#もかにつ 

ス オ*乙はてのﾡにおいて回有べいか1るル全R督E行っ1 、 

マ " 時 とH らかにI ・*奪マこ»ま で。 今ﾡに立まPLて 亡公 土 u刊! 

甲 ﾡた と 聖有 ホの小全役本 と の内 について老〒 一代的に広 べこいる.

北海担国有林のﾡ全ポﾡの し っ向え員の全きに論命及Lて\,ろ ち 

< ろ え おいが, =の一っのミクロ的な 域に ﾡm と X た合状ﾡょめマ 

2 同ﾡべ, 回 有 林外全 版 の 本炭 的 向 松 の一つW ﾡ供 Lマい, 本 細 

のロ的 1並せ ら=キ のと芝える .

県と ・上・たに北ﾡ行政的には中ﾡ"「の一部で » リ 画点
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の闵保械関 は丸幌営 挑局 屋 賀 営林署で 回 る ・ 貿き林石の管埋区ﾡは 

別町とﾡ対町にまたがリ, 行政上の町と一致L て い ない か'. ﾡ別川上ﾡ 

にある さ の地城は新ﾡ町にお いて X朱地ﾡの - つ .x,リ. ま に回右

にとって 1は治 の 亜 尽じ区て あ ろ。

ﾡに 除してはご多忙のところお 他 話い たに ざい tcL幌旨林局 治 山、ま 

道方林務部. 総合ﾡ確企画部 . 鈴合そﾡルﾡ所. にﾡ道前1従万ﾡ1ﾡ部査 

・,林ﾡ試京場北海道支場のﾡ宮各位。現地ては写項営ﾡ, ﾡTﾡ宮 

ﾡ 新rﾡ町役易, 所1ﾡ切, 商ﾡﾡ索の力々に"から御L中! 上デるな 

ォ&ナ な お 現地部豊 と は資ﾡ肉係 ほ か っ = ゲ. 北ﾡ道の 土 北刊」 と4 

全のﾡを 現ルてぐ L<ユる微会を与えて <rさっ た促ﾡ林万ﾡ 

河 普林沼 の杯官 広 営林局 & 営部 の 係 官る位 にも月< 納えL中 t 上ま

ナ。 •-

オ/章 北ﾡi か 丁 ﾡと台山 ﾡ 木 の所

ナビる道面発の厂史ほ一饅に /・ 実バ, 2. ノ万,

8. 道方時べ, g オ/1ﾡ計画時べ. s. オ2期ﾡﾡ計通時べ,

2 歌ﾡの浜乱期, 7 化通過総合南花牙/、F K や 可記 画時代

a. &オ2次5計動時点 - 孤任2 a類にらろ . 本部ては 

ヒな道岡 ﾡ の 全統を概観 し. その南ﾡの 通足 て 合頭 してさた治治 k 

の攻を-ﾡしておく . .

Ζ 南ﾡ((ﾡ谷っ軍～ ノ)

②円 兆

・合2甲にﾡ石候べちか, ケプロン :血ゼ ヒゴ る木人 関痂誤 

向田をねへい し ・ の米ﾡ法 をとリ れたJR業而柘左図 リ ・ 胴治 x

には南 /en野計画が樹さYL/=. 雨はま孫ﾡを灰し, 

道ﾡを部け, 港港を改づろこ とからはじめ さ上に地務 頭 

をもべﾡﾡ資地を足し ・ 都市計面のﾡ工へヒ の 土な量 

の同ﾡは封基ﾡ度請 逮ﾡ の 土 ﾡ破済政 茶と帝政ロシアのﾡ下Iにや 

ﾡづろ平事的資義も5っ たため . u治 «平にIは 屯田兵別 則が定め 

ら・A にIは土集団に土たム下げがはじYとれた ・

この期は欧米意法の募入 . ﾡﾡ試場の設立. 直営複範工雋の 

そ営は どi産東 ﾡ山u 株譚官 ﾡが行 はっれ 北な道ﾡ業0突 

明ﾡといわれる こ>Lた所発の結果,ﾡ地面は盟治5

2sa2 名スだった もっがﾡ谷 / には ュク.フsだIにな天
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ごた 人ロも$8万 ヘから 2グ万 んに 冠に道加 した の マ・ある ,

林菜は同翁イ更 の 設置. と と モにム林事務をはしめ , 明治 い耳に 山 

林原正則令, パ にム杯歯親人規制べ望けらス改ビ. =n同 

の赤系行政はそ営体ﾡの確立に主力 がおかれす • また一おでは宮 

営ﾡ気求持所 ( $ ), 木 ﾡ木虎 (とF). 不エF ( 7) 

不材 ▼球所 (夕年 の設 立べ行われ ・ 天然材の利甲 り 南 ﾡなづ ア 

められと ・

② 治ム治水

治ム治木面てはじにおいてはこの時期. ナでにオラン タ.？：ヾ 

テレ - ケケ系柄 し, 日日 沿 フ耳に は淀川. 烈ﾡ川lの木工事が 

たわ 凡ていた かし 北ﾡ道るはまrま店ﾡﾡの初ﾡてあ ﾡ求岡 

ﾡと彩民の沼致にき爆いﾡを加を2投ﾡる,治ム治 に回ﾡは台 

頭していは か tた . ご れて もでの音 アイヌ 氏族が狩係て生 活 S 

立て てﾡ作をせづ殆くビム野を傷つる = とべロかっ たﾡバとは 

票なリ 河川を企- の交通路と して河川ﾡ岸の南石 こ ナ ・yルr 

め,保な的制ﾡを以要とL なちﾡ治ぷには河呼系林に 

対して治*上のﾡﾡから制限を加之た布ﾡをし, さっ万「林 

六が下販則→ (a治/2圧)「北ﾡ道ム林原野部査収系ぐ ( 会 

/ うにおいてはそれそれ木源ﾡﾡ・主砂止、赤管防止 共 

*防採 ・京致 • 魚 •版温看氣木 ・系標誠林となスも は系、

としている ,

3界/局時代 (上日台/ S平一/ラ)

り同希 、

ﾡ治 / s所正候が定止され. 函館, 幌. ﾡ霊のs崇に区分 

さ 事ﾡは合名で分割されたが・内部不往-を※兵し.政商は 

町治 ・ e 耳 北源逾業免理局 を設 け て 王 な承 楽 の 統一 たはかっ た 

多くの判をう. 全城的な同やの不北になった.恵束ﾡは 

/2カ計動の延長 と し てすすめられ,1花面は部ﾡ s年に 

コ$,«ダ2 メ4と日ッ同 TEA実干刀 景•終耳 次 ( /〜)よI< 

$ 22 なくの ﾡmをみ。7- ・ ヘロ はa台/ s耳に 2 “万,くらーE 

のが治 / 夕 に Iエァく にﾡか□Lた .

林外素 では特にづ さ ことはな <前期の雄承に従っ た .

り 治山ム治 水

治 h台 * 面 て もE治 /々 に聴堤 の 破蔻た防 <ものとLて *Lﾡ 
県で流木取み布星さた=とにつらるように 簡へ株キ 

的新T求を継示した.

道点時 代 (I治 /タ～ ◇2年)

ウ 南 ﾡ

明台 ヲ坪に北ﾡ名方べおかれ 雨ﾡはいよいよ本ﾡにる 

ﾡ聖を条件とナろ土地の払下 げを査進るため . ﾡ日治/ ラ坪に

「たﾡ道土 ヒム 下 跳 則 が制定され, 吉右林の科にナX だ. 

そ "点 ・ わ回賀本主ﾡ的産業のﾡ歴が確さ. 内ﾡ本。
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ﾡ場子営が登及と と 品治う○には「北な道回右示用忙処今

法」が制定され, 大土有への決定的務行がられ.ﾡ本条

計画次実施された .

に対して大土処分,小作人のみ県の便宣が与えっれ,ﾡ本もﾡ 

紫がとらたのである. LかL ,ﾡﾡ・畜・ﾡﾡ等に供る土

を活信ゲ与L . 成功したら頑ﾡで与えるこの方ﾡは, 立木の 

こﾡま し 2 李業目的を行なないも の が生 じ. に I ユ忌疱 • 有店 

併問主殺を と リ, 迫にﾡ治 x/ にI「北海道国石示用処分法 一 

を改正 して官 作用ﾡへのを雨< 1-Eっ た ・

なお . こ のm盟治 / ラ から 3商にﾡﾡ枚命ﾡﾡ査が行わ 

れ, さらに9治23ほﾡも続ら, 2ラにIは「植ﾡ迷室 

受び区型施設規定-」べ設られr= ・ ニ の時期のﾡ民ご定基準は . 

ﾡ封ﾡとLて の標準に通合iば官林を評除して同盤するこ とな 

でさろしので, 森杯と し こ 保存すべさ土につい て 視定は ・

なかっ た,

こ う した同ﾡの結果, ﾡ治2 ラ年以降○回には耳平均約2 

万 *く の対地ﾡ成べ行われ, ﾡ治 42ﾡには $/ 2,今2 ク イス2 
ﾡ地面ﾡとなった. = の期の京業は手対手刈授「から前く重 

よ 2命力対が行わY2ようにな っ たが, 全体的にはﾡ肥料時べて 

あ ッ ー部で、過海殿石灰が用 いられ る程度で,ﾡくR治 «○頃か 

ら 通石 主 軸時バに 入った . =の期のﾡ 業上 の 特長 の一つは 小 

ﾡ度場 の発生でとくに大画穂の ﾡ償付与制 度がとられるとハ作浪 

場は倉増したの マある . ﾡ業ﾡ震史上 ・ = はﾡも合め こ た 

海道農業の彩成町ヒ期ダ及て い②・

ーカ, 雇業のﾡ展と市場拡大の結果, 原料係給ヒLて"ﾡた 

を熟最 し,開治 s 2 から ﾡ店市策のﾡ京を目ﾡとづろ /07

道庁ﾡ迅市の林業て太きな変化は ・ まブ明治3千国有のう 

5約手分の 22 ○万mを望室以産とべ< 御料斗林にく点入 したこ と 

乙, = は俊にﾡ事策をﾡ宅ろものと して 民衆の反BT に金い 

2 7 野に移ﾡ面積 43万町卜は官有林に返遠さ た ・ 中央に お 

いて「会林法 (e)「国有抓用法」(ふ2耳)が制定さ

ヒ恐造ては「北立官林種別超査規定- ( $2)を制定Lて回 

有林の杯種区ﾡ査をはじめ . オ /種株と L て の固主回有ﾡの 

施求を縮赤るなど本制がﾡﾡされた. ニ の官林種別語ﾡはさら 

にﾡ治 «年に「土海道回石杯野整理選領→ と L て5l継れ . 林 

種区分を一層童Fに しよう とザカ し た - ロお画有林種区の言査に 

もとづさ ふテ万町歩を万ﾡﾡﾡ林としてﾡ治 ラに該渡L 

たミとは 後 »道有孫の基ﾡをつ < っ た点てニ クﾡの杯政上 の特 

記ナべさ一ってあった. ・

林茶 とくに 造林上 で1 < 人 エ造林が行わYは じのたこと 

マ., 明治っ$にﾡ有杯旨畑が, A2&工Iにﾡ庁舌面が設らr, 

うには西木の悪ﾡ下』の現則を定めてﾡスを咲励して いろ.

ゞう中には命粋林, 北に活道ﾡ鉱、船会え, «に!はれ幌き林局 

(現)管F 乙もﾡ杯が行 P た :

シゥーつ の林ボにお ろ括長さ ・ ー頼 木材工 式 の 整達 と鉄追、 

道路•の 同粉延 負 ・ さ ら 二Iは河上運ﾡの全重に ともせって 林不型田 

のﾡ進べ み ら れた ニて, 23ﾡ頃からは 製原料 として ト ドマ 

ッ ・ エゾマな ど の年期情 ﾡ ( ﾡ向はW えず3o耳m が行 わ た 

た. マ p内地て溶Tく 原ﾡに下っ -製紙会えの道内査出がら
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れた=とも大きﾡ特長てあ!,H治ぷ3には4テを二木材ハルフー 

工湯が起立さ. ラには高士がべ遣払しに.

三 の)、シに林?好体制•の型福,カラマ ツ林の初. 林Aエボ o

ﾡ及 tf ど林 京 ・ 林外注 ﾡのﾡはらた人,1く とい ッ c *

のドバは思系であリ。 野イ外のﾡﾡもuﾡ】への対んと( < 

なされ/たもの 乙めろ ・ 谷 ; < 北河丁もなのと とt- 

本休』入Iはi,4水と I てﾡ当会Yた .

② 治 ム 治 水

北ﾡ 特形旅期といわろ ほどmﾡの仙属 とx. uA o

ハシ 前I く 自立的/ﾡへ の水をもにら tた二の 山t.はま/に大会、

止海の 治 小 お水 ル［ 跟 な は じy) て混fe LにI卜1 cも y っ たの ～

た ・

台な全並にわにリ凝詞があ!,X作物沢、4等介I-被ﾡべﾡ

生- 2みには十ﾡ地才に決木があ リノ田畑浸木にd るX作情

の彼はを生し“ていら. •

林務ゆの面ぐは,ロ名/ワ野I-「ィ休と! ・ルハ

木 スう油犬 は どの効 果 a ら た 、外/件 の力針よとり, 

は的ﾡ林外のﾡ査 を 行って いた. さら に 2 s 二/上ラ、、/ 

の準備として保 种俺 内 規. 在 認けて 全a 全 火 流し, o 

の「永林法 ・ ﾡ行にともなっ z = ら の森林た*源紙ペ ・土ェ F

止を主体とLた/テ休にな入山 /た当i か、イ、係 林 い1 

の2ゲ本に用さ»=いマル tのロ てlwル、

( 川 6 ご ○F> ゲ公 →てI/たベ , カ マ 入 ul止1 tハ
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と こ ろべ町お ノ中 7F全載* っ-に(は全工 にわに ノ 人 

木をせい 交才→2〜一人におよて, と<iに乙狩や»,•福也 

べ人さ<・ 入t石 の 蟆 る 生 .状 出 *せ内LIにり ス ナュす1、 a c 

ﾡ氏文ばに 大さは* ﾡと にLた ニッ求 15au行いヌ ノ)

L てお木も計山 のス在立が放、t. 11コ — 内 に 止 iお水なかでu 

・ら I ・ G 軒川 の:以なべ行わたに =+Iトヒカi な小 のx;fd ・ 、 

っ/ o て.p ろ ゲ.I G 〜出にた H /ニ* aii- on urcl, c 

は お木 小と! < は 地木Rえ. 不 2 l：i の と Jう也及 1_ 兹

= 5 t にYで・台然はかたしいaL, iH合 ミ«ﾡに北羽 

i画eに浸よi<c"er. ゞく日にはお小マー大決水ょ励し. 

料北被ﾡ面ﾡ。～へ^e町に尽α. «○年にIは 刊別lの こ北 p 

リ失ア次よ方・愛水/ユクユ・ゆﾡこもらL 2

には全道 にわ=リ2u の条詞ケp リ. ・水茶重 ←oc ナ o 被ぜ 

を生 じてい る ・ かくのさ ど<mやの」堂及とともに, マの被害は 

オに大さ u もハとなっていっ. が二 ○期はﾡがと L マ 原河 

"のま おかた o ゲてあ? =-

タ ォ/ Nにﾡ1計町, 舟 く ﾡ〜ミへ J元、丿

/期宛計聞コ ” い て は 公火豊小 の1ろが品さ H , マに

▲ てM外からの日山ﾡ+とNlusバIはかもru/ 、 の地の 

工地な4 の時谷k1ホ,叫計ル、卜のラ ンIにAと,前た人く

h 広少6 をに ど >てい た A外団、パ加し1たこ と 乙.x, っ た
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• 世. の 拡なみは 大正2の冷きによる大作てﾡﾡ も ン ら u た が 

マ の ﾡ大正/ ○野ま 乙-そ済のﾡ展 . と < 二欧次州大#のな卜市v 

の勃※によ ろ畑作ブー へによ っ て ナそだが 大戦ﾡの不ﾡにも 

面す る や利作放素を生み , また地ﾡによ っ て 元ﾡ地も発 ミ

, 北海ﾡﾡﾡのだに通面した. Lかし土改良工事において 

国営排水部条べ行わ. ま たﾡﾡ並田工事に * ②神』作制がと 

とのい, ﾡの相対的有利性によっ て木回はﾡ加した. ﾡ地面ﾡ、 

は田沿 ダ に ◆/ 2. a。 タ イ =っ た のが昭和えチ ニ は 

クァとシ22 る Iつ増加 L たのてある.

この期の林業は,公相林が設定され, 函相から火5アの3 

入を行い そのﾡ ﾡ城ﾡ と して道相 林)せ方 杯a独立た 

に下行林束の巡属がめさ4し<, 大正グにけは=表公卜. 7甲に 

/=十公山./ ○年には位尽ﾡ石林会磁有林のそ営をはじッて 

いろ・ 林産面 では期治女 攵 耳王子製紙ベ苫牧工陽を設立 し,.5 \ 

六正 みにはべ=ヤエ場2設さ K, 森林ﾡ源の利は一層ﾡ飛 

さ た の であ ろ ・

② 治 ム 治 卜

= のﾡ内地ではm合 グ3に肉東,ヤセ, 契じ力 に 水 皆べ 

生し, 内商に時治 木 ・査会が部ぶさ. 〜*にはオ/期 木 

¥ ﾡがは 心ま っ ていた, 北な道 ては合 44, it8nI 台nパ 

あり浸木ア&ユノとナ そ 処 の 被害 を殺 リ, つ づ いて大i え 

R蒸 合«年大曲. $坪mﾡ 4台ハとつい被断生ら , 

? の 合 ﾡ を ﾡったe ハ で I オ 田 ﾡ <ee2/aニRペ / 1.

さらに大正ど4の環国, ?の台とﾡ雨 /☆平ﾡと代生 

し 条震、ﾡ・収是等に大さな被害を生していろ ・た五た.

のﾡ地方左業っ「-ﾡ)部当テIの出木で木や才/アみがの流

さ え生 じて いる ・

こらした 条件 の 中 て北海道オ/1ﾡも画が立素 W ru .に福担 

素初 の 短期書『画 べ 期 てらu. 河I 申ましその一 と Lてる工さ 

石行い < っ かの河川工事が行わっれた ・

治 ム ・ 〜はﾡ社的が 対 は と ら な か たが. 大正ク野に公布 

さYた公石林野宙行林法にもとナさ , 荒した公有林にIは回 

自 ら ﾡ林 LE. た 道べ減ﾡ地林外神規定 を 市U定 Lて 地方哲て 

補前金を 交4 u て 林を めこと は 日 た ・ ニの期 の林 

務ﾡ 上の 来と し て ﾡて」・ iい も のに大正/ ○に 決定 L 

ノ/ よ ・はじま>た回 を林防尺林造的事 業が ある。ニ =

の最経てあろ昭和えまでに防林面ﾡのﾡ者計は っo24 ズ 

ヒなリ 事求8Jのv和/クにはノユタフ てαにおよべ大ﾡ 

ﾡで あった.

6 T 2 期折画計風時ベ「 7 2- N ノ 耳)

② ※
オ/天在系大戦忘 の移氏減退. 料地減少順 ・ 地力 の 減洋に

—ア ろため. X条岡 発に 重 尽 お か. X料血を

/$4222 メス 法A し 中太を /22 方取産 とようと 図

L t も の てあ つ 1た.-

- のﾡの土 地利 用 の 推杉 の特色は. 水田 旭加 した ニ と 〜,出
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今べ 7にはピーフにエし (約ユ/テメ ノ , ぞ "方はち 

はいし恐少をせた この消退は出ム= tとづいた 限界 心 

へ o 払 と 昭 元恐慌によ ろ 米価 の下抵, ま =昭和 2- 。年の座 

続た冷哲によろものてあっ二.ﾡ地は前期木かち滅少L たものがド 

有未ﾡ地と特砕土ﾡ北帯のﾡﾡによ リ次オに回復をた. 冷 

吕,北なﾡ業の歴立の響次吉識さYL. 演番瞄産 が关、何さ 乂 み よ 

うになった-茨ﾡ面てしﾡ、深村・N土対べ行わ, また超及と 

ならくでて< 系のﾡ入がづブめら ・ 二 までのﾡ浜が森的同 

発ハら ﾡ 源 全的 はﾡﾡへの初さ y ら r のであろ. しかI 

二 う した 土 地 刊ﾡﾡ方 も支 那 表には じ は 2『A時ハに入ろ 

Iにしたバってたちまち<っ ゲえ さt, 地力 のメ年に .上 ろ合極選ﾡ 

へと誓候さ・ Wのたﾡﾡに入り, 生産力の示アを残Lて終 

をえだたのであっ た ,

林業において し全くﾡﾡと同様な収ﾡをたどっ= はいラ よ 

て しな い ・ﾡ時林ﾡ に入みまで は昭和 $耳の数 休ﾡ数 日 の u 産- 

ふられるよう)二, 造林し奨励さ大さu進属を出た ・ボ 3 

商 ともmえ2耳運材 トラフシー の用バ らh, 道t有林に 

べ»談さ t ( ケエ>インクライ ンの導入 (ノ) も方わた 

ま たに林ﾡ面でし 小樽にゝrが的に球工 あ設正 ( ya)合 入 工 o 

設( / ○ , さ ら に昭和 / s に1は回ハル プ会社も a立さ 卜 

ていろ。

戦時期に入ると術務不, Mレ近 から 植林i「小下 L, 

面 乙 ・ 丸,;*: 强亜木社 が 決立さ にし,上林歌福次 に £ 2 ネ神いべ 

われ, 森、ﾡﾡの一途をどリ, 総りには4に約 ラガ*

の浮も林也たみしので・め入.

② 治 山、 会 木

= う し=戦請体ﾡ下 の 貧原旅第的師能 の 中て台山治木面はいか、 

・むる及ﾡを示しただろらうか.

キづ二の期の北ﾡ道の者支を一ﾡしておこう . 昭ﾡっﾡの台 

Rにはじま り連耳台凡ある いは 茶雨による火害の死生をみせ,と 

c に昭元 フ のﾡ雨 (北幌 2ラ2 ェみ1) ては愛* 田的 っよo。なx 

仝畑約 テ 2o 2 <に反くていろ ・聖和S耳の豪はほくと田 

畑を木は約«を クウク ズとにも達し, さらIに支老は毎坪飛し, 

宮のなかったのは昭和 /ミ /よ年それ-/ Sゝ砕の数7 耳 

に運なかった.

治 ム 治 水政葉 湿 と特王 ナべさ は』和 s坪に ﾡ地復旧 と ﾡ岡 n 
衣ﾡ整崎砲話決定をう。治ム と砂訪行改の 円酒にがはから た = 

と ・ また内 心 におい て も昭和 ヲに室戸 台Fは戻に大きをも 

らし,そ 結票 / ○には「水き防上協ﾡ会- が設置さたこ 

とであ2。昭ﾡ /ﾡには「表よ治太 豢奨励版耻」べ公布さ . 

/2 甲にはオ2ﾡ「森林治大事業→ が所始され , e のオ 期とL 

て喜防止林求ﾡ設が2〜 /と坪につたり実ﾡさ. っづいて 

オ2期「ﾡﾡ防上旋設が昭和 / フよ リﾡ後2ユまで継続さ

二うL た治ムへ の項極的施ﾡ中央において とsn, 円たそは 

次ﾡさ たべ 光み置そは防凡林の京事凍がつめら た

卜はﾡ的治ム、は械奈と して行なかった 、

オ2期ﾡ計画の 中で, 合水は前期に5lをこいて戸川のたぷ河
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川 のス修をナめたが, 較号末期には治木ﾡ予」も切 リっのちた 

専ﾡ登も続されﾡ.

4 歌戸の混乱時べ (昭和22〜2とノ

昭ﾡ 2$ には土ﾡ道南ﾡ法がﾡ定さ九 , 土ﾡ道ﾡﾡべ終足し 

ﾡ曰の再用発時ドに入るのだが オ/ 次5力耳計重が昭和2 7よ 

り 実施期 に入 みの で,,敬定ハら ユ4ま でを戦曰の混乱期 とナろ

敢活の北ﾡ道は 敗戦定の編 した日本る斉の確一の未南ﾡの室 

亜としる注目され。マ のな大な面程とﾡ督なﾡ源はﾡﾡ対ﾡとして 

重現さ た 二とはいうまてもない。南発のォ/ は戦日 の A橋達 の評 

決と束求の 数存をﾡ区 し て 実施さ たいゆろ※ ﾡ詞で あ ろ .

栗&商痂き衆は当初全国約 ノ←よ万 イにたい し北ﾡ道約 ?2 ス 

ズ 22万た. ～○○万くを収きせんとる大画で。昭元22 

に死地顔査し, 222万ズ、の声科血地を望査L ・ 取得をはじめ, 

昭和 22, 2ジ,2の力耳にと2万よ〒 ズ&- C昭和 S 7野ﾡ 

ﾡ ククス ズ の納 クふる> にﾡした ・ = ら の土地は主と して回 

有 光か ら の 取得が多 かっ たが, 昭和 2 « 野ハシ 民 有 の 販骨が増加 

L , このときから戸地販得をのぐスほ争がﾡ激にﾡ加した- 岡 

肉ナる短事声明ロど二のとさの混乱の表われであろう , ともかく, 

誤計画も醇入計画. ﾡ額金, 不重塔者, 項材不足, インフレ 

ンﾡ々の忌条件下 そ強行 され, その結界岡事茶はスつの古思をﾡ 

したのそある。その /っが阪得用地の2のﾡ題であソ , マ り2は 

入ﾡ老の営意不恨と雑ﾡであった. こっした向ﾡは現左友お雨ﾡ 

振ﾡ区の向重と して深刻ぜﾡﾡを残しているのでめる ・ そ して 信 「

-17- 

x2ように,ﾡﾡﾡを中Nと し ﾡ束問ﾡを/つの大さ な契炎ヒ 

L z , た海道のﾡム治水事業は属 ﾡをせるのであろ ・

こ の期の林米は,i和22耳に林政ﾡ一向選が呼決し ・ シ回右 

林野ボyU A式の ﾡ定 にともせっ c 納判 を 火林物 管コ み 二 と 

とuッ. さらによ月に北ﾡ道回有のX林右ﾡ音の決定さみて。こ 

ミ に曲趙. ツ. 旭川 ヒ足 .ﾡなのSﾡ林万べは住っろ .

X地前万に*応 Lて み林ﾡ京の 確保 女意図 "る「追秋庶 H キ倘み冰 . 

(H才u 2 S 斗 ) が 公布 さh. 北ﾡぷ-おいて は合平「北海 道正 林ホ奨 

あ条ぐ ・,32 月 に は「北ﾡ道大ﾡ木行地林条令→ べそ ぞ 

制ﾡさ,ﾡ有林造林のゝ領をあげたのでめ2 ・

② 治山右 卜

• こ の期の北海道にお ける害でそ の城害の基大さ と意容の探利 

さて、き文に々しいき係をとどめたの本. は〜といっ ても22 

耳のカスリン台N とるこい て2sIにﾡったァイ オン台)てM e ・ 

W求 害 た、’け挙げ’て し前ﾡは回処ﾡ木 フ2</ ズ ・後右はH畑 

流央み2s イにRくだ. こ○後も2災耳のキライ台ハ,1田. 

2$ヘイーン台凡仙2つの合, さらに來田べあっ マそぞ 

多く の被害を微つ ている・

= う した状況の中で触自 ユ ～22に全国ム北荒ﾡの支ﾡが 

a査さた. 中央 では 23に' ォ/ 次治 ムe画!-」 樹 さ ru. 

ﾡ塚を未ﾡに防ぐ情 ﾡ上事 *も 加ロ之て 2 ま で 茨 A = ・ 

2 « からは「木ﾡN業」が内6さた- 北海ﾡて・よ 

えIに方、L よう にこでては 勝の防川林と江差のゆ•防林とい フ
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た程及ぐソて 林ホルテIは不、極k的二 ど' あげと にiハゥ=ベ ニ 

には な道の 請がと<Iにえ 生 中 と ナ名土 刊用間 

発が倉速 にブブナ そハヒ 内J I て 卜務 随"のw 性が ごaさ 久 

米京求ゐ< ビ旅』状成っ rと止海血民 右杯に対L て も谷 ¥ をゝ 

ﾡづろニ ヒにロった. 昭 23呼にはじめらたﾡ小 

に;g加 し,田北ユ<には画有民有合せて小治ム 。e 〜余 

そ の次な逢 , 保字林整備と合せて 治ム8去なは 2倍上/に

Lたのであろ. (ォー 表か照

さきにオデに サリン台ハ. イオンの台点東さの埼るによ

) で ・ 道内名河はﾡﾡしるに大さなﾡを生く だ. = ま - 

こと河川は殆 < ど»始河 のボ立 ～みg さ, エしﾡ 師的機 

テエﾡ度 る羽 フ たため , 河通の乱流にも と < *宅Iは入形な 

をしたらし全道にわた 丿 本格的治木 の y 姿 を油人さu

河 川事業がﾡ用との 因連でのらたこ とは, 昭和 23 
界殊河 川 の 設定に ﾡ確に部ら ろとニろてある. 二の特 殊司 

川とは準甲河川の中て同ﾡ専業進の基本とロ るべさ ﾡな河 

こ旨症し 全額国ﾡをもって行や河lである ・昭ﾡ2ド野に 

北海造用ﾡ ﾡ24に北ﾡ道ﾡ発局が設けらたが,=の時 

たﾡ 道 土 木部 の主後下にあっ た 国 単き河 川川事業 が知ロ ﾡ か ﾡt 
国ﾡ河川,狩殊河は南発局 準用河川 直者河川は土海道士木 

部と の区分が打ちされT=

ミ の期で走目べき動回の-つ は, ﾡ主保全と と もに「大ﾡ沢 

の戸が高きリ,北海追で)は月9川太系の困を川順治ジム (貢項ボ 

雨木電), 同ビく銀意別川の柱沢?ム (X素上*ﾡ電力渋卜田 

節) の認在がナナのらY H本2S年には泊ムの着工を。す-

-13一 

こ ヒ てあ っTと.こ の茂治 ッム は比通•直に お ける 多目 河ダム の ﾡTE 

とuったの てあ る , ・

もラーつ目べさ二とIは. E味う去にもとく砂ﾡ事業が止ﾡ 

追て実さL「-ニ とてあろ。昭和22野カサリ ン台Rによ リ戸算 

I川I支元だ別川Iたﾡにおいて . ラ危出土砂に•よる穴災期次'死生し, み 

ﾡ事ﾡ のy専性がﾡ慮され,光海面てはじめて 方川Iに政防事業 

が実施さ 几たのである .

ク ヒ道総合同オ / K 5力 計画時代 (昭和 /)

散ﾡ経済ﾡく支定的区段階に入リ, 蝦右の松降の索乏 . エを 

ルギー 哪基腌物投の不足. 自奈災官の多発 さらに加之てん口の追 

7HﾡIに対L ・ 生ﾡ力の戦前木への復ﾡが日本そ済の課ﾡとなリ 

国内 振燥 の 発と目 的 と しr-総合向 ﾡべ行 わ ト( た が その- ベ

総合所発であ十- 具に々ら っ「ものは確京m然 令* 

A 延下義源丽究およ び ﾡ地整 でp>た.

Xm1V1士n入ヤtu2スアに 対し 入ﾡア遊ク aフミアで 

成洋、よ々 タタに 滞 リ ・ その上たまたまs軒 2?日のや志凶ホ 

さbl-加 え < 設工 の週.預金の 不 足等 で的ドN と% せて 

い =べ, - フ く「1立M己出にづづ . も卜u望画べ、/◇ケ<(=* 

・ ク<。ceそへのm筆を3 Lた. /にはRAにイロット 

ファ い、を古定している.二のに/放茶に1;ハマオI一政神化へ 

のAulかスら % 上うIにな人

杯 i 乙 I は l 有 承 至営 合 の 方針が 出さYて. 生ﾡ/ ﾡ5 零



-20-

な課股 と な ◇時期 であ ったが,徐 にか ろ/$ジ谷 (によ る伸木 

が整生 t このの動悪な林奈向思にﾡ方ろ肉を爪I木の処選に 

妹中しめた ヒ高ナ 今程であっ た .

② 治 . 治 木

= のnは全<北海ﾡはきの時期としいう べさ継で. 昭か 

27 にほ十勝沖大旭骰が起 リ, 林求次係被ﾡ亡けて2ﾡ4 〒ス 

円とﾡ表さ. この耳にはさらに台2回, 2◇enuの求国

Yリ石神が乙猛して田畑流失的 2クク。ズ, ﾡ*約

/222イ4に反そだ。 2みには全回的次もがったが, た 

海道ては幸い*られなかった. しかし型2ク平にIは尺木告 (2s 

ヘュフグ /◇～ジア〜)によリX業被害sよﾡ. 林条で 

は納 /22ァ タ に反ぶ創木 を生じ. その林 業之賀の神き を加 

え て S./将円の大さ 被考をﾡっ たのである . 回クH24- 

2 7日にﾡっT=オ/◆ジ合点は洞糸ﾡの事放をもたら Lたべ.X

被老 ククﾡ、円,杯業乙は爪ﾡ木はなとと23$27ァ とた定 

さ・そ のク林業害と合せ て / フ2ﾡ戸の巨8に上 ろ 天 沢：'' 

をいき超し ・み業生産に決定i書を与えたのてある。s○に 

は日高地方にﾡ点があ ソ田過埋没約/ /22 メ , そ 他山、 

地に もかな の曲を発生さと た ・

ところ 乙, 内セにお いては2耳の台万 およ びお 両ﾡ線によろ 

ヒ"お よ び ﾡ線を 中Nとした次ﾡ は極め マ大さ<. 本 的な 治 

ム治かが旅べじ悪て» として「治ム治水対 ﾡ物部会-」が内図に 

契けら, =の結県 2s旨/2 月 「 名,1、：台木派本対乘殿綱 3 が 

さ た , 二 の要細もとい て治全株画が格立 Yたか

・ -21-

光道-お い て はこ を契権 とLて 治ムが加< 本化するの であ 

る. (治』事業のﾡについてIォ - s表な巡のこと

一方・河川 朱はオ/ 次s カ 呼計画てIは直河ハに2« /ﾡ田

• 左 さ計上 し,約/ぶスズの 受水 防上 と目的とL 2ホ※生ブ め.

全体としてはくﾡの領にビビまったが石持川. 十ﾡ川は原河 

の 様相 左 次オ に変化 ざせ なに至った. 二 のビ中小河)川I の底 シ

すナめらた- た 工少ル 市 未 は平オコ 2$ ルル 申 * の 同I*a川テよ /

・デT川lの.て・▽っナバ・ ご八末 (.ノH)に!は23河川!にまて広、 

大 の てあ ろ.

今 北ﾡd合 mﾡオ2次よ 千計面 時

・ H和 ダジゞフ - 現左

日本そ済の進ﾡは看し< . 昭和3○ﾡには「王酒官立$耳計u 

を東定し十が ・ジ耳にはいわるﾡ定放長を目的とI fた「新長期 

そ済計画 を Lた.= の 国家: 凱画 に源応、し て ぶ3度をネ及 

と ナ ろ ヒな道総合 同密 の 才 2次 « ク 計 u べオけr さ = ・ ニ o t ・ 

は未点ﾡﾡ魚の同ﾡをら うととむ Iつ生産地強を中いに チ2. と< 

に北海道の立 条4キ を生かし た 原料利甲 o 誌治工 末の同 ﾡ米左I り、 

リ ﾡ集のあ友にを図った点に特長をもつ ・

意では基非 (m和3○手 の料面積c<.222 イに対 

し,ジ? 渡目ﾡ Pタe22 イ&を磁て ・ ニ の 日にし次領 

2ラe22 イ4を挙げて ・ その京部は ラ火4とむっていろ ﾡ 

犬同ﾡと<Iに同正Iに肉 Lて重動な旋ﾡと して は 32 不振意条の 

続出に対Lて 南事業の報本的検討を経て「用営順署法」
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が制定さ・ 東の入ﾡのに重点をおい-南から営ﾡを重尽、と 

したﾡﾡに委要= れ ・ ゞ呼には「用ﾡ事茶支琴を-」べﾡざ 

れ, 庁に「不麻ﾡ 条合合策をﾡ会 べ設られてい ろ = 

の埼期の同石はﾡ規入植によ 2科地の拡大よ り も営ﾡみ歴立と 高 

す みようになったのてある .

た。ミ う した後階では南拓不 専地: の向題が 台限した . づロわラ 

昭ﾡ2 4 までに買ルスにた土並て,4 Iに@ っ て も地区計面がボ 

エ=れデ。 土認分計画もない約 s«フ.220なをいかにるか 

べ回題となリ ・ 国保春協議の結県, 返返予宝約 /oo.eooだx 

のうち一ﾡを新ﾡ同正に当て . 一都と草改良事業に当て る コ とに 

なったが, そのうち宣休地のが栗的烈雨べ強く専望さた- 

・ ォ/ - 2表な照

ﾡ業南発と< Iに戦ﾡの楽人.商のそ通をみため. 一ほ に俣史賀 

料を現げてﾡ死の実ﾡを歴認しておこう .

(/) ﾡﾡ甲地の取得状 ^

う-/-/ 岡応用 世の 取川 実領
ﾡ Hに ﾡl]

Tﾡ別R 点 世 回 有 計

2 コ 1 フく.<ぶ*/ ミスチ.→/ お <

2 s s o 心 フ. >* , アレ 。e7。, /c お と

2 « /. く«フ. 2. *ア 2 ( $. クク 2 ) タ バス s

2 g s4. */死 / $ク 2 ( さ.ア) ぷ ァフフ ;

2 4 22 ◇/ゾ 〜s<.。 ( クファ"タノ く. フ

2 ? /ジァ.2 ノ./ン2.< ( ガ ?. く) 1
1

//やく <

・ 比 フcぶ. プ .ふ,.。 ( «.o) ・/ア

ソ ク <so. 2
•

«ダベジ ( "☆エメノ| z ノぶラ / :

s o /。 /os. r
•

.>«ア ( マぶ&) /ケゃ&よ? ;

ジ /2. アハ2. 2
- 1

- ( ラ) /2. クラ i

・ や: 2$-. o < フクo. ダ ( / ア) /○22.ダ

© *4ゞ
•

*・ク<2 ( S7<○> %.ダ女の.う :

ゞ◇ク バグ フ ダッ >*s. / (ノ>s sxS. ダ); 2ee_22ジ2 I

注/ 北海 曲 冰東基木同些と誌木刑策 (評さ旅う P・フ

よ ・マI 用

2 ( )は画石林からのJ得面枚

商甲は 22一2 “平に全 1 M歯画 橫の約 ○ス旅行得* t, 

•■ ,• に所 行別には当 初は画地ゲ松- ッハ , II3fu 2« ' I い

シ ホK.才i バジ、>くい #iiﾡ一iw 刁 ﾡI有林川が u株 

ダアみでめろ t」:- ミハら ペロ け田 ゴ 政 ～、同 

ii 4 商 面 ﾡ、(所北 らr ﾡ面独、) のぐ フ○みにﾡ当る.
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(ユ) 周括田比の利用状况
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表/ 2 南 用 利 甲状 (台和 a a 平現し在 )
(平位 H)

取郷 面ﾡ 一

クく8 ダダ

ダコ/. 2a

/. /。 ア

ﾡ6不用たい

/ 7方ク

、 H

6.<S

一 帝こ分済 
/S ど2/

ﾡ面双
☆フ /s-

/. <
--  未 iこ N

注/ 前陽苦より一郎を引 m した一

ﾡ用地の利甲状を上表ハシば, 約7 フス出を取得 

その約ど○%を 売ムったが, 今日なお3○万 m歩 の 前1G財ﾡを も . 

っ て 未ネ ﾡのま 放四 さzいること が指植 乙さろ.

(ジ) ﾡﾡﾡ妖の ] (/)

ﾡ/ー ﾡ及条のﾡ (/)

工______ 英...... > >2 フ 2ぷ ク

/Poc2 2e. 42 22ムシ - S コグ$ァ4 a. S7<

小 攻(23キ-/"o) o 22 /ee //2 /S /ユバ /27

～ ・ ス フスPPぷ バ.2な0 ～224 /s7 イクフ27

指 数(2s-/oo)---------------------------- /2e /22 /S /

: ノA当 リ砕
ム e , s S フ < / *と

ﾡ *(23工-/o /e2 /ぷ 2ノユ o $ 26

(2F -/o>
/eo / み /S セガ $s クダ $

注 / 本表は昭ゞ6止ﾡ道ﾡ営ﾡ実領苗査よ リし--

_ 5 さ ・e j 1
シ 2 よ 3 <

禮 数 (23F =ノc。 )
しーーー •、 •

2&.7es

/』/

コスe4 スジ42

/ *

ストミ

S

>7$c2

/一

4.ジ^ .全&7

/2$
『e準株*津**。\*®***鈴挙* ***** • -・* • ・ ••

A ロ

指 旅(24-/cの

/サW

/%/

ィペ?

/S

/*S. 2

/ぷ

/5,sで /今 232

/So

ペo222

ノグ

/グかフラ

S

/ナ りﾡ池 面積

! 花 坂(23チ・/co)

*フ 

oo

s.s

2 7

$.e

2

& o

ク

<.o

?5

s.?

cア

4.2

s夕

元牛ﾡ故教

(23千=/oe)
-;------- 

/ 2の / 7o スィタタ 2ぷd $<e ク/sダ 名 ダ/ダ

ﾡ/一からは, ま プ入雄アﾡについてはI和$平 まで元を

ア (PEﾡ うと. っ*.よ«ラカ) の約 s。 が入種 L , 方与

吉干格加ロL たたが昭和ゞ «平をピークとし てゝ後少順同た示し 

ている. ス□もIつ«降ﾡ少幅傾をメせておリ, ここて
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も 村人 口の 移動が看実に行わ て いろことを示L ていろ

ーカ, /ア当リ 群也面ﾡほスﾡ用ﾡﾡ!による雨ﾡの進存とと モ 

I-次オに蒼カロ し, 32 -はノア当 リ ど.2 にっっ て(ろ圭 

たﾡ中のびはのさま し <入ﾡ当のなに と約 〜2◇○倍

474/ 今頭に運して発Xそ営が次才に予成さ て( ろこ とを示 

Lていろ.

(ダ) 南ﾡ索のa (2) 

入s7テ円 と 仮 1 て も. まL畑i S のや uい入: フm」•

/・ 2一町アさフ円・ ーSWJタ/スH. 今〜ア

ク ジ 円- アー ○ /ミー7円 /○U上 <4 ケFI (nuau

4Tﾡ ・ぷ林名\案そ済山ﾡも , とヒ、て チ 全iirハ_ムハ、

・ ・

はっ て上 当ぷ確立べ向I飛の大ゝはらいとなのもすし 

ろ 当 添 cめろといえ→う

さて ,このmの林英ﾡﾡ上の=理七古ﾡは 本野庁が北酒

宏/ーダ ﾡおだ家のﾡ団 (2)

-- 担収入別方数比平 -

/S 万 未 満 /$～20 * 22 一-3o
^

ゞ。 ～ $o «。 ～2o 70万 上

今 4 ・ 7 ぶ o s s /

o ジ .2 j 2 3 4 お ・ラ . s

s / $←« /4/ 7. / Ζ. 2 , .

3 2 3 . ふ 。 >. /. . フ

s 27e 24 27 22 < ・<. o

1 ダ 1 ノぷ< ノ< 2.&- < s Z ・ :

j
I 5 : 
i i /& ノ/2 ユ/6 o. 2 ノジ7 ム

/ < 入 4 ノ2 o. / 7が

宀!

注 / 前者によ る .

回甘/22万だの造林十ﾡをﾡ江し ﾡ強計画をづッ 

・ * t
たこ とてあろ ・ 国石林杯は肥和2年末児在 «2ア2万か

<未に$クア/ 万ァニ拡ふ大さ , 右林をたく めT= ヒ活道全

体乙は約/アハ/万n大さ(ヒ道林茶英念き ﾡ和ゞと工

度),まに 2一 ゞく工ﾡまでの造林面程、(人林 は se.ダ万

〜 (ミ地天夏者 24スるあるに尽び 一方杯 

面ﾡは / K 万 イ2,その 採材頑は ss 千ァバS =丘し 

ていろ (北海道林業統計 Bﾡと茂):官氏石杯を挙て 

林東生産 の璃調に主力が注が兄た背期であった.

② 治 ム 谷 卜 .

二のﾡ頭もまたゝ宮は攻然として起り. 32軍にはベス台戸

(/○翌). ﾡにはユ/. 22 号 の各 台n ヒ道 をい

(ジ て示 した軌 を/上兼担寂入別户数に 反ﾡ L, Soス円下

の収入ﾡ 条は次ヤに減 とていスが, s4 左てなお的α。

のﾡ索がそ こにﾡして , 全回度家ノた リ 平及共、

3野ニー 大惨争さ もたらした ノ琴さRは北這でもまた災宮 

こもﾡらし 光浸水 222o 44 に反, 山、ﾡれも 発生 してい 

る には台ハ/<ゼ, /5(少琴ﾡ台八)がﾡい,ﾡ也

元束ﾡ木 2.0o。 Nmニ 及べ. とIには専る地方に大雨,フ



—28 —
表/-ケ たﾡ道治ム事栄

(そ の/)

一 29-
実 領 (昭和 2ミ～ふ ク平)

ﾡ ﾡ|経 ﾡ|面 紙経 ﾡ

山、地治山ム 2.7の ア2 ,机々"； タ.,"/ 1

K 防※林ﾡ京 /ク/2o っ$4o i /フ/.タ2 S/フo

i 保方林•整題
・ ・'

• •
*

(太 源林造放 :
・ ・

有i y 者 寝・日 /S.4 ◇
1

<.2»S |

押 み※念ﾡh

林 そ式 / _ィ72/
計 /P /タテ

1
/222 f

ム並治ム .22 / み火

1
<.$2 っ. 9os

内次林ﾡ o ク $s? 42s

灰なみﾡ備
・ ー

(木ﾡ 冰%. 加

洞 ナベッ 防 こ

客・彼旧

1

林 そ ﾡ (/ フ/$)

蘭
導**# 導 準準準導澤準#導 澤 *

«.// フ «.ダ7 1

^
え..r.x〜*〜〜*〜〜いvAwマ*A*〜

2
・----十

2 /

、/ $降は戻有林,風有林とも北海道杯

2 戻有杯、っs, っzは,北ﾡ道の治ム事業

G 画有杯、っ; 24は,治治木事ﾡの室

ﾡ縦計よ )就

- s 2 6 2 7

ヽ、.…… 、 1 面 ﾡ ﾡ 玉 C

</so
1

2. x27 ! /2ジ.7 «夕9フ !
・

282.72 ノ.ノo&

2ジ242 . see i o.2o
1

2*. フィ/ ! s&.72 *x,42 i
«

2 °e 1 *o. ・ア ～o. P2o ;

e$.22 ( e.2ce) ど午.2o 1

• ■

( *e. ○2ア । / 2 今 c タ ァ2の)

---- •ワ

«.. 2 2z /ハS. $く /P2. S

4e C $s 2.フ$ ク ラ4&

パジ.ク7 /. 火 / ユ $2 ユフク

.
テ 7

9

■

22 4sフ / 7ア/

<. ダク火 4.4 ク /,◇2

$-o, e/
*- ----------デ-------

/22. /よ2 /ア フ. ラ ア
一・ ・A-*-***マ--*+-.」

ヒﾡ道だム台木協会 よ ソ引用

ﾡ 止を道内営林ﾡ連絡調整事務室 昭 5 リ作京.

あ, 共ﾡ( )は然至ﾡよリム 治 山 ドな 林造版をど引 さ政額を示 ししていスっ
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!_____

1 次
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面 ﾡ 経 ﾡ 1 画 項
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1
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*
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■
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J よ G < 3 2 ______
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には会京タ ・ /○号が道ﾡをﾡい炎害をも-ら Lていろ.

ニ ラ したるたX害に対し ・ 画有ﾡでIは5和 2坪にれﾡ, B 

徳宮林ﾡ-治ム、課を設更し ・ 本的な治山寺業をはじめ. 下石 

み会ム 市英も大= , ム 右ム画ﾡは表 - よ本に示Lた>= 

<寄に大し, 2 〜4ま でには約 シs2o a, 2< 

ﾡ円が入さ れて いるま たﾡ※杯造ﾡ率業はﾡま計面ﾡ約 2oc-

ズ,約4 ﾡ円 が入 さている. (表/-$ 永照

=の店中全ﾡ的な治ム旅上情姿づべさことは 5«台 

凡によろ木被宮べね次さ発性し. と<Iに学志台点による大や 

率が起っ/ため: 治山治木ﾡ係ﾡ係ﾡが会べ設性さH, s- 

治ム治木ﾡ置なが劇定 さ,= ru= tと ナいて 治山ム治よ ^ 

カ 年 計画が 全国にわr- リ 球 定 た こと マ、y, ろ .北な面に け ろ 

昭和 $ •ス*耳 の/グウ 向のま十画季 米ﾡは面有杯的 2/時日

K石林約 ふ歳円 . 合計 M "砥円に述し ている。 (表- 
・

ﾡ )

河 川事乗はォ 2 大 s 計 にそって 畝修 をナッ,商単万 川 

/ジ ・ ﾡ殊卜河J川l/くIに対L, s /ﾡ円下 と ほ, た道河 

)川I-S 2鷹団が最入さ て(2, 砂事束の対駅はS フ河川Iに 

たリ ご クがﾡ額は / 6颌ト7 に 民く でいる . 台山ム と同神河川事 ネ 

も $ 甲 な ム ﾡ 木 ※ ペﾡ 置法 の ﾡ立治木事東 お十」x

して利K入をさらに渋人 てい方,
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オ2章 光及素の及用澄程とその現状--- 1
/ *岐の番長

() 封冠町のア央

本町 の丁央は。新ﾡ場前 といpてい た松 ﾡ所請片には じ 

まる という ・ 部媒2王にﾡ川新府べ跳値示行をお< と=れにﾡ 

彼に「場所 ナuわち「桑場- はゐ値浜用ﾡ佐治真締の請浜 と= 

リ.. この君に決場の支配をさせ. H治元から2ﾡまて天領ヒ 

はリ ・ 支配ははリミ の浜田歴べ継をし , ・治2年 /2 日にﾡ島 

ﾡの前領となリ,武還の請承制は明治3ﾡ?日に驚止さi= e 

の桜砲田ﾡの支認ヒなっﾡが明合よほから用ﾡの所管ヒなり 

「公所→ £「取所→と改め . ム田深吉という 容!にﾡべ許さ 

「派ﾡﾡ」と称すろ に至つ「。明治 / 2 耶制施行と共Iに 勇 

自ﾡ . 千ネ , 誘内, 新•府郡役所 が苫ハヽ伙に垓渡さ れ,二) 

ﾡ轄にﾡした,翌ノ2日ﾡ内思. 新ﾡ郡両ア長役場をﾡ内 

おさ 同ノ«>日, 新冠部各対ア 長役場べ高江に設百 さ た 

田治 22字に, =のア 長役場べた止 さ れ ・ 西び面郡ア長役場か評 

内I下マ方にﾡ置さ ろ .明洽 ～e甲Iに主た-新冠那ﾡ江対ほか 

～ e ク対ア長収場がﾡ江十に認置さ fuろ ・ 大正/ 2 , 2級出 ボ

制べ凝行され方名 を「ﾡ河対」と改称し ・ 回才2 /平4H 2報間 

対制がﾡ止とな」・ 昭和J4 字 ラ 月著冠町となり現在に至 フ てい 

ろ >

ﾡ治初に初廷街収湯べけら, 叫 内 の 農耕通世はヨ とえ 

ど炊として列呼さ, そ ゥー初をﾡかにﾡ付甘計作させ「「Iて 

他かて 间他はに く て い 映后 同1政と共に用ゲー斉に

, そま で人 ロ«〒く の小事「だっ たつべ. - 品/ 2 〒くにで 

加したのてある ・

現在は著「ﾡ体工事 も夫ふし. /$万キロワット -尺ふ可x 

川木 不 源ﾡﾡべ完京 L っっあリ 新ﾡ町みﾡﾡほ猛 L く 進族 し 

ている,
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新冠町全
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(2) 自公的環包

光 労

本町は日高の中部Iにあリ ・ 来はﾡ内卵にﾡし 面は厚別川左

ヘ tざて て 沙(郡门別町に隣再 し,北束は日高ム ANた もって十ﾡ 

BIに接し , 面 ﾡは 天 平ギに 面していち ま日 ,山、帆木 ロシソ 

ﾡを水ﾡと L たﾡT冠川はな町の 天 ・貫流L , で の流は】 

l の流とと もにﾡ餅海地とは っていえ

2) 地気・ 土会 ’

日高山ム缶wは花尚せ, 正吉内領赴, 五天Nﾡ走のシな 

り. 初「ﾡ中流地ﾡよ り古主ﾡに属づる ・ 輝年岩 ・ E天方岩 

を遮岩 とLて 一ﾡ!も欲岩 しふ<さ〜れて い ろ .

= ら 岩ﾡのﾡ作用に よって 圭じた 土ﾡは。ﾡ療土で受量 

。 X 山及をう< ケ , 表 土はﾡ垣ﾡに高人地味迎でめるがﾡを 

か< ・ キたところによっ て は上記基ﾡの尾 こていろ面町も 

あろ.

s) 索 候

土方に立ナる日高ム N と ﾡ潮 o ﾡ容 て 的の は気候 で. 

降面受も少な < ・ 海岸ではよ日 中回 で海ﾡ性み海ﾡべみ い 

ぜ も少 ゴ ぐ 初当 ノ日初団 雪 ダ日中旨 で 語期回ぼノニ 戸 

宇回一ぶ河中司であるが派深京雪は2〜。のマある 同ﾡ 

ﾡ季は画 ・ 秋季ﾡ面 ・ る季は北田八を等と Lていろ .

新 ﾡ町よリ約) cK東方にﾡる日高 -の 清河測所「I- お け
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るf手 の配則果は次の通 リである, 2-/ 土ﾡT有別目別画ﾡ

////.S ノ

H別平現と積吾量

注) ﾡ道市町ぶ琴覧 昭よﾡによにる

)一丄J 、 右 民
日 ﾡ_____

田 で今・ 2

畑 s. 2*/ o «.2ケ/ 0

世.
・

/s o /◇ o

山 林 «.S?? ○ j $.*ク2 / $22.2 */. /3c 2

県 更 Ζ ジ o / sぶ5.2

牧 湯 今**、

マ の 此 ®. s ^

ッ テラ s.ペノラ 42 ク $ラ かo

( 土 世

主地絵面示はよ夕/夕2 イx (北源道市町本「努要ﾡ 昭ga s 

学) で, そのﾡﾡ別士地面不は画有北 «ジタクタズく (総主 

地面ﾡのクゞみ),公有地 $.4/グイ ( ・ /2卒)

K有 タタ<«44 く ・ /クみ)て国石のﾡが高い

国石ﾡはばにハろように大部分が森妹てある

新男町の 土池岡有別種目利面積は,流星 - /の」通りで力る

画有.. 公石能. の詳細な内容を示す软" ハ J いのて. 前;；

(そノ ヘロナ数

ナ 救 お よ び人 口 の 動き セス る と. 雖お急速に 管加ロ し,e 以砕 

もﾡﾡを ビリ 昭和 ぶ7甲にコ/ア バ2® へにし 

ていろ・ Sの 山林情 で力 数x: メロ 琴動公*シ r, 林野た率 の 高 

い 才深のﾡ矢人 □の移動性べ大さいニヒ べ相協さ てい る( 山村 

Aロ り 動徳,林六金ﾡ基確ﾡ査報告 o /e/ )派のの中

で, 本師の くロ動寒は目すべきﾡ回を示 して tる .

市印ネ ﾡ愛施ﾡ料にもとナい て 全部をム林 とLて示した」

本てわかるよ>!にが野5ク<と高<, ﾡたはﾡハラ マ 

う = 永 一 年 «%でﾡ面積は』株に比内 L て 少な < 央型的」

wビ帝という一 と か、2 エ ス
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表3一2-2 A ロ の 彩

産業別世ﾡん口は 表2一に示ごと<・ ﾡ林業のた重が話 

<,.世帯教の 4○%, 有ﾡ人□のク2%を日め。 過業を入れろと 

意ﾡ水とじラオー次産業が世ﾡ数の 4 ク名, 有素人□の ?S夕を 

占め. 新冠町の中Nになつていろ,

军 度 A__ 数 人 ロ
指______s」

聖 和

"

ノバ
・・ャ*** * • * *** ** * * ** **

Ζ ?

2 2

3 o

$
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ジ 2

方4/
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/34
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$.クao

//・ク *$

/ /, /4 6

/・222

/. 2テ

ヘ /oo 1
/2/

/ ss

ふ

ハ

*

注) / 町ﾡ要覧 ノラ42 による .

) 消ﾡ料 北海道市町村ち撃ﾡ B和よ リ

未 2
■ -

- G 差 ※ 別 世 帯 人 □

-
-- 」 ナ « 土 率 ス ロ

た ¥

総 ・ j 方 :.2
る 

/2 ス
/の・/の/ ;

ス : 
/22

X 荣 2o4 * o >～s 2ア:

林 , 肺 / ・ ・ / O $ラ/ 4

ﾡ、 木 s / /$ 2

鉱 / /

ノ/ 火22 火

製 /2ラ 5 2

町 ・ - 小 s ダ 2

全 ・ 保 ・ 不 J

連 福 ・ 通. 公 < s 火 /2o /

サ - ビ ス /oダ 4 フ& 2

公 務 « ラ 6 ? ? /

業 // < $.2«/ $ /

5I用し.

(よ) ﾡ林茶以外の話産の才ﾡ

本町の主要産業るあろﾡ林業およびそのﾡ連産業につい て は次 

に詳細に述べ るので, こミ ではそれ以外の産策に? い そ力こを述 

べて本町ﾡﾡﾡ造みﾡ評の-助と したい

恵業おび杯ﾡとそのﾡ産業を除いて減も大さ「も のは水産 

米で,前場ﾡによるし人経啓体っク,業買>人 . 酒
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組と も ち魚品総ﾡろ2上 2←フに, 二のう ちﾡ力船よモ上 (<)町政
ユ2ﾡ /タヲ,*ﾡ未ﾡ/7支 ゞ7足,ルﾡ計づ7」 

22<そ,ﾡ勤力船2よﾡ /セを有しておリ, いわっL s 

けナ, まづ かれい, 源ﾡ事を生産L , マの生産探は グ$27F 

に及くていろ

ﾡ下ﾡ源は昭和 幺 ﾡの話会 る/ﾡ万たにぶ戸灰石鉱が希 足 

さ, 「た昭和グ • ﾡに語査された去油田には石油性天 

ベがス のお左が歴契さ 九 た が,いもまた-未用ﾡにペっ て い。

大さも並展をはたのは新ﾡ川水天の電源用ﾡてあリ . 額知 

上えには大さ なダムが次々 と完成して おり ・ナそに次表(表2一 

4 の択冠, 新ﾡ, ﾡ清木ゲ支成 L, での回定賀産ﾡは s

にノ//2万H ふクﾡには.よ/万H «○には

シ. アスク 万 円 が予 定 さ れて 町以政に大 きなは者5をむブと少らろ 

またこ らﾡﾡ所の南発工事に多< の土不ﾡ係者が町内に入って 

いス ・

表2-ダ 新 l の 電源 同ﾡ

• ﾡ : ﾡ大はプカ 飛大伊 用登 舟入用効畧爰 宿

新
活 1 22.222 1 x。 ぷ2ぷ.2

"" デ キ

新1 _ S4, 22 /◇2○
、 ・

/◇/タ •夕

'
■ 下 /o.522 : s2 &.2 * 統 a I
岩

、 *～ •一
清 本 /・2o2

.. イ
2 / / » S "シイ

武后に不ヘ・大出ず京表から町財政の性ﾡをろと 文入 

/さ○百万円のうち地方交「ﾡ25名.ﾡﾡ支ノ。よ% 道 

支出金 /.5%で, こシの合言はど25%を占め. 一方え出i 

ては産業登済ﾡ スなネ, 土木ﾡ2/ "ダS支士しておリ, 経茶

的蹄强過理にう石夜進的好村国次の性格ま明らかに示 Lている

表2-よ 昭和ふ度一会言計入土予ﾡ表

入 当

な---
夕 当初 ご当初

Ft
よ, S9000

$S 722. 222

P
S22○7フ ;町 税 試会袁

カ 交片 現. 役湯責

公協父蒸尽み財屋収入 /o. 2 22 ' 消防☆ タアJ4 ■

ﾡ旭金反 びか金 2$-.220 土*食 S$*2,ア4e I

民用料及み手故科 -,/*ラ202 ネ百長 2o.ク/27

・ﾡ支 金 o.2夕4:227 72/ラ/ダ ;

単支全 爆ﾡ価生ﾡ ・/イア炎223

ﾡ ﾡ 合 2222 望無圣お貴 2./夕o.タラ?

線 越 念. // 222 22e 財.産 貴 /.タタラぐぶ2

粧収入 /p. /S eo を部査資
//ク $2o

町r 点 Pグeo. 22o 端ﾡ吉
•

/・ < フ z 火22

係入会 公信ﾡ 5ゞフク.なテ

卜,
辻方 ※貴 : 7o. < co
支金 ○ゞラァン

于 二 。。。。

/テの ダsケ7 歳 出 合 計
-- ——•—

/eo.*sxン>
--- ---....
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2 ﾡﾡの展用通程

ク ﾡﾡ町ﾡ茶の及所-牧督から南営ﾡへのﾡが -

新ﾡ町Xﾡはﾡﾡ町枚場と ともにはじまったといって も通言 

乙はない tちろとこ簡に入想し「た移民はﾡ絵ﾡ株をき 

そのる放 衣馬 ﾡ が行 わていたに が 明治政府 の 南1ぶ 東 o ﾡ 

及ヒともにﾡご市易も拡大 し , 政府のﾡ性的なﾡ氏失策ベ= 

ら 八 , その二と して馬区改良を目6 とL た著「冠町丁「牧場が1

$平にﾡ認さuた. そ の規凝は新冠, の 二mにきたが2 

32e2万坪Iに反ぶ広大なも のであった, 当一報に牧湯そき 

は担放は土地利町手及とて, こﾡ及べﾡも期行さていた .

西治 クアに は日忘各郎の牝牡馬 テ フs 頭べ新廷牧場に下=

た. LかL. 北ﾡ道のﾡ区改ﾡ上に亜表は役割を票にたこの

枚現も, m治 ～ 2キに皇室: 付属化とし て宮内省の所単と おリ

こ = Iに街料衣場あべ謎生L た の であ 2 何料枚つ' みビヒも一 : 

北活 o ﾡ 匹 改直 上におウろ め ら h r= ・
御料場の責細な土北利可は四ら ハでけいが 町内京村由 

。 大ﾡみが氷場地 と 1 乙快用 され, その一 部か演'付耕住3 rた 

のマ,W話の麻正まなは全< 遺崇のﾡ長はﾡ止さていた. 

ﾡﾡ所ﾡ行の場ボ マ, 昭和2 2 著元御料場あは宮内名か台

賞林省へ 所ﾡ1 さ r, rﾡﾡ絡収ﾡどア松さ たが,昭u 2 K

にXほ生店 丁末を合ﾡ I , 乳u牛生産牧場へ報L た ハ 

Z, BF8ﾡにﾡご政試左回的としてﾡした新米場は f

-47-

料放場 という 南ﾡ的形ﾡ. をとっていたが。 にの 評飛 マ大さ < 

表リ・ま -戦与のﾡ産の衣退ヒ諸ﾡの戻所 とともに大さ はWス 

と1 L - て・ある ・

ごは 南 営ﾡはいハ々町こ示しか マ内容に入ろ 

1-, 北海i京 大の中で当世城の藤策べい かな ろ情を tってい 

るか左若干述べてお さたい

2) 日ﾡ京策の tマ性格

北湾意ﾡ域並全0にも及るが中左したはいのマ 商= 

北な道及茶の虫ﾡを示づた » . 妖芝の そ営形から ムたヒ 

海道ﾡ 東 を るこ ヒにる。前•’国町 の お る 日 忘, せ。 に ぷ い 

てI 包る合的息亡ﾡべも っともシ<. ない奇ﾡ左主とつと

市べ多 い. 白at選束がゞい ことは いっ までもiと商

・ 生産ﾡ 特へ の展麻べおさ 丁してい ること を 示し ており ・ 政 ・ 

に1はペ度的*をt っていみといとよう-

「先 痛退に ドける)徴 業相学「のせ城 区今 」 (北ﾡな状を可協 

合刊. R和 sク)=よろと北ﾡ業亡政た 〜◇区み(后室, 

上川 m,イ為. 道南. 日ﾡ. 十,根ﾡ, aた, 宗谷 L 

マ, さらにこのX業政をﾡ止区に今ていろが. 日ﾡ区

振(室ぷ, 小枚市,旭支庁ﾡ内)区と並くで日 

ﾡを太している ・

ミ の 浜料から ﾡ 業地 区 の維格全 示 指球左い<っ かな 

いして示L- のがﾡ 2一7 乙.あ そ バ 日T北じは末求々ロ から 

* ? と才 / 天産求の比に車べ ・/ と高< ・ ポ 家なも sc本で 

Lかもﾡ 条月 ﾡの « <*が専執恵泰 で.ぷっ るから ﾡ ※ と x ス



ﾡのを管からみた北ﾡﾡの条に表2-と

* い、 ------ 1
; s 狩 ,ン このﾡで的息茶地布 // *由ﾡ下 i w ッ

!空知 / $s 木 田市条系たﾡ クテ えFI-かけるXはよべ4 せ.

- ・ /, 772 水 日商束地 < そ の他 ---- ;-

袋 点、
ﾡ 村 /e2 自 絶合的X* と清 ァG

j 松 A s2 漢 * c 自 ﾡ的X集地市 •- .：

ﾡ 動 482 沢 村 /クフ ﾡ 合mポ 繁せﾡ

ﾡ 限 ﾡ給的消ボた市 /フ 豆類地 ・

日 高 ・<ク 自給的農業レ術 7 〜 ぁ希 < /

十 x分 /ジ$ 豆類地ﾡ <<5 室産地 22

aI 路 ”身1 高産北ﾡ 2/テ 包給合的ﾡ地 /ク :

w 室 2o。 i a ﾡ 地 帯 2/5 ﾡ 村 -

a 走 / " 豆類光ﾡ 2$4 特 用作物 ル ホ /< <

末 谷 /ラィ 沢 * ク ※作をうは産清 /

a 請 2 桑 * 4 & この他起ﾡ水糸ヒ タ 2

統 « /◇./クフ ノ. 422 自 給的意*市 /./ <e

王)/ にﾡﾡ集の基本ﾡと重本対ﾡ(評読収) /→よ2 ドリ IH

足 業 後進 世必 とな ってい ス 科にﾡは公いバト曰ﾡは s * と 

に河 ては中位立生お ◇ていろ ノニョリエさやこムる こ 

の 毎長ﾡ フフ 認 乙. 十 分介 ツ ン ニa ビい ・t_we 選地1い、_こ 

に各八 中 さ丈にu伏しuってい〜、王 ﾡにやは * 

た 豆で臣旭のﾡ口全苫べ支ntて あ夕とろ こ とべて ノ,

く 上 の 拓 攻 TI ゴ ロ 志 北 にセ いい ・平ヨ にユ-のて- » ろ べ 

部P二入ってニヒさ。基済地ﾡのﾡしふからは2 っo 

区分べ可と今 ・ ナつち度』*型のデ1・まのっur 入 

*型ハ日高・ 平 ・番内 • 三后 ・河 ・ iム 幌泉 の >町でゃ 

・ た王管 d..いﾡし、、から / 田 山E た主,も とノ ノ- 口高(三诟 

' 手京> ・ ﾡ地作認ﾡこ主体とづ日高元部 ・m!・ 新起 柄 

W • 三ロ) ・ 雪面畑用 过 主体と ナろ日 高ﾡ)( 河T、+イ、( 

受)に区分 ろ そ ハシの甘水云 々 - a リ 〜ゃ

か<。 ごと、日高地に北ﾡ政ﾡの中では。ささ 

ﾡﾡ述ﾡべ派もるいミとに示さriたキ>=

こ み ろミ とべでささ Eﾡたの中 e屈 ・は日高証さ 

ﾡし マ こ きは田畑忙咯底 の迫賤類型が獎 く , Mﾡにし。

ﾡ ヒ こ ・ て ろな= 卜tろハハどラ い士今ぷ飛II_のハか、 て、 

なといえう .

こ とてさ ろ ズ平に面して な 左もっこの区はま た、 

がめろ 二と t っの 性裕 とuって P リ ・契塚卒 ク R孫\ 

/と ヒなっていろ 林お空 の 今*名 全 R 位 で.

日 蒲, 化 こが s ご飛高とセっていA L = バ ては率 g 

さ地 区 か• 6 / 上年 く. 宗岔 留請とﾡらにて研ﾡ 世 炭 か上こ
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表2-7 北ﾡ-道ﾡ 業ﾡ、別 示

ヘロ数 頁条 , 数

•退 1 ジ ベ 
ﾡ求 • :

玉
系ま

日 2 4 2 ク
・

。22 /
----T

上 )11 « フ / 2 s フ 2
•

- <e / / 3

・ ・ 2 S 3/ ク ノ/ 25 < 2 6 2 o

袋 た 3 ◇ 2 ・ ? 2 / * ア > /

’ 日 高 e 7 / / , $e ク 火 S 一 ～ s

日 ﾡ ・m状 ユ / 4 2 ? / * 2 ノ4 &- 一

(平均) 32 s ゞ
・

2 / 3 4o フ - /2

+ p 4 / / / 2 テ ダ 2 / ? G /

根 al ダテ 2← s o 2 グ 2 夕 / ◇ — /5

額 走 / S 2 & 3 7 / $4 2 — /

宗 合 s4 / 5 2 ? ッ / 22 22 / 2 2

4------------- 4 o 2/ 2 2 2 2 2 22 / / 一 25 :

注> / 北ﾡにおけろﾡ業ﾡ計のﾡ区か 北海ﾡ林社
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土亡利用状ﾡ / ナ当リ 経莒国

林y辛 取中 米 : " ャ 均
: 「-

1 工 式 叫秋

ク <
才 

sぷ
系

、2
ヒ

/ラ6
:。ず た

$フ
七

/ S
ェ て 

$?
こ

/ 2

7 c / 2 ダ
っ*

/</ 2 ? 4 s 42 *7 4 4 / 2

s2 3 / . o «< S / 5 s « 2 ダ < / N

7 3 ク 2 2 2.4 ァ2 $ < % ラ タ 2 J 2 火 火

s< s 2 g 2? ク s — < ア / s 火 / 2

び
・ 2 3 $ ノン/ s 身 2 / <7 フ

・ ・ 2 2.? /27 / 4 < G / フ & / < / / o

ラ 。 2 →. o •— /o $o «☆/ s / S

?? ? 一 — s 3 7 → / 7 / /2/

7 4 / 2 • ? 7S < e5 s s // s ラ 7 /O

7 7 % — . ダ 一 — クア 72 ? 2 テ

7 分 4 25 J. o 2 / s 5 2 / 2 s じ/ /2

内会昭83ア によろ.

表2-ふ 日ﾡにおけろ 経ﾡ ﾡ別林野率ﾡ標

■
営帝 赤野率 大町ﾡ

>当a
ﾡ問 午 * 及

高 く田X) &ア % 2 フ > / /ク — ノ20

目部 部 (田畑作部ﾡノ テ 2 ? 2 ダ っ. ク < 一 フ

日 高 1--- 東部 ( 走 ) 2 2 - 7 2 2 ク 2 一
• -" —» ー..

前ﾡによろ

当 *

1 野 系

52 2 6 3

タ ラ♦ * 2

2 m ジ ダ 2

. /



ジ 彦業構造 —— X求基本語査によろ分神 -

本町属業べﾡ正ﾡ浜によ り 誠点及所 と-ニと== にた 

ゲ・「ﾡ泰ア故クク2戸(早英. ノ理X茶)のう三用ﾡ系

2 のナをﾡナ々所石及委を中とL たた-意業 , 町役陽,承 

ﾡ造改哲ﾡ料 乙あるが,はじめに所再意条も含のた週茶の支 

飛を最新の摂料 (昭モ 35年北ﾡ意業ﾡ本額査店察表)から 

5ちかにブるとともに. 2手摂料 / / ダ俞ク>世界感茱 セン 

サス とめ対比によりﾡ奈の動ﾡを若干明らかにLい

ﾡ条の階ﾡ別費紫別ア教をス と表2ー アの置リて 豎*ュ 「

アなみ4 ア の 庖居城 成は/ 町末満 の お細層が/ 3 テ戸 ・合た 

数の/2名) /～2町ﾡ55ナ (全 ?み ・ ー/町ﾡ 

が写もみく4。2方( 会 ク○%)で本町ﾡ業の中ﾡﾡ=は 

フてい2 /e〜2。ﾡﾡの大規不層ラナ ( 会 *みて 

Pろ 平系別に平素よ?夕, /種茶ﾡ2$ス 2理糸*/s 

メで, いうまでもu</ 町未ﾡ層 は2種業柴べ圧ﾡ的に s<

〜e 層 では専業ﾡ 家率が <e ーフ○8左占め 太” へヽ 面 

とともに本町ﾡ英の中核とがつている .

茨業の内客は/ﾡ素系ては系犬ﾡ字 2ノアの >ちとnr 

繁薬ゲラ</クタナ(系京】 のsアネ)その中ては季折森 

^天三たべそそsを占め, 固定的な勧務たをも→もo 

は2②%であろ。回 営系は全体ﾡに少み いが上階局にうい神 

合をっ. オ2理系業 / sテ戸のうち ラe.ナ ( <)は" 

われ八業であろか。 ノﾡ系茶と試リ直点的は動務生をっも q 

のゞxア(おゃみ)て く夫日雇 so月 (*2) に次ゼ ミ

くゴ ている,自営 乙はﾡ業, 商業がみ い

ﾡづぷにおけるﾡﾡ別条力数表2-ア 昭己フ←

耳度

----- -- - 
d故 名 専 x,

' - -.--- • ー ・ • 2 2 米 %

総 政
2← P2

ssx

/co

/22

火2 フ !

:

os

s2

←ラ

/ぷ

e

2S

ノ ラ&

$今

22

ゝ
T番人*マーィ*ャ〜・〜マ*～・--〜-

・
お町未ﾡ

2$

S S

*7/

2

s

2/ 火2

ダ

/

/ 52

/42

3 町T以上
2$

S ・

//

42イ

・7

ファ-........-4

2フ2 

ダ*<

/2S

/フフ

/ *

/S

注) B和2$は/夕$o世八ﾡﾡヒンサス町ﾡ別

を計表に よ ろ ,

昭B和 ごふは. 聖和 S ヒ海造ﾡﾡﾡ本査さ吉

Iによる

•規•模別,ﾡ兼別惑崇力ﾡのﾡ減の動面を込る と,昭ﾡ25ﾡ 

にはXをア救。夕2ア ・ 専業意泰* (2 sz) . 系素意 

歌«4$ア く←2イ)内/ﾡ系業2よ夕泊. ( クみ少2地系

/ク4ﾡ(2 2 であ ったハら , ゞ・にはX泰ア数にお 

い て減 し ・ 青業ﾡ奈のた置が吉干ﾡく なり/ ﾡ系ﾡがE下 

し乙いろ、ﾡア別ア数にっいて看Lい特徹は, mﾡ油アのﾡ 

激び漏少. 町ア上の思旭, ナなわち現ﾡﾡ天化順ﾡで, = 

のこと が守業選泰率の増加にっ なべっていろ .

な旅城旅ﾡは 〜/ヘー<夕くの圏で. 階ア的うにはふ町示 

ラが 人 末満であ ろのに比し , ﾡ上アは s.sく ～< s人で 

多 < ・ 求従事着も シち っと上階アにうい. 恵業委営現太の差送 

翼にヒL てﾡﾡ従業ﾡ の差異はせ いい / o く理京 て5 るから
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ツべ的にた労功を以悪とする.

表2-ノ/ ﾡア別/ア当リ ※ﾡ赤ﾡとﾡ業従琴君

条本獲区口
_X 業 従

针 計 ____ ____ 羽
マ

2 ジ 末ﾡ レ ラ / 2

s. < / s ク ダ /. /

◇.S-/o a. ク / ・ '1 e ?

/2 一/ケ 2 o / o

/ 5 一2.0 . / / テ o ラ

o 一3.2 « ク 23 厶 o

ジ 2 一 2 $. s 2. み / ダ / %

$.e 一75 s. ? 2. ラ /. ダ /.

75ーe 6 o . o /. < ～ "

/◇〜/5 s 4 3. ・ • / s

/ --2◇ & . o /• 2
- ・ j

) 前ﾡﾡ料によス

雇甲状ﾡは, 表2一/2 の通リで町上 では常ﾡ上/一s 

プ 戸 未ﾡの産ﾡがあ リ,ﾡ業巨たも レク 日上に ろ 超 甲 、.ヽ 

卜の形突でも ユ0日ゝ上〜 2o 日に及< て全体 として雇入 

のが多 い.

そ宅 面積は , 大田 $o町,畑 3, ふフ 2町 、 

九し•宅せる の意甲つフ /町,X用地合計 < < 町と 

林、フ2町左もち, 私営地面ﾡの合計!はSフフ町I N

老2ーノ2 ﾡ用乙C ﾡ来故尽び/方当 リノﾡ用女)

■1 u.. ・ | /一< ・-ロ木 
や «P^ | で・な つ ニ ヘ ﾡ1日底 海 用 w 卜
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座用べが般ﾡ べBぱﾡ 茶 ざく
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/力当リ 
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表2-ノ 昭和ユ$. か面におけるそﾡ土地面ﾡ-- »-- 
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W の 他
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フ 耳 $es7.7&
a.... «〜よ*季率常を番や基を ・・*
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でリ・ 2*と対したとき水田は $. 7培・ 畑田/.<席, ﾡ用 

忙全部では/7定. 林も回様/・フ倍の拡大がみられ。豆 之造 

ﾡの進及をﾡ語っている ・

封地場ﾡ別ノ方当 り至営士 地型類別面積は表 ュ-« の通リ 

マ- 合体的に団ﾡ作ﾡ営てァソ ・ = の畑の うち～ sダ程ﾡが枚 

軍となっ て発言そ答の重茂ヒは って いろ . 早は永呼夜軍光 

と野平地でそれぞれ半今っ の横炭とがっ 702. ム林の孫ヨ 

放衣ﾡは少なて. 2町ア以上でも ーフ反程ﾡの利甲てあリ.

た林北も会体的にゞ町未ﾡのﾡ細竹有が多く , いわけみ意表 

林業 の形成ま ていたっていい.

天に 孝畜の毎べ状ﾡをる と. ﾡの生産はﾡ点一般的に奈退 

しつづけていろが 日高ﾡの産地と して知ら r-本町ては. ﾡ 

言ﾡ条数は家ﾡのヤて 43※と素も高<. 平角飼役頭数 フ 

であ ろ ・ 日市ﾡ ヒLて右名な競寺馬の生産は主と t て既存ﾡ泰 

が主体とロるのつ対 し, ﾡﾡが主力を注いてい ろの礼牛館 

ホにょ ろ発ﾡ業 の雄在 てあろ ・ 町恵求米の基本ﾡﾡで も成長 

財である発農Iに重尽、をおいてい2. t= しかに昭和2*坪のﾡ 

ﾡ校意泰ﾡ夕/ナ (意新力数の /,%ノ, 飼育頭数/ ? sm 

(/戸当リ約2頭)てあったのが。現在ﾡ官ﾡる$22た,個 

巻頭数 つフク◆頭(ノア当ソ$2頭)に運し, ﾡ条戸数て谷 

店,相育頭教で的/6席 の増扣 を宗 して ・ 李さに本町息賞の庁 

長都デ1とな っマいろ. L かし 生ﾡがX字になる とい P n イー 

ﾡ後頭数今頭よ上のﾡ新 ・ 全体て 2sとナ (飼准ﾡ泰の s 7 

% ) であ リ), 品ﾡ主ﾡの形放はごれからのﾡてあろ う .
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表2一/ 商 別/力当 リ営土 面ﾡ (・町U)

-------- -
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必 杯 * x 
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1 1
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地 / s - 2.o ク2 o /2夕 e 4s 一 es < バ/

。
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コ-/& ﾡH林神のﾡ有ﾡ索故と台ﾡ(ﾡ人有「
キト、 トラクター ト ラ ン ク 三 喩

1_____ 台奴 e求 お 牧 求教
1マ
: 起 // S

::/
--__ ---

2/ 夕/ / s / N / 2 / o

J&米滿

3 ¥ 2 2 / /

よ / ○

/ o ベ / /

/S 〜
町

2 3 H •

2 〜 / a / / /

3 ← よ J < ダ / / / 0 い

ク5 3 フ 3 ふ / / / / s 2 2.

75 ** / o / ・ / さ 2 N < 7 G

/ o / S ク ? 2 2 / / ./

s-
〜 2o / / / /

牛の市ルは救Tﾡ町から来方約くバの悔内町Iに雪1L束 W トー 

町か ら田方的。Kの川に不ニ 运私 のみエ 湯がふって そ 八 ぎ 

八 原料乳 の買入を行っ ていろ.

なにﾡ条ﾡ産 の一っ でルッ , ま「-ﾡ来近たの - っ の：I 旨横 と春 
・

ら 2消城よ所有状足 を示ヒ表 2 -<o」通 りで、あ ろ 全点的 

/にXﾡのき入年は公< ロカカﾡﾡﾡ/〜み トラクヌーにろ 

と て.お る・ ニの外共石 ろ災も あろが. ア状は2方て ラ

/台を 所有 するにづざい

M上 Iと, 本uU ﾡ ﾡ、の 柄ﾡ と み た ( て. あ る バ Xにﾡノ 绰 店向 の
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表2-/フ ﾡ 家 人 □ の 動ﾡ、

現 様 総 数

出 生 死 た

•減

ﾡ、 入

承 条 人 具 人 5
万

2 2
ス

2 2
戸

/ 5
ス

十m
ア

2テ

ス夫満

・- 月

チ～<o

/2 一/ケ

町 :
/ ギー 2

2一
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/2 - /S

S - 22
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s
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s
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1 /
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+ /

- /

s

?
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?

/ /

/ 2

転 当 結 ﾡ 就 皇 办 さ こ o

人 民 農羨 惠 ほ 人 浜 人 ・ ﾡ 条 人 ロア ス 戸 ス お く 戸 ベ 万 ベ 戸 Aク 一 2 S 2 2 ユ フ 2 > テ & -4 3 7

卞 - / / / ← ～ フ / ノ N 2

。 2 2 ひ / / / /

玄 ダ / / 2 2

'/
/ ダ・ / / 2 2 / / / /

6 < < / / ・ / /

25 2ク $ テ / ク / 2 ア 3 ふ

・7 ? ノ 3 ノ / / s 2 $ s /S

24 夕 / 父 / < / / s

二
/2

——

/ / ? 7
U

メ

___ 1

寿を メロと土 の 舌面Iについ て一ぜし ておこう .

の くロのM婚

向の以家くロの自然ﾡはシヘ ﾡ入は2タナ。 s く

転入の主なも のは合G でﾡ、入くロの4o%をさめてい々 こ

の 卜 初r設ﾡ家よナ ・ ン$人 があ リ 合t s C 4 ・ こﾡ し

マ 拡は内原月 城 Sラコ , ス眞ノジ*く て・左』的-転出へ

多い. 転士の内ﾡはく活. iﾡが夫Iに , 」<とい: 

も 、が シ、<一%となってる この/向の 索ﾡへ ク 表 

1約は思通 L 左行う こ ごは因短と tても «c くの減

はか に ・の波ク てあ Iノ,サ ル メ 確保 という面かシのXず 対 

も+分方ぬ べさﾡXとなはんろ . 町全体のくロが政少 

し ていぜかっのは. 本町の基確ﾡ業とL ての炭ﾡ人□のﾡ 

加ロ ては < . 業お マ ら く は ジムエ 事奥係の も の tっ たの

てはかろ > か J
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② ﾡ地の減

経営料ﾡに安止の5か た忍表数 < < ア (全力 坂のァア 

名) , 判 L =ﾡ条坂 っoナ ( cズ) </W クぷ < こ . 

- 方 減少 し たX表旗 a a (/2x) 47町みタフセて 

る この地新設ﾡ家今 (画ﾡ/町フタ, 料地の 

ﾡ町地/ 町ゞ及 ム林へ 2町S尽4セノがある . とたがっ 

て全炉と ヒ て はﾡ2よ町 クスヲ セのとﾡとなる ・ 旭mLた 

攻太は «町上のﾡシに多 い ・

以上のよ う は構造をもち ・ かっ崎を示ナ本町ﾡ求み生産 

ﾡ穫知ﾡの生産ﾡは表 フー テにス上スごと<* とイ 

*十物がそハ、て s/ 7方,.2 ス ィズと早越 し マ F リ 本町 

ﾡ業べ水 田と 昭攻 を中とL て神放 さてい2ことを 西n ら 

かにしていろ

(2) 南％ 熱 業 の 展圈

バ 対活可ﾡの史と現え

ﾡ規町ﾡ 楽の2。% が’師由段 で•ルリ,したがって 町Tの 費業 ば 

政 も南行 改にかな リ の 重尽左 おいてい2ミと はいう で t□ 

い ・ ﾡ 冠町 の 商1万 の多< は 新 風御 料枚 場 の 用)也 久,あるいは 

御料林であ ッ た t のそ, 鞍ﾡの支確と ヒ tに解がさh ；. モ 

のであろ ・ 入ﾡは昭和22にはじまリー このス別Bは 

表2ー / フのよう に ユ3〒までに シ◇( フ◇みヘ \ 

ﾡし, 2年まてには$ざア(ククみ) て.へﾡ」発と ビe > 

z いろ

ﾡ2-/& X産額

正物理場 生産京---
に 率

平円 %
ホ 稲 ; ノ*2の○< フ

;• s se s 2 /

之 ん 殺 2クゞ2 *テ

雑 殻 /2・クミク マ. テ

小 豆 ・ 1
大 豆 2sとs フ <.

x ペ 第 / 4,9 S 4 s 2

缶料 / 2 2.$ 0 2>ダ

時甲走物 $フ.ク25 s <

5 、 天 22

ぎ 〜 〜ふ./Sフ ンクe.o
・ ・ ・ -...... . ・*- * * ■ ― * ***。

注) ﾡ冠町選ﾡクダ2よソ引用
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入植制 は満州 用指,ﾡ太将同等外ハらの引げ看。A料枚 

ﾡ当ﾡの小看 . さら 1に止え意米る等てあった. こらの中て 

Pﾡとなったの は森団 ﾡ ( 前 初田合長 ノ と 共に入® した満m1 

からの引あ有であった •

昭和 22-2 7まて大ラ,小豆許ﾡﾡ生産を主林と L ・ 

/ア当 ・4メz ○地をも っ t=が2 フほの令きこ契松と Lて話 

ﾡ登営を目 ざL てし牛の早入べはじま っt-- / の令きは話 

ﾡの方ﾡを決定的に したといわ. 不格的な乳中車 入がはじま 

る. LハL. 中ﾡ入万2委湖しないとﾡてさはいのる 

この期向の生活のつなざ向超で, 二 の画 の現金収入 はハ'ソウ. 

ビート ・ 大豆, ノト豆. 零の画品作目 てあった ・ 前堀ﾡﾡの確立. 

と かも 愛を協の形及べい かにき易で はい 力、は当初 の入用" 6 

/ ク 2 7戸のラ ち ﾡ者 Lたのゲよテ/ナでっ=ミとから + 

今 ラ かゲ えるのであろ ・

同 ﾡ の ﾡ重 は図2一/に系したごヒく. 新冠 川 飛な と及か i 

川流ﾡの二っつ大別でさる ・ 新冠川流意に多 <入ﾡ Lていろ , 

ﾡの主琴な定物は水着 と堀号作物 ( B項> て協意形' 

はこの いブかをとって い ろ ・ 新「冠町ﾡﾡﾡ業のﾡﾡにっいて 

Iは . 怪意等頁である田淵忍下が詳細に報吉さ 番遇そ営の回 

ﾡ点、をﾡらかにしている. (田ﾡ足,「普短南のﾡﾡそ当 

について, ﾡ村ビ都市をむすぶ。/ヂ 4 3 ・ /○)田洲氏は 

そ の報告のヤで, ﾡﾡ町ﾡﾡ地 く新冠町のに一部隣ﾡ「別町 

&ふくむ)の通去« 府 の班況をﾡげ(表2-22 珍探),モ 

= ての 回風尽を悪惑次 の ごと <ボべて い ろ ・

デーっ p特長は, 表2-22 の/ニシれ るよう に営業 ヽ

図2-/ 新「冠町ﾡ位買図

一G7
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表2-22のI 去にアナろ同ﾡ昭思の経営移-ﾡ 表2-2oのI ﾡ 家 こ ﾡ

3 c 3 4 砲

ﾡ ナ

•
力

<災の < 9

—1

/ , 22 : よテ/

; 店 ナ 救の移 クo ラ S ア 2 ? o ： グ= /22

ア当ﾡ業状事ﾡ フタ 2. >, ■
•

当対光面承
*。

<. 今 $ アク:

..x
1 え市か

「←た 下 ! ^ a ; / 6 / J
1

/ <
*

・ ー ハ 1 *一→ ノ $メー 7イ ← o 1 ダ 4
・

< o 3< . 各王文入ﾡア«を ;

・ 〜o2と・

? ん ゝく 上 • 2.1 2 « s s o

「 /oo ・ o /20 /22

• ク9 ? < e7 <4s •

大
ほ ク 7 テ o

/24 27 /グ/ク ノ イ4ク
扎 申 "バ

仔 $48 < o / 44/ クs
ぁ

戸上ﾡ記株 クミフ ./O $2 ダ フ 4 $

頭 円 上 ﾡ え力 /oo / 2 / /4 火 耳： = /◇o

内 乳 w え方 /ぐ2 / 2 ふ / G

当系 ・数 っ

• ■・.f 二— 2 5
一 ..

□ の 流 とその反 面冬営 規族の広大 乙・ある. ﾡ人ロ の派 お

について は過去 ダ画にラ之 ( o%) がﾡ当\ ,ﾡ束

有 もﾡかゲ上除マ Iに政少 し二のダ 回-/.当ソ

・ 7(る. -力料地面ﾡはノア当リ2.A&のノuがらハ

-4年
ゼ 2 騎 考

万7
ア当垣収入 i s

1
* x ; $ss

・ ・

1 項 西上伸び方 : /22 /// /*4 /</ 1 ふタコ/22

4 5 4 < *2 ! « 3

米 目 話 産 3 < ょ。1

別く る度縦ﾡた パと

その他 ○ o 2 / ナる
a 1 ・

& • 計 /22 /2o /2o ノクo■

oス以下 2 2 7 / ? ? •;•■
収 o ～ $2 〜 6 s / S 2 3/

$。 〜 クo / S / ラ J 2 2 s > 各平総教を 

/22 とろ・

1 入 2e万上 夕 0 2 / 2 S

1 計 /22 /ク2 /2o 2

店入た 「ナ当ﾡ s o S < s o
・

残 高 、回上の基移 1 oo 4 / 25 ～ s< ゞター /2

フ. み取だった ものが・ チには ダ2頭と約 ご J %ﾡ加 し 

業収ス入 の 面ても表工のごと<Iに$/ %の伸びを示しマいろ .

L か しﾡﾡすべさ尽は , 子営ﾡ頑の恋大に ともせって ﾡがﾡ

し ミ 普加 しことて, « 回 I-実に 2倍 の 普加ロてあ ろ

発族都『小は/や当 り牛頭数が«m向!ニ ネのボmをせ 

所1恵業の中 に 試リっっ5 る が ﾡ六面 でもﾡ 茶ﾡ収 入の理 

目別ﾡ合は s 7 平度!には部ﾡを活干ではあるがォーバーし

ぷ地広大となら Xて乳中頭数にっいZス今ど ダI-/ア ていろ,
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ﾡ区の支定して いる と足られろﾡ万 収入ク。万上の忘 

は 32-ク軍度!-入って急したしはい之全ﾡ泰の火

Iに通ざナみソ % の戻家は目標に程ﾡい状ﾡであろ

ニう しT-現てのﾡﾡはの土地不足 と ② 耳岳iにﾡﾡ2 

頁属にあ»と し, 田淵氏は 0 の解決は福本的には国 道町 

の政ﾡにまっと して も現状では土地の集約利甲のヅ要性をえ • 

かっそ営の合理化のためﾡ記の実行を前えて い ろ .

商ﾡ協は新冠町ﾡﾡﾡ協ヒ祈栄南ﾡﾡ協の二っあリ . さ 

らに一扱意協と三組合が共梅してそぞれそﾡ事業を営とでい 

ろ.=れら 三組合は融ﾡ金の横還セ ど刺度上の両ﾡがァって 死 

ﾡま合さていはいが 次オ に範合化の 方向に動い ていみ.

2) 太陽ﾡﾡ地の東ﾡ

② 新ﾡ町ﾡ正におけろ太陽南ﾡ地の位置

さ さ Iにロ 2 - /で示 したようつ普冠町ﾡ正は大きくは軒足 

流と厚別川I流ﾡに区分さYu , 宸家户 数,面ﾡも前者s 

い.太ﾡﾡ地は厚別)lの支流央寺)Iの上ホにあって , 母別川 

上ﾡの 聖平団地とせら 乙 マ・新冠町の減ヒ立に位置 し て リ 

太陽団ﾡの入口から厚賀町まで約22 K強の距離にかソ 文: 

ﾡ町まてはさらに海ﾡ通ソ を東に約/ o kの距離にあろ • こ 

のokIに及ぶ空ﾡが, 乳 ) 運ﾡをめ ぐ っ てﾡﾡﾡﾡ 国

性を入<した .

② 大陽所の及所

太陽団地の南営ﾡの浜用左. 前組合長として活躍さたア 

Kﾡの談話のメモにもといて学Iに述べておこう •

太陽団の入ﾡ看はやは リﾡWから 引現者が中〜 . か 

っ z 済川岡拓 か圣限港でも , た ・ 政ﾡ方和2 //日. 

入ﾡﾡのをﾡ隊は当』画有林で、アカジモ . ナラの広系樹の 

大径木が林立 I. ていに現地を親麻し,翌っユ2日にはS

くのたたﾡが小左左社て ・ Hに入ﾡの今をふ、るった . 係 

』て・日当 e円を株ざ. 合い向をてそば い なさびを作 

片した . 入ﾡ老消資生活し共回で活 . 納く / /日に個くに 

今割し r= ・ﾡ型の進及ど共にか散じてなオつ整備 さ れ 2

には全部て ssアが入確L て太ﾡ団の前地とL てのT 

時べてさ上ろ .

= の当時の攻ﾡは食極目給べ主体で全<4ーコ ○X集るめ 

っ tた ・ 主な作物はヒエ .い さ び. ﾡ鈴ﾡ とうしろこし 

て、そらの及当生査置は, ヒェ S- s いなきずゞぬ 

ﾡ然ﾡ2s一。依程度であった- 家歯は殆とどなく<山ム星 

友る ,馬がはじめてX封Xヒ L てﾡ入されたのはコ 2*ﾡ 

で,各アに/頭っﾡ入されたのはﾡﾡ2くであった こ 

こ ては じめて く力南型から ち ﾡに移った -

西模 の を車 ヒなったの はえ細合長 のY氏で. 2フー2s甲 

I二は牛乳が生産さTとが, 乳カン ー ②本を2o Kの更雄年 

ﾡする手段がなかった- Yﾡはセパレー をﾡ入しア 

イスクリー ムを製ﾡU て連般能性を高め ・ 管mボにたL

のIにK氏が在合長Iに就な任するし 当雑設の価格が



ﾡ <生産も十今ったが称不X集を夏い でﾡパをくっべ< . 

衆. 中を垣手 22 頭づつ 野入 ナろ 平計画 と工 Lた ○

S は 2頭を蜂入 し2 には栄狙分 も念めてm地内ての伸 

ﾡ頭数は/。頭に定! t= ・ まTたふ○には査神2干Hて 

集乳所が完京し ・ 32には入型若の中て・ﾡ車のP百 右か払 

現し 南姫地の属とし,往昭はを厚賀の集乳所ま て最 

し .(連賢/升/4円ノ川帰路は消 武物養, 営営本おを座ﾡLた 

ﾡの販死は営mﾡ業バっ たが 昭和 s 年Iに選材べ牛丸 o ス 

取ス体刺を と フ た二とを契内と Lて不二星に販売づるものヒ =っ 

の 元通 ルート が生た ・ 田内 X を数 ク/ア, この うち略ﾡ 至 

営を主とづる意系<2ナて販ﾡだは「非半に今て いろ :う 

しT=販ﾡををめぐる同回ﾡべ起っ-ことも. 一つ)は西合ﾡを主体と 

したﾡ業そ営が次才に拡だL て さたこ とを表わL てい みと理師 

乙きろL ま「た現在あるﾡ南ゆの母体はこ の太陽団地でい 

たごと < , ﾡ1G営想の端を歩く てさ ていろ.

しかし. その道程がいかに困難であったかは. 営状不依 、：、 

めxTﾡをじ選とるいわるﾡ泰が現左 4 フカ(全ナ巡 

クタネ に達して ・るこ とか上も , たこ まての融ﾡの次T 

べ岬らかに物きっ ている. 昭元2う工に み5白入福したが在 

定着 L て い2のは感か$ふア 結局當区不碾の/二 の 2 « 沖かa 

ﾡL てお リ そ のおの入ﾡよ り現在 ? /メニロっ ていろ a】、 

I た 者 は大部みが町外に出て(る ・

上のよ > はi全通をへて ,現存」は礼中イ系頭氷

・ ー方活面ても特別の対球ヒ! てm和さに人

設が設 ナら る な ど次オ に 骁傾さ シしつ っめろ
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では 対 陽回工全味 の営選の実ﾡはいかで み状人にあろ» アろ 

うか.そ のなを昭ﾡ24耳ぎﾡ央語査か ら日月らかに Lよう

対開ﾡﾡの現ﾡ

現在ア数>/や. 専求よ◇ナ(>2る). /種業京2○ア (

2タ%>2ﾡ兼業 /ナ ( 2%> で 選寺/力当 リ メロー.3く, 

内ﾡﾡ従事看数2.テくてあみ. /当リ計ﾡﾡ 大田〜と夕 

畑町よ町4反グセ ,計どs町. 農用建設施票 では さ 舍/.2 棟 ﾡ 

合 ○棟 ,イロe s基が主はもの て, ﾡ1具 て、は京ﾡ書 o.7 

台 . 動力 ﾡ殿求 oシ台, 動カ カッターフ台.ﾡ有条否数は馬

頭乳牛«○頭, となっていろ.

表2-2/ 部门別粗収入
( 位〒円)

_ ﾡ______ 円 ﾡ収入 比• 率

対種収入 « 24 マ

話ﾡ収入 /gS j 2/

_o 也 / ラ

計 sa ア s

X外収入 ; ? フ

合 _ 計 se 7 /22

匙 業餌収入ば/尸 当 リ 平ナ $2STﾡで戻家恒収入の ララる 

コ のX米北収ス入の ち 4 ←本が料和部T1 であ リ 点部は s / 

みてある. ささに引用した新rい町丁ﾡ1全林 の下ヨI は科部丁

z る , 面産部TT レム %だか」. 太岡ﾡがﾡ 干古ﾡ部バ1 »京
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長におい て 遅かっ た と進定さ ろ ・

表2-22 恵 米ﾡ収入別」ナ 坂比革

まﾡ収入 ナ « 比 単

/$～2o 円 / ア Z マ

ク22一 % $

o〜$2 " 2 ? J テ

$2-72 " 2 ? 火 /

フ 2 る上 / 2 / *

計 > / ・ /22

ﾡ業ﾡ収入別方ﾡ比率は表っ2-2のごと< ぐゥ- フo 
・

アが最も多< 次には3o〜よ○万円がふぷみ乙あろ。全意 

条力ﾡの約半分弱がよ2テ円下 , 半分強が* ○万円上とは 

る. 新売全報との較ては Jo万円下 の低所得息ﾡ半 

少せく,またク2ス万円以上っﾡ泰もないから, o万 

スの開き局 , つま リ新爪正の中ﾡT万がジい. ・査時尽、(s

ク河 の前では前渡森の相収入階アは表 2-2ミ の二= 

< 衣化 Lておリ ﾡ手 はがらﾡア分化が→て でい ろ 二 とへ訳、 

められる • 信入会の森高は逆にﾡ児を示といわ/ その知は 

上階ア て 2$- zoテ円 ・ 中ﾡ万/2e - /$○テ円 ,

ては 2o。 方円に反く でいる とい う ・

表2-23 ﾡ業祖収入別数と比

ﾡ ア X業堀収入 ナ ・ 牧 世 率

上
.. (万P)

ク〜ふ。 (ぶa /ゞ2 ) ァ- ・ ^ -<

中 今◇方 .2 s と

下 2◇～2$ 2e 2 s

計画ﾡせ面ﾡは加記交料によろとﾡ $22イ (/ア当ソ 
・ ・

フ &) 小ﾡ ク/イ(。 /イ) て・あろ ・ m1部- 

よろと入植当時の配面ﾡはスS町 (/ $omw方 であっr- 

が, その ﾡ離恵云分の買入+. また送反地区の配令によっ ・ﾡ 

力 , 在は平 ァー / ◇町Tでポ大 /2wハIニゴ こい

料との行 面ﾡで主理tしのは, 木科 74<, 豆項2 な 

ハ ンカ , ヒー ト な どエ ﾡ物 / / 3 名. 梅口キ性•物 s2乙な 

< といってもﾡ料作物のウエイ トが高い. *町地ヒ -般的は作付 

ケ式は/年 /で次のよう は順方を とっていろ・

旦堀→ テ： トコーン →根茶 → え<た ——>收堂院股 - 

牧ﾡ →→デン トコューン

た幅団延の土壌は一報的に次のよ う はﾡ造をもちム灰下の 

福ﾡ 工 の 深ﾡに る利用き てい たら な いと 十分官 主産力 を 雅ﾡ 

Ltい. ﾡ情次熟ヒさYてさていみが,前取による反収は町の 

百標生産重とヒ較して 小豆を除いてまTだ低い設ﾡにあるよう z 

ある.

土地利」用にﾡ してと< Iに土地保全通から注百べさニ とは
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昭えゞのエフ 戸の木密で, ﾡ守川流二あっ十-所ﾡ家方 ゲ 

赤大寸前の状ﾡとなリ,浸水素星も生じ, 田畑フ～&町歩が流 

失したこ とである ・ 混在のﾡ寺川は水者時のﾡ地を流て いる 

= れ て式べTたよう な入種ﾡの中では。保全の考えなビー 

計画/=入ろ余地けなく, 専ら旅ﾡ的にX料が行Pれていた 大 

豆 ・小豆はど市作物生産を主としてい/=時は 大の»と

畑I 二/すぐ火 程寅の木 がでさ表土べ若し<流亡しT という 

したべって地力低下 長点、 みう=ロリ・ X のや及 \ 

に 仙 の厶酸4 世I 丁次オ に収草力ヒし , いみグリー ンベル トをっ 

<って土 全 るようになった

( 週別、営想の実慫

南砲該ﾡの茂票 品 スたy 上・中 卞 の a 隨月力、ら 遠な した.

A・B Cの方の個 5 3さの<.年. 温 査 した結県 を示 とい

< 員;:MY .；Z、型'「分和 荘 *运なか,7ニ,べ,序口

ゼ弟 の は 」か、Iこな、

一 77-

/) ﾡﾡの基 確

は"めにる丞さ石の -&24-e -イcaCe2sと とそ営最こを 

べてお< ・

Aﾡく とふキ»「は田和コ/ミ平。内原こk来所Iに入所Tし渡面 L, 商 

ﾡに従事し,和2○引橘, ユ2ﾡ入ﾡLよ杯ﾡLながら 

前 した大 院田世生之 1反2 の人てある ・ H和 24にはﾡ以ポ査 

に合格して い ろ

牛導入は古<.J和2$Iに政府浜金る家入 u , ミ坪には 

卜頭に増加させ,M向シ頭無南c たがゞフには皮フ』チ 

S. 計/ 頭に巡mし. 現在京ﾡ ・々 ・ま計夕m=はって(1る 

A\は 旅ベ は< 天ャナ の営 て . 天琴が向 フ ・LIつ渋 装 

に催事し. ごの平同ﾡ』日坂はよテS日I"さ. =の田祉 

期 と IX種川に言「→○へのﾡ用ウル な入マ いた な屋も 本型業 L 

X々ﾡ震L ていろそﾡてあと

旦氏も A 氏 とロ 係に尚 柄 ク引 橋老 と,B下夫受と浜ツ ・ 兄 

位位校生,とふ人で入植した . 入オ時の記分画ﾡ25町で 自で 

作物と大小豆*商作物こ っ<リ .-冬明 は礴木方#" _従事 し 

こ 現金収入 と得た ・ ← ほに初 木工 審次行 bh, べ蔵すてヌづ 

ろよう は北ゲ可白 さ, 昭和 <Iに太田«尽歩ができ tg 

和3?坪には/町. ま た援近侬怎 した人 の哀だ/ 町］ の域 反かち っ 

て ・ 児在 え $町の至当主地を も , ﾡ中 の早入はに教的おと <i 

羽コフに/顕ﾡ入し. おゞに2頭, 34年索守入し在は 

/頭をするまるに型っ ・ナイ ロに切込む束は共戸が。

白 条労ﾡ ( 天表)ので・で営 Lておリ 耳商竹日扱は ←xo日
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と進算さろ .

e氏は北足ﾡ好で車際から帰ろとﾡぐ,I和ユユ王に入ﾡし 

/く乙前室し 27年に結ﾡしてい» 入確し-に宅地ﾡ近を 

請室し 次に道落端の統燥を前ﾡL, 水ﾡ工が完放し十-昭羽 

コ3Iに ば現在.の畑旭 IN 略而先. した. 昭元2フー 5千に 

太したゲ初がな<, s歩が未空地ヒしてﾡっていろ-昭和 

2く呼に牛を入れ, ゞ«には"国ヒ増m L t= がﾡ 故 の tev 2 

索死亡こ し, ﾡ左は S 頭颂行 している. 条族ﾡな人頁は ク人とみい 

が,病近の父が万リ農業全営ほ夫恚の常物のみで,里向農太行门 

日枚はs22 日と推章さ K , = の他ﾡ期にはくの畑ボにそ 

営主が商向 se 日程出役L ていろ。

こ れら櫥別農家:の至當の基城は族ュー っ〜の通リ であろ .

本 ユー2 福別ﾡ求登営の基ﾡ

A B e
/ろァ 未ﾡ

夕
ユ

ノど〜<o / 2
“―」

/

/2ネ 未ﾡ 2 ・

構 /4-4o / / /

</一 /

及 計 2 - ク

め < テ* *4* • 韓*番科著番*卒 ▼マ***"
2
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A B C

2 o スス •2 フ

※a & 二 3 / ・ 3

物た ﾡ
I .

花盗 合 ぷ o / $ 板 小 交

起|サ イ ロ
/ /

. _ __I

勤ﾡ / / /

入睨 毂 感 /

1
か ル チベーー ) ' •

配料旅布ス /

ﾡツター / / /

テ ンダ、一 ハ
共

モ ア / ,
方

具し-キ /

馬 車 / /

- で)
京系中 お条牛
りま牛 父 /

: 馬 / /

a 羊 /
a ・ロ;
I-わっとソ ダ

ﾡ ・ : ○ J 2 s s

畑 ><.o

. 計 s-ふo soe ダo



一 80-

22. 2o _cク3

A B C

所「用 材 / 2 $

石 1示 炭 s 6 < ○ /2

ェﾡ 計____ -....--_ ____ A ^ o // $

放 牧 世 / o
-------

m末 製 地 /◇2 S. o

預ﾡ 点r 地 o 3
1へ

¥ 宅そ
[ 常工________________

3 o 3. S

2) 恒別ﾡの土光利用

所有 逆重程はA - e -プ"一 c-e"ずョ

リ ・ その土題目列面でヒ率は表2-2Sのよシに, Aは 

ゲ/みて3全啓の中てﾡもう<. また全然末利用をもた 

• 土こ左生産的に利用 していろのが特長でめる ・ 村北付率は 

市ﾡ$さて高<, 大ラ 小豆の商品作ﾡはユフ考, ﾡは/ 

みになる-

日は頭ﾡ/頭 (京乳し中 ? ケ中 «)と 3そ当の中て1 

と も ﾡ営 ベ常属 山 ていストけに畑 s o るが2 <作 付部て I 

料作物がフテにも反く ていろ . 建のにめ末利所地が全上 

/ﾡ」張しある ・

c 姿宮は個ﾡ地で政料不iのtに v ム林と Lて所有 l. い 

が2のニもア び ヨ た 湿地 のと め の末 H用ゲ〜- N 7 あ 

末ビ団X4アみにつざはい 注付こ 六 ・小・ 

なI二牧ﾡ 5。な あル は百名 の稲ス さ z I•ド

等て-ある ,

うそ営の土地利甲のﾡを枚式に示ナと図2 一う・ ", $の 
よ ラになる.

木 /ーお ﾡ目別土地面 ﾡ比率

A B

e %X* / 产

15 よ2 /

u * / →女

放 牧 地() /

木堂地 /々 ハ

貸 4

と 地 J 々 j

さ+ /の /◇グ /一
------- ・------

表 又 〜xど 耕井 、 ホ ヤ 率

A

------------------------------------------ -
C

卷
な % る

ﾡ / ・ ^ /*

大 / 〜 一

小 z / ◇ / s l i
ﾡ 鈴

1 
々

ビ ば

とうさ « <

デ>トコー - ン 2ダ →P

P <s e

え c *

掛 ス
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N E2一 A氏の土利甲ﾡ式団

(¥H工 )
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図2- B氏の土地利用式図

イ

1 ﾡ



図2一$ Cﾡの主地利用浜式函

質方

小豆 の

水 旧、 s

ﾡ地 2.の

卒 ユさ

枚 $.o
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3) 堀別ﾡ条のﾡ条そ済

ﾡ別度※の昭和3ふのX泰そ有 と現金収支 を請京ナみと表2 

一2フ の通') で・あ ろ ,

・
選業ﾡ収益はA=/2/$万円, B=Sフ7.«万戸, C=なジ2 

万戸であり, ﾡ株そ各的委営賀 ○ﾡ財ﾡ+支ム、気十る営政ﾡﾡ 

税公課+結入資本利十地代> と年賦橫還を加 之たも のを差引い 

たﾡﾡ所ﾡはA =フダ2万円, B=よ〜よ万円, C-/Ssス円 

とセリ. それにﾡ卜収ス入を加えた息刻前得は, ﾡ外収入のあ2C 

ドけが酒加 し, ごー/ 身.* 万 円 とな る.

ﾡ業所得から 営ﾡﾡﾡA -/4 2万F, B 一«5○万円 .

C =タ$万円を差引<と ・ ﾡ条子斉余製は4 =$テ ○万円 ・

B ー <.S万円 , C-4/e 7万円 とセ . A • BはXだがくは 

未 字になろ ・

現金 の収支氏況は,A・ Bヒともにﾡﾡ収入の止ﾡが高いべ

A • Bはどくに督産部T1がナぐれでおソ,く登皆の最ﾡ部の立 

おおくれが目立つ。砌 曲 破却 を 岩 感 L ないで. ともか</ の 

現金収支r生ると,A ・ Bは寺にはっていろが,Cは赤字 

てある. cでは現金収入額の少ないことも事実が。ロ<ヒいフ 

て も滅金が/2 ラ万ロにも尺くていろこ と大 ミ <影響 してい 

- る .
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表 ユ-27 個回別」遺泰のﾡ家子済と全収支

- A B C

計

s< フ.220

4 〜572o

/ク/$夕○c

22.2oo

4*o0o o

S2200

22タラ o 2

/<○022

② 2.ミ o 2

き族登営的を営哲

ヽ！ 階 帙一還

2 $5. 44テ

/K*。 o

2s$$4 ラ

«ジ.2oo

/««$oo

/2ラ /2 %

X業資4 2ィ2. 3 6 2 $*$.6ミ/ /$ぷ474

意 _ 沛 年 一 — oooo

ﾡ 家 m 4 2«2.S52 $xS<3/ /ssx 7 4
・

生 可 竺 - < 2.022 女タク,ククク 22$s2o

$so. 今32 4cg 3 / A/eフ./2 «

(死金収支)
--一..—

A C

2クフ,222 S 222 24.$2e
現

s 産 6S.2oo と o. ○22 /40220
金

・小 計> 夕2$2 22 ク SC 22o 2 $< $2o

: 消外収入

、c 合 計) ク2 $.ラ2o ク$222

の2のの

ょとよo。 i
•--.

現
農業受者黄 / >222 /<$,22o s～ 22o

金 

支 /.22 ダ 2o /2タ /2<h
本計貴 22.222 42222 /ノ2のみ◇2

3I 残 << ・/47222 A ダ<22

(分方盾入金残高 oo.22o テ7◇202 222 222」
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ゴろ . 表

(% 南池における土北利用のそ済性

商光の士地利用のる済性をと り ある場合, ﾡ別冬六の及界 

からのxるこ とは. 同ﾡ道踏そのﾡ設へのﾡを方えとさ 

十分でuい= とはﾡらかてあろが, 南E全ﾡの基済効果を同爆と 

ナろには, 時回イ介入 と入ﾡの 至有的水反 初県のE 之方 Iに 避 マ の 

向ﾡべイ介伝ナ 2ため 複雄に ろのて ミこ ては= u ま マス て .、r 
娼別圣営を模介ヒ して,そミ ての土刊用の生産効果をスみミと

にる

もちろと, ﾡ記調= も と< ﾡ坂し計算てはもいの と,土 に 

ﾡ佳を検割づ る - つのめどをつけみ寿味でﾡげろこ と をおm 

L て おきたい.

表2一 2ぷに示したごと<. 料地反当農米ﾡ益は。A-/フ4 

〒円,B=/。ワテ円 C=〜2←千円ヒり. ﾡ地尽当営求円 

保は A - / 2. シ 千円 ・B- <.5〒円 , c 一3.5キ日 とは. 2 っ 

の指本と シAがさわだっ て高くtフていス -地反 当諾収おは 

主末用のﾡ済性を示づ有 は指裸てあ リ 土世空営久全泊 •仲里 

晴である こ と W主謳ナる場合の根嫌ともな 2 - 一つの土せ可用な 

式ゲ 全 高が にか立するにめには, 土 «収基べ子な のろこビは 

ヅ愛示件牛であ とごIに土地利ﾡが競合づろ場場合にIはp今さハは

げならはい とミろて, =の場合にはA Bはともに子て» 
マイrス

◇が Cは一 の個 左示しそいみこ 光条件井の ﾡさとくI ウ 円 

左 皆農 の立ち お < 祈べこ コ し 7-結県に はっT-しの とお え5 ハ 

る ;

ユ2一28 土地生産性

A B C
こここここs〜デ

<～2 ラ o *っ. テ

Lゲ 型 " $s.o So.o 女/.2

生
+地反当ﾡポ振製 <.4$< み.427 s/夕8

産

性

系地当 ・ ク 4 /◇ラ2& cダ

土北及当 ﾡ 業 内得 /2ノ7テ

花

飛

科地反当 ～ /2.タ。 2 .522 シ&72
ペr

土光反当 土地ﾡ収公 火32< ～3o/ △ ダ«ダ

L ﾡ反当 ・ /.火ふo △ 3, ノ カム

注/ 立地社ヒ収益ﾡ土の合の自条労筑は.えﾡ甲ﾡ金さ22H

をいたっ

一報に有高ﾡ業全宮は主全き型時と主部加山床ホﾡ合全営型京の 

二っがあり. 主き至営型ﾡにおいてはﾡ本ﾡ備率が高<1ろほビ, 

ス益も高 <はる ・ Lたがって , 今方 ・ B の ﾡ二が期 さ, その 

ﾡ味 てはcの 営意の雄立次望 まろのてある ・

ﾡ例的3全営を北海道一報の士産性とたすナるにめﾡ5そ 

商査 ( /グム/耳)にモ ヒナ< 助世反 当恵求祖収振およ び所T保 

を示と表2- 2クの通りて, 同U土地規不をしっそピ比較L 

てﾡ業ﾡ収益はAだけが高< B・ Cともいナもﾡくはってい 

る.ﾡﾡ所得はAが北ﾡﾡの平よりﾡくぶっていろが, B c 

は と も に4 い, した が て A たけは北亜毎 年尚 M 上 の土 生産佳 

をﾡげているが. E・ こ は低生産性段曲1 ニ ある こ ヒべ明らか とな
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る オふ章 地城林ﾡのﾡ造

上 の分は雨ﾡ渋業の土ﾡ生産性を示したしので, 主歯全西 

の○土A所のそ性を検言るま 乙に到っ ていない. 主を旨の

利ﾡ は主ビ L マ缶料生ﾡを通! て 行われるのてあるから , 飼 

料生ﾡのそﾡ性が追ボさなけばなら ない が本稀てはそこ ま て、 

論及 マさ なかっ と .

表2一2ク 北海道Iにおる規ﾡ別ﾡ家ﾡ光反当ﾡ業収ﾡ反び所件

規 ﾡ ( 2 町末活 2 - 3

-----------

一 -

科 光面項(町) へ2 ユ2 ^

ﾡ業ﾡ収年
対地及当く

農噪所得円

テoジ/S

S222

so.s3ラ

/2,8/2

2シ*?ダ

2.$2ク

規 ﾡ (ED $-フ ?一/2 。M上

納 地 面 ﾡ (P ・ よケ7 s.2ラ /3oo
•

封地反当

※業坂収を

.夏展所肉円

/ ククジ3

22

/Ssテ

N $2 2

/2フ<

<ユ2ラ

/ 林野内有の太

林野面積に ﾡナス 数恒は統計に よリ若活千頁むっておッ. 町対覧 

(昭う$) て は山本総面ﾡ $/2 o イへ , (固有林～ssララ, 

公有杯 $4?・ R有杯 /s22)てあリ 今3町務要ﾡては縦 

み林面ﾡ クラテ72<a・ (函有 2. ミ>ラ →こ 公右よ>3と ん 

戻有 /2ジ* は) とむって いス・ 本ﾡては /ク42平 世京息林業 

センサス にも といて林野有ﾡ造をﾡらかIニコ る .

政Iに光ﾡ金ﾡの森林ﾡ造をスると。左倒的にイク シナナ 

ラ・シワ等を主とナろな乗ﾡかい. (林野面ﾡのよど) 

t乗ﾡは全林北の ス <ダ理凄 z. そクうち ・オはカラマツを王体 

としその地ト ドマ", スト ローブ松の人エマあろべ。 。は 

エゾ ト ドの天べ林である ・ ﾡのﾡナに未立木地内 の採車・ ﾡ

地 と 原野 の探草放牧世の 合き計は , ss o- («/ズゝマ»る 

(表夕- /系短)

ミうL -林野の 内有主体別市ﾡは. 表夕-2 ○通 り で. 回石 o 

に重が圧A的=ほい ナロわち林野面ﾡの クタノみ, 森、休面ﾡみ 

夕つ3ﾡにも ばる • 公右林は著ﾡ町右林と有休て. み野ﾡﾡ、o 

/ /ダを5め 私石は2ふﾡにすざはい 北窃道全体で •国資林 

は林野面ﾡの « $ み年 ・ て 内T有ﾡ堂 の大さ は特きと七っ てい今ム

冠町T 乙本ﾡ宿 休る う割Iを日めて情ﾡ&ーア強めて い2

名主体所相*っ立地前垣は図ター /に示Lたごと< 私、有株 

と 公石林はと もつ新r川I と及別川の流ﾡて. L かも大平ボにい 

交 通 立 系件 食い止 -立し. 国街林は主に典址Iこ立Lて お
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表 -/ ﾡ福別野面ﾡ

---------____ . |面 願 ポ

総 林・野 面 ﾡ xの5o>
[ 1 1

ss

A 2

o ク

s<.o

(く 工林
樹 M1

天 ベ林
林

(ベ エ不
じ L

天ベ林

2.$テラ

ク。4

<ク/

. う22<

林

特殊樹赤

人工杯跡ﾡ

/2← e 3

(採単放 牧 
未立木地|

そ の

ノo

$ ラ

ク 2

～ 2

原 孫ﾡ牧光

そ o 地

/722 

と

. ク

表 -2 所有別林野面恐

7
ﾡ野画ﾡ 回ﾡ 本本 面本 用比率 ス□林*.... .......................

益 4.3o 2 / 2 7 2 今a/ /22
-----------

画 有 $◇フ o クタ./ $2<← 今ユ3

公 有 //・ / «.222 //. s s

私 有 ッ ジ ﾡ タ テ 2.</S ◇. / s s

区 3-/

ナ 有 別 林 •世 図

ー ジ5一

国有林

』

県 右 林

有 林私

X
林

ク/

缉

/バ・
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)・ 新冠.川 と厚別!川 の両河 I川lに二は さ ま に中央部の一ﾡべﾡ岸 まて-
ﾡゞ一 林野生産数量

持 していろ.

2 林家生産のﾡ様

/ て.「= =とさ杯野 をもっ 本町林案 の生産の ﾡ様を ( 林 茶生 室 

物教垂 ( 休産業につい てﾡ単にべてお <,

業生産物故整

?< ○耳世系農林業センサスにもとき 本町の林野生産物はま 

表ゞ一の通りてあろ. 系材生産は系ﾡ生産ボ? (素生産の人 

/, 素材生産と製材米く)によって行わ, その生ﾡ置は企生起 

ﾡの >テそにはり この用金別ﾡﾡ止を々スと材 <<み,サ木 

22みベ発 <バルプ. 合坂, 硫太ﾡはそぞ/○みム下て 

»ろ 本炭生産は企業製決者 <. x3がいる世帯氷/ 2(内費ﾡ 

?. 来業4て生産が行わ, その生き曲ま つフ干腋,新は販差 

雨をふく め)て約〜 4 千ア科 パ にな ろ ・

(2) 林産業

町内には現任製材工場1は2工場あって。 二うち2工場は昭 稲 

/*平浜認立さ. の←工のいナも戦方設さたもで 

夕ろ 二 にら エ% の馬力故蜕横別エ場 I H表 s - ダの通 リて,全に 

朱は 2イベとり製材工は町内ﾡ甲産業と Lて宝塚いi 1 

とてっ ていス

注/ /夕0世界模村ﾡセンサスによみ

• 産

• MB 番義幸金 季▼季季。報でィ系-を業基*金幸や幸業キ 

種ﾡ 生産番
;__ _ ______ _____  ___ 1 比 至

茶 材生起量

「 ー ー ーー --T T - 「 「 1 *
xs.ク« っぱ

～ S (/22

用 「ﾡ 材 . ( < &

a パ ル フ・ ( s)

引 合 単 ﾡ ^ ( 4 )

救 咏 木 用 j (22

丸 太
・

マ の 地 ;- ---------- .----- i 2
木

炭 (販を用 ) 2>.22 9壊 (.222 ) i
1

(販売再) $4 フ$アﾡ( $44 ド)

包次用 その他ﾡ炭 2224 ・ ( 22c& ッ 1 1
案 ぶ «ク*« ?

計 新炭材 ノ 2 フアカ ・ 一'

計 $&sテ ・
。。

2) ( > は系材ﾡﾡﾡ
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総馬力 数は 3$フ2HP. 同の扉木消浜ほ的 3$,2o2nc 

と支さろ ・ 主と L て針ﾡ樹を製材し一般進材生産を王ヒろ 

工場2. 広乗ﾡを主とし一ﾡ製林の床板, インチ材製材の 

生産生至と ブ々工場« ミ た 主産量 は 僅力ヽ に‘か枕木専门エ ぢ/か 

あろ • 地乙内製材工場るの原木泊ﾡ量のう5ﾡと o%はナラ ・カ 

ッラ・シナ・イラヤ・ヌカバ・セ ンﾡのな茶樹て yリ, 約40% 

ゲエゾ トド。 針 素樹て p ろ .

s.ee ど の原木消養壁の う ち区内生産がどの位て, 地区 

外ハらとの位入荷ナるかはﾡらかてない , た だ町内生産ﾡは 

/タ< ○欲計て素材 S、フ4« w ・.もし3タヨ も回ﾡ 

な生産があ っ「=とナろて らばをさ上は約/ 万 w ゲ町外に移さ

T-ものと定さス・部内. 屋賀. 口1別にそぞ製材エが 

あっ て原木を消ﾡL て い ろから当総そら工あにも移法さ てい 

ろ こ とiはtいうまてもない. と<Iにﾡﾡ町内の回有杯は厚賀皆杯選 

とﾡﾡ営林署ﾡ轄に分れで お ッ ﾡ鎖営林活査内には製#工場が 

ダエ場 (/ク$HP ) pリ. 野商原不消貨量は約 / ・〒?いと花 

さ ろだIにかはリ の量がさ ら工場て消資さ ていa ヒAP

ヒニろて林、業的土刊用をや定ナる一 っのネ片ときえら ろ 

ﾡエ ﾡは どの よ う な条件 の 中 でっ<ら r/ てあろうか ミの点 

については町内て古く創立さ. かっ大足ﾡに活動! ていろI会 

材のﾡﾡがょくﾡﾡっ て いろように思わ2 ・ I 媒材は止海面 ・ 

有名な大起ﾡ木材会社工木材の /エルてみるが,Sﾡ材べもとm 

有 L小こﾡにええ希号の連材「左紫材L ていたもの を』ﾡ / ・t 

にﾡ入 L「-しのてある。当時I 不ォ は枚業を宮 / 2ﾡ材E 

ﾡ宣用材と ヒ てﾡ内から海干 ひ上荷し ていた 大平洋\車の 

里 野 制 の中で. こみ ス ・ 木ネ H材とL て 根球さ> 久ていた 

? て あろ • 当けは主 Tご向Pポ K ァがあ ったから そ 契か 少天ベ 

生べ生産されて\た-のて功ろう, E甲「とLて出荷さY= I- 

2 等 材オ以ット のﾡ材 の文王 Iに困リ,その 又理 のにめには じッた の べ 

I工場の土 ﾡで あった-. そ が戦ﾡ み 忠水 ベ木材 馬恐のﾡ/u E ﾡ 

ﾡとして ・ 肥Eﾡ2"工Iに訳ﾡもﾡL <ﾡ型古されr- うてお々. 昭 

元2«耳にIは地ﾡ内にI工湯トニも /工あが型設され. 昭示 

2←に/ 工場. 昭和2ラに/工場湯 ・昭ネu $ﾡに/工場べそ 

れ ぞれ設さ r ・ 町T全体と L て は丁在の フ エ場 ゞ$フHPという 

製林ﾡもも っに到!ったのてある

触材工働以ハの林産工東と して はチ ッ 7 •エ 濃バ中 内に エ湯あ 

ろ そのラち3 工場は さミに なずた製材工場の 系営 てあッ, /エ 

場はチッフ"「エラてあ る ぞの京木泊ﾡﾡよよ び生産武はB日ち 

かてない:

S 荃莒主体別林兼圣営の範延

= ミ ては林業生ﾡのﾡいまであるそ営主体別にぞの本革冬怪のﾡ

ﾡこべるス, • . . .

(/) 私石林木

私有林は本町ﾡﾡ面ﾡのる &./2. 2.<$ イa 乙.. ﾡ村店

辺に立していろ く工杯率よsZ,その面独/よ7イ4て恐 

種はカラマンが主て一部にスさ, トドマ, 卜-ヒストロープ

松小画ﾡ極赦されたて いろ. 残リる/2o。 -イ_の大杏分ホイ y
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,シナ,ナラ. カシワ等を主休ヒる天ﾡ生広乗ﾡ「の二次杯て 

あろ ・

私有林の有状ﾡをﾡ記ﾡﾡかやみるヒ表一よ通りて, バ 

町未油 テジ方 ・ ノ.<ネ) ・ / ～ 町 シ*フ方 (クタ./マ)て結 

局←町未活のﾡ細局全の約お割を占めていろ .

森林合はﾡTﾡ町JIに p フ て組合項 4 < sる , r駅面ﾡ $,2os

・ -イは, ズは当リ←円 /ベ当リ 2○○円の貼課会を微して ,T 
部常務理事 ,技術長. 事務項を中にとて宿報事束 ,頃を, 意乱 

利用 ・ 全階事ﾡを営くでおリ , s年ﾡの益計画によると収品 

今27万円. ﾡ用と/ラ円, 事業総利基/クグラロとﾡってい

と 三 ろて著ﾡ町の私相ﾡの性磁を塚約れず ② ﾡ有ﾡ造は極 

め て ﾡ細的林地所有で あ2が②② 回 有 . 公 有林にLて 涙も く 

エ林卒が高 < , 造林ﾡ動証区である点をﾡてさ ろ・ しかLな

ら ・ ニれらく工率の高さは主にﾡ存ﾡ泰のﾡ本役下にしと 

くものて. 本町ﾡﾡべﾡ地を主体と L た本造 左も っていろ 尽か 

少て, 私有林べいわ叩るX泰林茶として南ﾡﾡ素の中て形成 

ろかどうかは ・ ※多の向題を もてい ろように芝えら み さ 

の一つは, 函ﾡを主とし-そ営の中て.. いわけるﾡﾡ林全営と! 

う複合形ﾡ、をもつ土利甲が, 可能ど>かといシ回想てあろ 

こうした向ﾡをもちはがらも . ﾡ業委営のな定のため 風；" 

普の 一ﾡとL て関泰殊ﾡの形ﾡゲ琴と L, 森林御合はなの ・ 

うな索を行っていろ ,ﾡ末のﾡ業所得の2制を林来所得に」a 

こ と ゲ望 まし<. その/ため ノア 当リ〜 $m の林茶的土 也 川 ぷゝ 

期待 Lzい ろ, こ のr w. 短依収ヌ入を うスな菜樹と じz 0 こ

-1○1-

表3- 株未有山ム林外画ﾡ広鉄別林永状

規.
ド ・--..「

上
*• * ** T®* *・” ・■・ ・ 

室 L
・

-

・*--*****®*

2 / 2 o
!

/ - ジ及 ク .← ;1
、

G - s 2 / グ / s. 6

一 /町 s, 
! 1

/ 一 3 *$ ・° 1 7・

一 S /42 6. レ

-/2 s。
・ 7 / ～ ダ

/ C -2o -2 / s.火 )

火 ノ

4 o -$o • s ◇. S ;
1 2. o

s o ～/2o / e. 2
/ぐP -2o○ 2

?1 ' p
•

、！:
--- I

注) / ノク今◇せ界ﾡ林ﾡセンサス 

u本別ﾡさ哀による

ラカバ($4 て・ヌﾡ ・ パル7林オ) ② コバャ マハン/さ 

( 短期に もよく主た2よゝ上てモよい, ハー ドホー ドそのみ他 

林産求の原林料に適ろ) G イハンーノキ ②官ボフラ c 

/2- /$軍ﾡ,本町は王子製紙と栽店契約モ結び1和フー

3タに/ラ<e ○本をﾡ表した ②特用樹と して 甘東(中重 

柔) 等をあげておリ Z 4素樹ては ②nラマッ② トドマツ 

© ストロー フ・公・ バンーフス松の造林を効めてい ろ ・ ミ らi+ 

の並休を 大チナ » た め乏託造林才 式を 提唱 L町当后 の理評 左ホめ

\
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ていろ・

• 聖和 35における垣杯実るは 火〜ィイ こ のうち針示店 

クタィ(カラマツィクテイ・ トドマソ222ズ マの他) 立ﾡ 

ﾡ 22ダ (シラカバ22/え その)てあろ 二 o不 プラベ 

/～.2e e本種さ れて い ろ .

私有杯の生ﾡﾡは明らか、でない .

(2) 公有杯

公有林の内訳は役場浜料による と文の通リ 乙ある ,

新「恐 町 BU 有 林 之S3 2

静 内 町 〃 2o«

道 有 林 / / s$ Ze

そ の
•

他 /みテ
◆

計 C 4 /短

二 っ公有林の主体は新冠町町有林であろので- 町有殊の索寿 

をべ 2 ・ 町有林は昭ﾡ 2 $平新ﾡ御料卜杯牧場の ム林 2,$27 な 

を 取得 し=ものと,ない で・昭8和］ 2フに 自作 遺創設特別宿 ﾡ 法;: 

よ” 山林//“ムメ久を 取俱してつ くら八たもの て., あ ろ BB五

/ 未ﾡ地買収マの対験 ヒさ hて いT-町右林/ クィイ う林

のう ち //5$ イa 左道立戸ﾡ更予定地と L て道/に売却したの 

が 現左の有林であ り , ﾡは評地と L て 売込 ていa .

形ﾡ別現えは表 s-2 ○i通 ッ で, 大部分が町 の直当の形ﾡを と 

リ 約半分が士砂射鬼,土i流出所備林ビしてﾡ限林とせってい 

ス

表 3-4 形ﾡ万ﾡ 足 表
( 単 位エ そ )

一 103 一

\

二、

• ••• ﾡ番を番令幸番零ﾡ*を番番ﾡ場零。 ••• •

立

F季マ零番導番ﾡで|琴や誌番琴>零科季幸番で令帝事帝琴科番|霧零希番季 零 Ma
木

1 字帝で平®今で 評でママママ®マママ * 評を。番パ。番 T ・事マャマ • ﾡ 帝キ

限 赤 者 唯一 杯 計

範/林 e. 4s / Q 42ツ 2.ア75 2 7

寰村坏 ・«<2 < . S 2

計--- -
<←e es /. s 2.3/ .2*ニ. s夕

\
------ j

___ 思 江 不 也
«. 計
------- 1\ ; 天立木亡 I 造林風ﾡ地 バ、 計

亘 当 本 ノ W っ.oc >$5 ユァっ.3よ 2°二

嵯 バ 杯 • ■
1
I 2 Pe 22

計 2,.24 っ.<s ラ></! っタ.バS »3>.24

宮旅のﾡ源ﾡ成は表うー フに示し たごとく へエ林面稿 

22/a/ ズ〜で・全T有林外のﾡかくる.よろて、- しかも植幸したのは 

s/ ﾡでい も カ ラ マツを主と ゃ幼令林である ・ 天が休 

は全面ﾡの 夕32名乙大ﾡ分を占め , そ 語預ト ドマ を と

ォ針ﾡ樹 s.ダダ2ッだ て 全基項 のユタ%. 大 部は イタマ, ナ 

ラ・ カバ等の広葉ﾡで、あろ

町有不はニ ま てﾡくIにされ ・ そ の収ヌ基は大さS町日に 

武WL てさたこ とは, 林業ﾡ係系決算額を卜ばﾡらかとなろ ジ

・iP ち 昭和 s / 度 の 査立木完ムイ ラ52キH 2 耳渡

/〜$*/千円 33/ク/フクキ円. ぶ ケ 耳 平均 て, 

ユ/マタ○キHであリ, 一方進林 ・案哲そ の支ょ合爆は昭和

//グ3キ円, 2シンラフ千円. ダフ«シロ,
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S カ 平 ◇26 干円てアろか>ﾡ引う いビさて2く。。2T円 

少ないとさて/oc。◇千円. 平/2222〒R 町以政に 組 

入 二 T 力 て- る ・

T和 m / ﾡの委営き計画ては , ﾡ回1中の収孫面モ/2 / ラ 

メん. 回材ﾡ2〜*フ/?パ (内訳 ～= xv〜w , 

2〜.←?/ をず定 していろ-

一方林はよTに とs< イへ を計画 してい ろが テ軍ァ 

日 現在 でく エ遊杯地 2$。 イ そ P っ Tたか、ら IL t ま計画.活 , 

二は並攻してい ないよう であみ ・ その改認の一つ. ﾡ当ﾡによ 

ろヒ労務事ﾡて,き計画.に除! てはたた都落の内を主体と L政 

茶には隣ﾡ町本「の労イィに依存ナ2は ずてP ったが定りた 

雨でさい状ﾡてある ・町有杯がとっ てい み造林保育 実行轶準の 

西木型と労ﾡ入量は表ミー sの通りで, ゞ4年ﾡ定の総王書

ラマツ<22キロ・ シラカバ < S千円 てあった . 苫木バ 労 

賃の健上リ を加ロ味る ヒT在は両右とも /2万ロー ノュァロにな 

ろ- ] ^

() 国有林

/) 新冠町•回有林の圧史. —— 昼銀営茶君 -

町内にあろ国有本は う$〒ー ・ 合林野面預の 7プ% を占め

(前記貸甜), さの管理は二つに分れていろ. r冠いI上流には 

ょに評内 営林選よリ 今独工 L たﾡ店 さ林署 の FTﾡすろ 

< <3ライ <； 聲内 僅林署诰内腰専)があ リ,ーカ別川流 

上元には。「7別町に戸在る ノ2有杯も 皆理して い る厚頃営



106 -

表-& 造林保育行標表

- ---
---______ 力_ラマッ シラカバ

型

・**-*--**----*-*----------マ*番**-**----ママ-----ママ*マ**ででで*や
苗 不(本)

ヒ 府

. 額 付

20◇本

ベ

/ 2

3.2co

s ダ

/ 2

神

型

(補 種 百 (本)

I 恐 r

<◇o ◇o2

-I

保

夷

下 メuオノ2回 
・

～ オ2 年/回

～ オ3/ロ

つる切 4午日

、除 え <回

2 o

/ ○

/ 2

/

s

^ 1
/回 /ク

/ o 

。

・ ・

計
協木 .422本

の型 クィ^

<22本

林ﾡの竹管すろ /2.22$イ& (写ﾡ営林署客内城理)があ? 

本ﾡては及別1流をﾡヒる のて 厚賃営林ﾡに爆局 

» て稀をすめる •

無 復営林酒 の あ史は比較的新しく 昭和/ フ耳/日 当時新 

冠村前れ左の ﾡ内塩所音の御料林 4,2。4 を音理委管 J ：- 

E め ・ 現在地『1別町昼ﾡに帝室杯野局幌支局 , 厚賀出張所か 

町認さYた ・

そクﾡ, 昭22年$月林区統一によソ ・ 御林および内称 

A答(北海道主修)国有林は, 黑林省移喩とな リ .*幌区林、

-107 一

• ﾡがﾡで= t. 厚賀営杯ﾡヒア硫さ て現ﾡに到っ ている な 

お二のと宝, 御料林の卜に当時口1別所T石の旧国有杯 ラ.o/2 

イ バ加ロえニ K , ホT管面ﾡは 2s/ 2 イ とっった ,

ﾡ和 2 2 ﾡ以Tはﾡ地改達, 国有林野整備搭玉法によ 2 評が 

ﾡに り管理画残は戒L ( = の蘇細は後広づろ) 現ﾡは 

22./2 テイ の国有林財を 智理星宮 していろ。

2) 回有林のそ営

厚賀着は真務. そ型. そ営. 業の〜部をヒッ. そみ下に 

/ 3兵をお= , 狙当区は月賀 ・ 東川・ 笑和 ・ F1別、広塩のと事 

務所「をお<- そのに至営課には束1百畑事策所(画畑面積 

o.フイa ・ 事業ﾡには里平製品幸米所と賀貯木場 cc.eど 

- > べ あ る ・

重ﾡは定員内 s2る , 走ﾡ卜 /る,計 ふるてあろ 二のう 

三 治山係は保長 /名 . ネ交官 3る (内 /名は転 っ て太放さY 

ていス.

管内国有林の現況を售内破再によ ソﾡ単にぶべておこら .
・・ 、

②ム 系

厚賀事業区の北東にッベラ山 (ノ2ラ27>がそびえ 三 

れから岡走ナる山ﾡを形成し, 新冠事業区ヒﾡ培し. さらに 

K右林とﾡ L おが 大 平洋に運づナ ろ 途中の 主ﾡ ソ 面処 

キたは昭面に< し状に支ﾡが走り厚別)川にしている- また 

事業区の 問側は一部候内事業区 とﾡナる卜は民石地とﾡ界し 

北部はﾡﾡ, ﾡ部は上陵ﾡとロり , 羽は=大別九
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る- (天ﾡﾡ-2参照のこと

②水 系

リ ベラ山を源とナるリベラヌモト ルハら建ナス モト 

ル川が新和で合流し 平業区の主流早別川 とロっ てﾡ下 L. 

途中ビウ振から希L . 大陽房ﾡを貴流ナス比ま川を合流し 

さらに下っ て え部川. 愛川をこそ合元して 大平洋に 

注ぐ・ また当査内を水源と し てﾡ南に流れ大平洋に注ぐ小河

つはﾡ採Iよ河Iがあス .

③ 光ﾡと土ﾡ

大部かが新才三紀アてあるが。 ヌモトル, 聖平川,比寺 

川契ﾡは 台理系に属うる逆アが, ヒからﾡに鉄たづる。ﾡ 

岩は輝領凝岩を主と L, 雄気岩 ・ 粘板岩 砂追, 石灰追をは 

さくていろ,

新天三をア!は川立ラが主る稚内ア, 滝の上月が混左ブ々 

土ﾡは前記基岩の凡した じたものて, そ の 上に樹前 案 の新 Lい 

山頃出物がおよそ 2o oncたいﾡし 火ム灰気去土の前へ 

多 < ・ 林木の戸に適していろ ・ 当事業区は貨の特ﾡ性か 

ら前泰を生ろが多い。

②林 況

天べ生林一ﾡ種のか は形月4総にはエゾトドがキ 

通りIに群 こ ま Iは ミズナラ, シナノ, こンノ ( 

マ, ッラ等が混生している。下部になるにしがい広素樹

がマくはっていろ ・

くエ杯 - 西和ロ3ぷ野ぷ日現石で 人工林、面ﾡは全面限の 

$ フ%であろ ・ 昭和 ◇平にカ ラ マッ をﾡ杯したのがﾡも古 < 

その後ラマン トドマ ドイツトウヒ, ナョウセンゴョ 

ウ, マチ3モ等の福表が行わたが,.1 • 五 令級の ものか、を 

く ・ 令級上の ものは2/フズヘ に通さちい. ﾡ種別面積 

の 割合 はカラマック○%. トドマツ224, その 針無ﾡ s 
% ・ な ﾡ樹 ダ 乙あ る . •

次に内の北種 林理、林ﾡ別面根とﾡﾡおよび応長番た 

示づと表うー ク の通 リ 乙あろ .

・

林光面ﾡの 2グ を互めろ オ/ ﾡ林八 シ 上 大添ﾡﾡ

<一ゞダイ ・ 土砂派お防ﾡ孫々 /SメIに対して はオニ 

用施栄固と とて基準内のﾡ茶を行い. 土砂満ﾡﾡ願 >イ, 

防凡林 //2イス は禁 と L ﾡ、エ木ﾡはク ロマ,カシワ 

等を人工ﾡ赦 し て保寺ﾡの屈上をはかっ こいろ.

才理林はﾡ決供甲林野て林地面ﾡの的 お%マ, 言的ﾡﾡ 

は イタヤ で の 心広 業樹と し , ﾡ待径くは /sc, 期合は 

お○ヒし そ ぞ ○契るにも とナいて ﾡ営 し ,依状の季 

はﾡ業労内を方たL て被冬ﾡコビ Lてい2 .

オ2ﾡ林は杯面積の >2%て, 施栄田 室皆用 と状用 に 

わ, 皆用吉炊ては畑令がカラマツシ$ トドマツとs 

気 ,な素樹 2o ～ 55耳, 月 -オー用状ﾡては トドマ 、ン 

ア◇( 径役 oc エ ゾマ ッ /3○ (店 4C の)広 

系樹 22〜 ク◇ (回 22- xc cn ) としているそき 

方針によろとﾡ内は会帳的に地利が良ヤで, 集約的星営 Iこ道
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表 3-ア 称ﾡ ・ 林相別面表 ・ 積 旅 医 .叱 オ ・

林

ヽ ^工外

総、! と»

天

^

地.

な

画 ﾡ イ

ﾡ d : 

広長重ッ.

—
ィク

•

/・ク

/2フ

フクク/

/25o

と ←

二 / K

2 2

----------------

»<2*&

2ジ2

才 面 ﾡ。

a ﾡ ・

ゅ長型・

&ラ

/2/

22

ゝっと

/«c /

ノ24

フ3

一—

〜 ラ2"

クァs.2タ"

ォ

度

ォ

理

画 ﾡ"

・ﾡ、。

成長配。

コパ

4z44

ク◇◇

---- 
Sフテ

42$2

455

4

2/

-

2ク. ?a5-------------
面

者 租,

内 長 ﾡ 2

2

ノクタ

ク

23

ノ5

クク

•
4

<F *

2 ¥ 2ァ

除

也

面 ﾡ ・

福 ﾡ ・

広長量。 •.

ー. I

不

生w*▼番希番番著義澤 奉導ﾡ 番番番 番事季ﾡ 思 不 亡 除 世 :

と と !

se .フなラ /,2く 2 ア ®5 i 
1

2ダ2S / ゞ>>. /se 2/ 火S. / 4S '
»

■ 1

→← っs5s 1
.
•

1

• o . ふs ノs// コク
!

1

2 シ 2& fss. s<フ e«cララ ;

Gヲ,炉
• . ・

■ . i

ゞ4? e:ァ" • • ・ へ、 〜

ss.<S / フク2, «s/ 1
-一 1••

・.9<2 C テ2

/ / フく 
.

« <

/S. 火/S.

っ グフ :

.ss
• ・ i
ダ 2 フ

__ i • s /

> / ノクく 粧ﾡ ﾡ林恐にxろ
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テろせがみいのて, 頑ﾡ的-域林を行い生産 消人をは 

かっ ていろ- 上の卜当管内 て注目ナべさ 二 とは *殊な过 

摂の ため 沢沿い に 前壊北に 生し,•物いた わ,ボﾡ防止を ﾡﾡし 

て採・ 造杯を計画 し実旅して いるこ とでろ

次に事業内容に入ろ う ・ ま デ産法 面て坪回依孫面税及び 

項番はゞと 4～フイ (s〜.2フクバ) フ

4今/イA ( S2.2 ← < ?ジ ) J 5年 の予定 <Pテ

( ク2テ3と パて-あリ ・.クﾡ友の 収ス穫材預は 表3-/2 

の通" て-. 全依孫ﾡのうち問 ケオ%, その中て針天樹?/ 

%,広ﾡ磁 /るてあった- ﾡ快材は /2るに=ない, ま 

た生産形ﾡ二は立木阪売バ多 <全生産述のぷ2*を占め ﾡ 

営生産は二るてあろ ,

表-/。 生産形、別用新別生産

用 利

ﾡ決材
と 計

査立木販ﾡ 2427 々 石 フフ2 *s. s/ 5.フ。テ <フc?

繁品生産 ク«々← ラ. < 7テ /. /ジ フ7o

内 部、ﾡ 2 2 4/

t計*〜** • . 〜*-～〜-〜〜〜- /ク.274--------------- $s. $o2 ク2. $28 ■ 475
-- -...... -.

字2o44

注) / ﾡﾡ壮Iに よ る

崇品生産事栄は和ゞゞ定か太陽団池をし 次代

束を主体と Lて\たがシフて従1L ・ う夕座単 団

-っ た . 正田点』だ区 s と , 栄ナさ A面

-113一 

的城ヒニよる全ﾡ京作ﾡをと ・入 族約則な球村に = 

ろ小径木刊ﾡを図っ ていろ ミフの 互ご生産生産責くさ 

>x と. $<<手四て』っす-

造林 爭京时 < 初セ1 /ミ・イ. 訳Ai→ /メ, m 7 耳 

ﾡはrセ回→マグ*一くヘ • 改植 / / くへ ・ Ig s ( 、 

初ruiユフ2 イ ・ 内田ク イ とマ大化に水1左示し.族 

有 全1 &か < のた並本N所T受三ﾡも S<ヨﾡ フ<7～キロ 

ミフ友 ユ<<2/千ロ. 35及.グミフ干出 ほ ヘ 阳 

はピ大 L ている,

林道の主号はもつ*製も事京PI-通ネ 置平, r杯i, 

主たそ忙高ﾡも上野は太ﾡ. 式, 大iw, 共茶の&

ュべあ, そいら必ぐ正校自W2<. /コフ 机, 

らフよont I-および,さシに林通 新設 . 改修 . 木 

ラのPX -めミ? 野及 タ2, 72< T円. 3sエ ( ず )

<$ た 入していろ

治小、について次章〜さてmにi近べろのて, 多る油選也 

の 早 配復旧 と流域糅全のた め投入 し ていろ金額にけろヒ

34 〜o. ◇ク〜 〒H ・ミフョ.ふアキ円, 3ド 容 度

(チ) <,<ジ2キPIヒ次オにロ加してさていろ

回和コ s 7ﾡ収ヌ支算で , ま ォ入面につい てみス と製 

S ・ \ と 立木ゲr ゐムゲタタ 占め ぐt /〜o.っs 

〒円てち ・!. 支山面こ士ホ去 くタ イ ce e 〜アロビ 

てくこ /:ラ</ 〒ロ ど5 <$よ〒円カヤ 入まご量 あ ろ 

ゲ れ:盎;M Aにた いて I T 生送EN门 MK 屈, 日部tF1*公»六" 

な ﾡル、上 リノ F <ヵ干田 ○ とrっ ていろ .
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合ムﾡは事業ﾡ中の /5 «て. 益計ﾡIにおナる1示の初

2 S. 2%の比を占め ている
• 第4章 池減における国 有林治 山の頑ﾡ

本京では冠町内 にある 国有本の っ う尽 ﾡ営林署官内の画京林に おける 

ョ山役次の実ﾡを明らかにすろことが課題である. .

ま丁 はじめに小幌官林篇冷山の中で 2写賀迫区の位型セ明らかにしこ月 

さたい. •' ■ 、.、 I j

1. ﾡ営林局の治山と日高地域

暁宮杯万 の岩山申茶は表4一 /にみn ろように 当初は昭和 N3 

〒から内ﾡアﾡ林のﾡを主と した炎宮防上成申ボき小ﾡに央行 

Fﾡ度で その祝資気は北活国林の全授六ﾡのよ〜 ? y にすさ = 

かった・ ス5年にはじめこ山治山工中セ小規ﾡに夫したが コク年 

までは依ﾡとL こ け災林の世成に主力 さぜごいこさた。 コ 年=だ - そ. 

十巒甲大丈儀■は 官内 日高池E の逆容と姿化さ せた と し わ 1 昭和 8年 

7全国ﾡ災きを繋険と してﾡされた「岩山 洽水.■卒 川某 部.にu と 

u C ﾡ内国有林元ﾡ地の調査が行なわに 委度個所に対L て本格 

▼だ山非茶が夫された。 コょ年度港山中ﾡ式 プとPテロ? sSンi 

eパ山に入さ のである.

ラ月 の/5 予合ﾡは 音円国ﾡ休に今整の置ﾡ下とR生させ 

*=引。千ク月= は日あ区に孝両がうり ・に郊資ﾡが恐生Lた。

しに寧旅に処するため台山岡係ﾡの充資がル裂とな ョ/年に

n ﾡ田,熊本の各功か岩山戒ﾡ若の潜司2行い 主とLこ日部 

旅林に旧にﾡ手 した: ラコ 午にい主カセ日 高区とT及区 

。 J 林せ内 復 旧 ﾡﾡ と 汽友防止 平茶に 注さ 本お部 な泊山 夫
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表一/ し営林

主) / 本表は客林方だ山米料 よ リ 作戌・ 但し う3平ウ 弓モ

-ら气
--

コ コ 二 テ ^7
t活 : 密犢

「

-.. --
フタ ヽ $2〃x

cぷ〜2 332 j
こ。。ス

・222 "
山花契 ほ司 22o /ク5 5525 1 4 ?ss

* ス林 面病 ・

]

・ 成 経賞

災考例： 荀積 c 33" • •

#世 成 ノ65 ラ77 s/5 / み"8 . /
■ —— >

係を林 面ボ
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こ
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治山景 •.タ

クち山っの 
中 びキ
23年=0

• " っッP
1

4 スクe / ・9ア ノ -バ-

ﾡ性は防災ホ成に卒入 L た. また本庁ﾡはﾡ入 してい い.

s/
---- - 一 一

s← 3/
" - - -

ヨ
彩 522o4

- 夕"
ど/&<ve> , 

S24 i
く/ペフ ○2
/2 I

< 一 ○2>1
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〜*と> 
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一
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: ・ 74◇2 ～ク ・o <と72o>
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フ 527 フ o3ふ 〃り

。5 20 5 2 / oo oo 3< c2
Nタフ s e5s / se4 フ <タフ っ sな : 3

<
スの2 ミ 2 O。y 34 r 2ン oo フャス eo /x2 sS

sco =2 / ◇S/ ノタNS ・8か

・*** ャ

〜 ョ

s フク2 " c3く /&<?ノ "4" 3◇os 3< s*ニ ; シ 42

フ ファ/ e ア P7S 2 の /夕 ssP xッ2タS 4S2
で③。ラデ 

ざぶ なSペC S今22
あ タフ マァ 

23ュ5
/

/ / ○ 35 引く 42 3 / 3フ

、.

3 フ

っ 2*2 s 8 , 8 テヨフ スク 〜 3 S Oaa 2 ◇eン 3 〜のフ U3 <s

合 計才の *ら は事米ﾡ列 の 合ち十 と 万 質料 の 合「他 と " ﾡのあ るしの とで味し ) はﾡ資科合さ十イ と不 す。

&は-一、でで--*、22SネめたよSラ 
田 の回 ﾡ林ﾡ山 の合t 掖 , 一$のととった。

イ .i HH和 - 3 吓 と < I て 日强用免'习価格な、•ダフ 卜 Lたﾡず契と末の にのの83を単ンしたび卓でおぞ.

、 •
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した・ *の根入額はパク子ク5千円 北海普ﾡﾡ林治山事系賞のにョs 

%にし速したのである- ニの年/2 戸にはﾡ川アと としに北活内営称 

局にはじめてク 治 u 裸が設专 こ 生産 消強 西に士る e山画 & 犬 

定 し ヲ3年から音内全営林落にわたって復旧港山 予防台山 *緑 

直成,」災各防止休苣成. 保安林改復争素华の治山/策を縱合的に他度す 

る態勢がでむ上る. 引3年にはノル7と5グ千円 5り年にはノタ/P$アTロ 

と広大し て の 主体は山比君山に みき. 経ﾡのと7%を枚入しこいた.

ラ4 〒? 月 ち台ﾡによる大災きセ契状 とt こﾡﾡされた「治山 

き永系色浩置法」にしこさ ラ5年度セ初年ﾡとする タカ 計画ス四 

/の手計夏がﾡ定された. 55甲降の投資視は法一/ 二示す 

こ ラ? には コ5ヨ/SP〒円 にな り災官日セ含のる と2?〒 :

ラ採に上 り 北隔度国 万林治 山奉 票 典の お ョク%比ﾡセ ラめこしる

伏のﾡ乱湖の滑中にまだわった町和ス5にはﾡかノタタ TFご 

恐した礼幌官林ﾡのﾡ山申業は 表2 一/にみらる ように昭和 o 年 

に.は 20不田セ次ﾡし う2には/ノﾡ円台に拡大さ 引7年に 

が正のことく みィさ7干ス円の巨類に大した、桜役クイ ンフレーショ 

n 彩※ ﾡなの 高度 内浜 にしとっ く学価幅其の記響を涂却す 2月 

指数で デフレートL て方山宇茶式の経通セみる と. にし < 7 

〒には夫に年同ﾡ入*きﾡは 52に達してら り 二の= とはに島 

同林にわいて報徴!かし m iくe山申 茶が本相 化 I た 二とセネ発る 

ウである。 t(一 て このようなﾡ営杯乃のの恐ﾡとが たのが日t 

ﾡアの災官た たのでおる。
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厚 別 川 の概要

すてにべたように. ス7年 み十ﾡ市大衰にJる 日 高山系の殺交

チ うの干の日 高,方の条 とうちっい た災害は 日ﾡ地る礼幌者 

所の汚山ﾡ茶のﾡ点とLたが 日あ立ケと望っﾡ岡*害は ﾡ記

ニフにかざゥゥず. 3o のﾡ雨以後しﾡんど毎年のよ うにﾡ水害が起

てい る. 厚別川 のれに入ろ前に日高地のこのﾡの災害夫と清河測

みメておこウ。

○記和 ライ 4 系原戸 (な降永型 &/ / スペ)

泯書 (特しばいﾡ"いすL 日高式支調べ 日s 支庁管内 の 分)

花 若 /.1ﾡ 若,

との住宅本き 

tJg

/のイイ 提防沃康

堂ﾡ れフ

/ 住注て全ﾡ /,

s, 掃で述 々, 

5,田冠ネノ 町、

1田 冠 * 242町

昭G和 52 S. 2ふ 百 (ﾡ水量 ◇2 二っマ )

野雨セ ク強いﾡ雨があ にﾡ部山岳帝に相当な「水量がお

リ小河「I の)こ遊をみた.

みﾡ(平求町分)

記和ラ2 ア アー

T 室

住 モ

星*味下

—ほ

・ P沢ボ

7 田 畑犬 

ア 周雨 (水品

ー ト 佳 宅

ss /防沢;H ま 没

x 田 夫

5 ラで流大

・ペワ〜)

<2 が年*床上

・ r 冠 *

と

ズ
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マタ. 田流天 e" 冠 木 /o

泪 ﾡ 夫 22/町 ﾡ 木 o町T *田 流 失 の/や

恐 ネ メ町. ・

上記攻当 クラち林ﾡ川 ﾡ田川, ﾡ烈/にﾡするき全ﾡ/422

テ円,

○r和 5. s /夕 〜 コク 大 雨 (降永量 ミノ® s c )

良各く門列』 所活町クみ記お)

門 • 列 新 ﾡ

注 e 会 壊 一. %

+ —

天 /

示 上 ※ 永 . 5 パ

床 下漫 “分 ・

非 住宅 /

田 決 夫 • $5町 ••ノ町

田 ﾡ ネ &. / 2s

消 注 運 ヌ 2 4 ・ ・

ス 水 = *. /

ss 天 夷 a <

※ 変 /

卜位ﾡﾡ流 出 —
/ ；M

ﾡ圧な誤ﾡ 5

六 き 全 = ど 产冃
・

バ ョ2「円

○昭和 ョ3

狼

行

全

田

u
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タ 2ア

ブ 不

住

祓

板

林木 真

○昭和 ラ ア 227

板

〇昭和

お原2号 マ野川】 お尻) (降木駐 うく.アァt>

T ラ』 新 母、

壊

定

告

宅

お頁 /S 号

S

3

3

/ 町

/3の

35

/ メc

3 pp。 ?イ

民耳林国停木

道角林ﾡ木

国 有抹風例 木

3方. う ノ5

客 (新冠町>

床上木 7,

O昭和 3く ア 6.

害 (した電、

床 上 受

ホ 下 ミ

/アァど (Tア) ノ53 ル (新「ﾡ)

・ かう

二 。ル

F雨 と融当

京下浸水

ママぶ ( 南河 三ち

〜 (浦河)

(ユ8&～tう

今, 林互

大所 (降ア ﾡ /o3 ペt )
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卜主 宅老

田 入ぽ失埋 ※ マ2町 ス

団*田 冠水 ニニア町 2
g : 発s 夫 演

〜 <

橋朶流天 ノ s

現 P 夫 大 - 2 •

直発土砂京 環 - /

衣滑号水 ノタスョァ

○記和 う7、 テ.ユ〜ッ 大雨 (降水量 ノs&. ?マw)

宮 (アT別小. 新「恐み記こﾡ )

ア ろ4 ﾡ「 九

行方不明 — /

注老全 ﾡ示 . - <

深 上ヌ 永 38 コタ

下ヌ来 4 s4

田 畑ョヌ水ﾡ 水 3夕7 町T 23ョ/

河 1 x 天 &2 2 4

当 路 沢 沢 ノ 3/

e 流 g ノ3

燈ﾡれQ s —

ラy か 宛 限 ・ -- ス

氷 死 ラス /

上の災者末からわかる ようにﾡ後 と<に記録の明うかば 7キ以降 

相スく災きが日 高地才 とﾡっている。 と二ろ ご調宣象 と L た厚みル

どんなれであ ったつうか.

ここに3れたが厚ァ川の木派は日ﾡ山ﾡ中のリベラ山 くノユク2 に 

ラ て この水原地帝は国行林になって い る . ノ厚列川は河 首理上から 

われ は,笔用河川 ご. 道賞負担ごおり この音理ば面の土木課州内張 

が百当している。図ーノからわか引よっに itてﾡ様的にた下し 

ておリ 为タル川毎に K さく屆曲して； 可率に眼突し てびろ. 流てはや

一のこビ は厚列川上ﾡに玉石が見され だいつとにもはっさリあ

・わている。 . 、 、

木, 甲ほﾡ茶甲木としこの永田 の永利用が主で上水道 ,工業用木 の列

まに い。 となり の新ﾡ川 がﾡ源南ﾡの対「象 とL こﾡ径的 に利用さ 

ハ て,丨 る のに •蒋浩の七較旳少、ない 厚列川は. 共型的な設業ﾡ水セして 

? »利さ こu5.

え減の士沼科町はギ2ﾡ 次引ﾡで調らかにLたごヒく 部長セ主ど 

I「ﾡ意茶と競争用 の飼育を目的 とした牧畜表繁による主列戸が中 

で 林茶で は天然林が闻道的 ［コ步 く, になってスエ曲本べ新くm

边产• 減7さるようにった程定&林茶的後査地的上列用が 

なわれこいる.河口には厚質町がある.

量のため アH屮 旬 号 別川 とサたとさは. ； 危量•は 少なく源しでおリ 

合とケリーンの 枚道 と示 とLた かな 河ハ でうった. 列 に大 

2神長としたぶいこの耳列 一度台司立り人両にﾡ舞わ る と

ハつウェり の 沼替をしたらL こ いろ. 威刑 - 35年で。早 

引 か r ,沢•ほ今。- 2ヵ通り で,宙 の少なかっ た>8年で : 可M r

... 一.•— .
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ﾡ ﾡ力ご土木的官ﾡ: /cee今円 -般衣き的 ノ20円が形生

5○キ 53年といった災きには土不明杯自頼でノスクク子円, 一 

紋状き ク«20ヶ円の巨ﾡに塗している。 3フ年8月大雨八被きは同じく 

土ホ所の算定によるど河き«s42ろ円. 路被き800ろ円. ﾡ 

※務ﾡ/20み円 合井5ど4○ケ円にし注している.

水きは根本的には自べと社会と の矛音 と してﾡほするし ○で所府量の 

みでは考え化な uが 日高地城では どの位のﾡ水盛で災者が発生 tて 

いろかと岡保者にﾡ向してみると. 経歌的には海ﾡでぷ02 ク場合 

山こはノooz (日ﾡ水ﾡ)のﾡ量があるとみら. この場合は天 

災害のﾡ生セ予想してい るといっニとごあった。 たしかに旅記の災き史 

からしそうしたこ とがﾡ的りにI 々る十っに照→, 房 別川 の 木理沖算”り

は 賀大ﾡのデ水型は最大ﾡ量ノPowス (s。 7 3日の干ワ日戸量) 

とLてク< ンcc と算出されている.

さて こうヒ た災きに対して河川事業はいかに実さてい たのだっ 

うか・ 回4一/に示Lたように HB和33午にはじめて手がけら.35 

キから 5年午にかけて河口祈にﾡ堤され」 3み年にノ貨大つ部かに※

?42w. ﾡ$42の工中がださハて. 河口部う茶捉と終冬っている- 

かくてチァ川は称く 承始河川 の相税セ 変え こと たが. そし河ロわ ず 

内2 とwt の地点までエさたにけで. 上流地まではなわてい 

けい。

R対川流の営業商発と画邦株

以上のごとく厚ァ川 の戦後の災客办発生ロ若しく 戦校の序列川式 

の発 と送奥保とみる こ こはでさない、何改な基本的には水害は共
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、 *と経済ﾡ司との矛ﾡとLてだえらlるからでわる。 したがって == 

で厚川以所発にどウしてしみれ工はなない. LかL すで 

にた城表業の及ﾡにおいて襲茶岡飛のﾡセーﾡL こいるので 二:で は 

さ二でべたような域堂業所で - とくに南接業の形成程で行部 

-た回有林の土地府枚の天ﾡにっu 乙述べよゥ.

■• 厚賀当林君音内で 南拓のため所層替しただ土亡面積は3ク○可4尽 

7セ ニのギ分る/&%は昭和23〜ス火年に所活督Iておリ こ 

桜さ と はった画積CバT®替 し たのは s。 ～ s/ 年の 引5ノメで あとは

■ 〒々,ずかの画積づフ所Tア甘［てい引- (表4-引か照) 加属書 •ホテ 

ハラち3フ デは 乙に入植 Lたのは表 一に示Lたよっ にせ面積2 24 

町 (所層督逆のど5)である。ーケ 内馬客したが入面さず不ア用

表ーラ 賀考林君面内所品督面預

. キ ス •件 数 比 -

23 / os25 -

....  ... ...... -...
s- - - - - マ • ・ 〜 * - ー ・#* = - ノ ふc/3 ■

ユ 5 / ノ/4 ョ5コク -...... ..............
• フ < sク / <

ファ s フぷフ ?/◇2 フ s
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ー ーー - --
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未入この後の土 刊 雨 計画受グー5

さセa 所rア台回示 今 :父 か 上 / P 雨 計 電

PnでE ノsバ s夕/2 ラ7年甲市バイ ロ・トﾡ 本:taF

L 3み年売坂計 ラ?年定ﾡ

③ 土rセについこは個へ完 そ営 

いては共同笑せ

③ 商市協格有= フい こしち市さ 

先波T的〔2 ニー

なこ 2 侍利恨回抱区;二市定ごれ广 部 

ﾡの法大) ニヒによりF点本の 

に当てっ.

③ 死在県書夫測中.

ボ川セE 7 2428 ② 一州 は新和 田 汽画 で、 引5宇共

③ -はﾡ:ど良手茶と画 回 

ベしハ日体経= F3)自下 渋 

おいて ﾡ行中 .

ヲ

ア 2/2 の 町じ こフいては 3テ年南拓 

ロント 車ノ中画 と。 1 と.

③ 大ﾡﾡ区 にフい て て大規咲

※こLて 十動と の=と (ヨ区

養 ウ用に 当てヨ

() 30う. 3/
、22.s少2

シ 2-



月林河入ﾡ地ピ

ク/マ

今ク

・ニ
/グの

Sク

3のン

/ う ク

ニー.
今/

2

ニラ デクク

.2
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注> ご石宜資社 (3み c スタ 淵蕊)によ ぎ.

オガ地臣名 所高替面稿 今 -刊早: こ

円 円ョiセC P 74 26 ; ﾡ表えのa及とL 3*宅ほしと

• ウニと・

力 ふ高 / o422 大 mt}it回 7ぶとL c 十画 (孙年)

- j ■ -
計 / 3ノ シ32ダ

キﾡこさた士ビは ラノク町(ﾡT動でビヨ5。ゝ=スひ デ上ミ 

而 J— — - ○利計画がﾡてた。 :ハう。

"でする たNtパ 东入孫世別に して汽便国 冷味 に那だ泣

どこ"で営! +の決た回4ースに示Lた-

■ 回の一2 かう力 かろ F う にほみ さにこ さ心大小さ さ / 

と苫し 、ﾡのな増産跡代に地力年上アが

' 1 が ^ . か

そ照 )下、 かリ ウ 土こ よ こ よ つ いた にときセうさ- ス

e-だ、っH和う 〒ア ホ時八田ア～*町のと

= ' る は , 、の商市者が大両クおとよスに ノsc ゥ水 

でこたにときって いた ニ と にし 具体的に表われ こい っ.

一 つ ご 水 力 宣久セ機から“ に レ 然的に 山 办次 嚏が■ われ：；… if エ

し 町びかうみiLはなア上混ののﾡ場8さげた。そルョ • ' '：

□ 戸トゼ l际2 はと の よ にﾡ所 Tいたハて アろラグ.
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4 国有林のﾡﾡと治山

すてにﾡノ年でべたことく. ヒおの国有は 昭B和 ヲう から夫

どれ た林刀ほ残.「画. また 34千ﾡからﾡﾡさた不杯増産計画以桜る

-133-

翌に商ﾡが世んで いa ・厚貨き林否におけろ商ﾡの動向セU く っかの指 

ﾡセとらこつョことにしよ (表一 5お眠)

イ杯量は23年と基半どするど 二 の時期がに どし ばつ依期で

表一S 厚貨号杯客のボ

(主) / Lﾡﾡ休ﾡのﾡﾡ十部より作成した。 /

っ ヨイ文我保堂 ク中る2ョーラフ 主べ塁のみ

ラ ノメa台り道はﾡ長を国有林野面1て除 - ・

2 林う5与に戸いてア少したのは基ﾡパ、 -

2 コ5 4 フク

谓

回 用即盤 " タ2 2 ◇ッ/ っ4 o夕/ 2 ◇5 ”72コ

/02 タク 4 ”4 クク « /o2 2 ス

■- 主依面ﾡ fa フ e 今ノグ5 / み0? アィ2 ケノ /◇ァ7

〃以積r /
え < 指ぶ / ク s。: メ/ o 37 s 

— _

•逵 こホさ〜 / 3火e ノ359 ノ 24S / 5火 / 343 。,

愉植4 22 c s 44

奄 3 /ッ2 /タク 3クタ 255 300 2ョ

林

道

宮死 (ノス/"
・、スス・ 

車正 ョ ” /の /o / 2 ク

-

ヌR 道 7 /2 ク ク

= d //
一 一 ..

総浜 フ o フ ◇ 2 2 o

o フィ o P ◇ 83 o s3 o F3 c F7 1

二 年 - /o2 /0o バ/ ノノバ /ノ ノ/ /

と林道の杉

ダ -→こいろ, 

えょル。

Pl 3 ラ/ 3ス 3ラ 3 3$ 54 ク

25夕? 2コ 33o フ 3s/ マ235マ ガ ラ/ふ 2フ 3os 2→ フア? ラ 2ノテ

タョ 〜 P2 3 2 ・ ク2 メ 2 ュ 2 2 x :

824 /205 / ッ / oe &27 zく
a7 <2 i

.. 34 S, ノ2? ク7 s/ 20 Y ・2
s3e 3 フ/ / ハヨク 2.8 /ノ" M3 /・/一 3フ ス / / o5 33* フ22 PeP 45 “〇

バ/ ノ ノ 小o /フ? ノタク /タア /夕
- 
S

$oグ ss2 3“ 夕Y ク25 ・ア5 一 / バ

亡 /炎 / / ク

& 2
* o 7 ?

/4 2
ス フ

20 <

ノマ /2 /2 /2 2 < o < o sP

ュ2 24 N4 ク 32 コフ o スな /

/0 / ク / 2 / 2 /コo c ▽/ e ァ? ノc?

.----------
ノ ノ" /52 バ3

—
2
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シ3〒みとタいため 引5千以隊しさほど代置はロロしいが 所だ 

の一設落 たス4～ s2キィ係霊と。～ う2千w" でかっしのか

引フ手:/コァ〒スとラく ョ3キ以Fし o み○〒がとし 5

～ 水 F ) /。 ～ 3o 〒みパ ク い-

を林面ﾡつ中で天公要ﾡセﾡいたﾡﾡ町ﾡのれﾡセみる と 田和23 

〒に - <a で力 = "面積2/。 と tてﾡﾡセボめると 32 

〃ノイa. sWノ:uり 生経力増強画と条した35年にはノ?シ〜 

み/«に基し 引7年には&244 天に/バどとな大していうろ。

氏ﾡ林所発の干版ヒ し てﾡ受な林置の商設がは表4一 5にみるよ→

= 肥和23年当許官列事道は立く催かに率道?火 〒馬世/ノペス 

ノメの当 ) ○ククという負ﾡなﾡでおったが 昭和2グ年に自効市

道： /。 がでさ 4a 当林 は o $5m どなったが然 と ・ こ 林世密 

皮はく *の後はﾡ和 2ク年度で帝し て いた.昭和 フ年中世が 

宅干足長 xn たが こnでし やっ と &a 当リメ o み,程度に フ ざ力か r 

た.5B和うう年 ラﾡがェ及さS とzとな キ逆と合さてボ

長 フクメネ ノイa当 ノ23マとなリ 34年には目動車道々, Q, 

F道/2ベx ・お延長ヨ2ベス。 ペa当リノ5z ヒ次に福人さ 

た. 二?ず期で23年ヨわハやっと2にﾡ元さた- 5年以科は。 

今が ﾡ社 ノ 庁年 と ﾡでさばい ゲ 午百 町事道 ノ 訳が伸び < i .

会セ杯 所発 ヒ く；二林道 分 岡設につ いこ 南設時の切ス士砂が刻 ﾡ 

:た入 ・こ浜ﾡﾡいいては災きと生ね<ﾡﾡ生はにやくか情さ!

2 ハ ・テルト江式ほこの*れ成が救売でう り 科司でき型 

が激< ﾡ点が発生し十すいにおっ,かててロえ <t-

ロはヨ 点に児芽フ/ たでわる から . 国耳休の台山 セ以

- 135一.

たしまさに当災といえ上う ・ ・

テ項営林玉吉内の画有林状 ； 河能计 き か •,み と ほ一4"一と 

か発 ^

E 3年 ラ4に発生している. 昭和 3 4 年以降 は沈ハ の と り方が 

支っているが 杯道.ﾡ山のき杯が想山 こいるのが目立っこいる.

表4一と 月ﾡ老林ﾡ ﾡ内み 国ﾡ杯き

旨 水 当

■
永き哲 ネき択 林ホ立 杯 治山

/

ゴ

/ル1
ス 

ク

〒 
/

〒

一 . 一

グタ /53& /。 / s2
一

-43 フタ3フ 4 J夕/

* *

s& /<SS フ “f 4
スケ ス245

.....---- .......-

*
/ 4よ2

^

• •

ラス

-- - -- (------- ---....--

s フ Pおs

22
•瑟-

_____ 
.

珥/ 4ユ2 マフ<ク うダイ マ4 35

s 4 cce - - ンタ ・

注) ノ 札しﾡﾡ厩計き ジ 汴 ’ルハ
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表ーア 厚. 質 常林 着 性

--欠 7 夕,| 2 1
u• ------

地 吉
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・水

シ产
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ふ/
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553

”初
55

ﾡﾡP1才7 'r

径貸
---- ・--- -- - --....

ヽ 面ﾡ

豪
… - ••-(••» • >»< 番報参報番ﾡ講 •••»••• • •••♦••• .

・

浦 透旧執\

面項

そ高

, .......t..t............4

----------- -

•

-- -----

.修 元 飛形止
面

後堂
...    •一. 一 ---- 1 ... ... . …

,

•一__
女杯 里 備.

--- ---

卒・*A 賤 セ 受
•

土* \ 資
一

•

た 4 < 2 テ/ 42
-•

視局治山貫に占める比ル辛 1 こ / ア
・

"
ﾡ主) ノ れ兄営林月ﾡ素計吾よリイ作ﾡ。

内治山素千表
( 金誤単イ 〒田)

「 > ss 54 55 y2
--- ------  

ラク

*28 ノメ バz 々 イa 〃 c P イa
:z1 *5ノラ ・2/夕 ノフ 2ノ5 '

___ _ ,__
? sPe 4 フット ① 32g 

5-$45
蕊ー1み

ク &22• ---
/ 4a

/2メ?

* • • • • • • **#

ン .

/ fa 0
, ,««'••、

ク &x

— o3
- —一- — V .

vs8
執

* *#*## ・ # # 澤 •

/5 ________
22 /ク,■ . --/ "3o / 6fe 2 コバぷ /&22 /035 ■

/24z / みo/ /ョ <よ/ ア 2ノ& ノ/ ノク /,

2 / 、 ク 5 5
-- ---- --

< 
------------

二 と する合 の札 幄局治山 貴 はを4ーノの す計はこ

• 百木 粕の医- 木*利三きﾡ 加…、妥を 苗

4 义 3 ぼ 防の 直痔 工学 を N
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写賀営杯署ではじめてﾡ工ﾡが天姫さ た ウは昭和22年 (ﾡ長た 

復旧 ラow 6死円)そ ヒi以後う5士ご花も山のっラ六 

ﾡ5旧工予ゲやﾡに予支規ボを人 ・こ天さと<に3/ に 

万聴の工申し行われこいる。 ョにはo00才円と実ﾡt また 

二の年ニハtで経言採み世杯浜がだ山セﾡ当 こいたが (昔係にだ 

山がけらハた. 引4年 37年には災者状旧工ﾡし矢砲さて い

る 活山設資のﾡは衣ークに示した通リてある。

ﾡ賀営林玉 の芝山宇系ウ「彼だは /列ハ1 の左ﾡ門列』町Tに力 ろコ。/

Mだ. ノビラ川上況フフ5班. ビク缶くノ5ルみ)がう流れる 

の上ﾡじﾡス30ホ班～ コ火く林である。

、太円向 5を1部!て元る共字川上ﾡにある太ﾡ団ゼのﾡﾡは

っ T スP急理ニアす めお 杯:迫山由がとれ たが、. e山し 2 ス 

河上中々ノラ*L -理異の建設が Tわ n た のE 手にし、•めに ロュー3 

ごみるよっ翌=っ年にはコっ の選ﾡ ヌa にノ提

ロ っ4年は示画-/と変/ 3ク年にはゝゝに上ﾡさか 

コョ 38 彳 , 2&と土砂ﾡ夫セけ食い止めるためにﾡが、

と- らtた ニハ53には河ハ1戸希し実絶こルたヨル 

3一部山H工下し行わ"こいる・大「み団なにネける ラュー 3 . ・ 

。 さ お ヌ日択向申 3 5な5干円 山根工宇 2千ロ A

ノsクT円 計 ョ42フ〒円 (管林ﾡ浜料)ヒがっこいろ。

こ ら 治u設資 の経そ質武戒 3d 年 丹こなわ n た前日

(ﾡ残)の合ﾡル資 コョ/%行務費 みかヘ大諾メ2 

一-報考-ノでみ:7 まﾡはえ理投名ず

ルレ. k コ )*11 業者か当 こいa 受 二は 4日下 • 、Z

上司に行わ ノo日-杯にﾡ3するのがﾡ通である。

/\:3 科ン ◆を上k大 手川度我に 为ア 3 氏資は いず予ﾡ的には「経 

きさ山 の 袍哂 に属 アる し ^であヨがお山択天と夫きt たﾡ採は「山

73= と に力「というより化 室を前には契だ令抹西ぐよ引 

土ウ流失と阻止ナ る二とに おったのては いだろ か。しちう ん予だ 

JuLての書ﾡと小価すろしのではないが ラス年にはじまリ 引S 

: +でに代ぜられた"干今ロ以上のお山は.ﾡ同に よっこﾡ夫すろ

+5を円止し 下流への彩書て軽戒Lたことは ﾡ成後ノ回の大戸に

7てたたく向 に炭グ満杯にな う 宇素し 明ラか ごあ 2 ・

こ-ﾡ地ﾡ拓は<ﾡ永木神用である合 おとらくこルだけ 

»ヌセル姿Y したとは考之られない. ﾡ賃警向はそハ地み的地六的店 

ﾡからルのﾡ険性があいか この面てお山のルﾡ性はおった. 二 

- "天件 ナでりちせ商発によりﾡミ済的に発展し そのため災者 

体生時の。&te んなな.を.8 が活大したっと 父* の奏生に検 

夕があいであ った こと によ リ治山投資 の 世委住好十分 あ った. * 

-mえて 国有林所発"たの生成した土るは 国有状り資によ-て阻 

■_. tナにがっない, と ハっ強い倫理性と担当者がL ったこ ヒが指柄

た ざうな い。 大ﾡに受的すハは e」南ﾡに クイ ミングみあった 

日汽林係全質の例セ, =の厚気太同国忙に児るのでみる

I 卜岡系者. 営氏し. 一般とLこ示林の伐示が山休を元定さピ 

*きの危『性をすという 君溟の声は あった が'. こルまでの月フのダ 

自と内tて 「国ﾡ株のﾡ発・ のためが荒えさバこいるとつ声は 

»はかった。 ただ土木内係有が国有林内セ流れるた 一っクハ=

• m一L て管理する のがﾡま Lい と い ウ 愈足 があ r が、 こ n は回有
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林ﾡ休若 ど土木肉係者 の連絡各と寄にすろこ とによっ て決する"か 

あるいはえ一さ /た流き理体初と受ボ していろのか 十べさ - 

選そある工 うにう。

このことは. さてあき. こからの厚列川保全計画の委と正べて 

二のﾡセ終ろ二とにしたい. 国有林乙お山のヶ全とはかるため さ 

らに インテンソ な治山花設のﾡ行セ計ﾡして り. さ tは提ぶ . • 

な回 ク.谷止 u4 山取エノワ に及ぶセ大なしのて ある。



-3 厚賀首林署内治山工寺実売囚
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第5章 総 括

-- だ士だビ刊用所発ど国有林の保全督 -

I. 「土じ利用から改たビ戒所発の両題点

① 「土地利用- といった合 -フの概なは土ﾡ刊用の分はいし主 

e利用の状ﾡとい 「利用」祝念の中でたそる理子上のしと 

表茶経ビに おける預校的な利府の概像がおる。 二に「し夕 T F&y 

と田として形式さた土な経済学にAける「土世利用」概意ぼ 正極 

的督味セ北ラ ﾡ業経替学における私明信河的望済生位の目的塗成 

nたのの利用く1土地利用ス42 -&xudx.c ではなく. 社 

会経済明単征ナなわち回百経済的単位おるいは 域 単位 の 目 的達 成 の 

ﾡ味セしっ て しI ろ. 戸かう気体的にはおるじ域を株とL こ利用ナベ 

さか ことし認料地とLて利用すべさかどいったﾡﾡにな いか 

な る 土地列 甲 がピ ク 域 経済 ないし とれを氏 くんだ' 国 民経済社会 の 

によリ、ﾡﾡするかを壁ﾡvL < 上た利用を沃炭 ・ェうとす

2 ニはいわゅる 大土セP用 (みマ &..c x. ) 円路でお 

■
私明士地所方 ﾡ定の下におい c は. 主地利 用におい て しばしば私的 

■ 目的と公共的目明と永店が表面化ナる. 合 土地年所前「 

土利用 の概念から M ﾡへ的有利性に対し 公共町福祉ぶいし 

だ的育利性がﾡ生すべさしのと考える。 し=ろん 政ﾡ的には個人 

ウ利どと公共の福社セ師和させ また式と回民汗の育利性こ細 

> せ が ら 所号の 土地資源の刊 度セ高 め るこ とが追求 され なけ 礼
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はう立い ・

土地利用の市ほ化には二っのﾡがあろ フは祖永土利用かっ 

示+5へ = ビ利用 ヘの拡採 例えば未利用用かう林ﾡ 地 あ2 い

都市的用へのボ戦で P セクー フは同塗セー定! に主地利用行 

と ﾡ及させて ﾡ的化する 例えばキ版科杯茶から配林※へどいっ土

屯利用の河定化がある ・

ここで ハ土地利用の高/とビはまさにﾡ有の書味におナる高度化 ごす 

る, したがって と二では土地利ﾡ入ョ整が大こ <クロ ーズアフさに 

る、て は土セ利用整は U かな々 理論的甚破 ご 検単とれ な ゾ げならな / 

いのだううか. その*ﾡについてﾡスアる張セしたないが 異点だナ 

べ aと生産経済ﾡ面がらは次クヨっ の肉係が重要となろ.

土地利用の主産経済的ばﾡにヨ ・ こは まず一夫の号えらた土た 

頁みセ利用L こ 長大の生年の飛&挙ろ=2 こ 土地利同み経赤的目 

としてﾡ定する.

主 問 はﾡ済的には 主地用イえ とサイカ と 資本セ合 して新L 

い生産物または用をセ生室する二とごあ 二の場合 一の資深セ利 

同て 生産さ ャるニフの生室物の円には. 資源Pボ基不的岡係として 

「読合 く Cewczzな2z > . ③神売 C Ceyt4e?zevtイa?y cCc*m 

・&シ ③神合 く S-yp&cn〜ズのy AcCaexッz ) のヨ/ド 

係があろ ・ .

続合内係はA の生たセr加ロナれら の生産は ナる といウ内係で 

: 神ﾡ同係とは資か一父の 糸の下でBの 生産の増加がA の指/ロ と と 

し※っ両係で =<例に出される のが林木生定力選加ウためか林セ並べ 

すろ とﾡ効果-よリな産し増加丁 ろ という宇例であろ。ﾡ ・肉係と
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はﾡ京型が一足でおる 合 A 主星み加がらの主産重にﾡ肉保つださ

I ろ係で 例えばA作ﾡの直と 5作物せかさ<発"る合の己 

・n点保である。

ビ=ろe 土地利甲 ク部装に際! こは * 一に上ﾡ利用 う神合肉係と 

• 武ボすろ=とでわる。次に士セ利問の神ﾡ内保と足もすてとが平受とな

:こ改土地利同网 だか西合. と<に二 ○神ﾡ内係へ判跡がﾡめてﾡ手に 

ょるのは 森はけﾡ 防落. 水ﾡ書 土だ保全のﾡ能としってお 

L リ. よ林セ生主産すろス外にとうした効界をﾡべ生産ちるいは起業に根 

\. こいる から であろ,

上の神合 神定の肉係バニフの甲塗向に成立する場合は その技 

■的出条ェえ明碎に あえられれば, 土比利甲の断整は意易に行わ .

, ご は= っ ? 生産向に合肉係が存左す a 帰合いかな e 判支が行社 わ

•. る0が合理的であろうか. 生産済的アプローチYし乙は何っかの場

ンガな二隱を考えな け れば、なら な い.

x 2 甲内用セ 検 として 発生した 土 戸をめくる味合に際し 

・ ﾡ利用 のほ汗性 といかなる 預を"師丁 るかが网超 となった 

コ n さ 匸地別風の語果にし と いて得らnる 土に益 土地 

土ﾡ収社 土地化生産などき指ﾡがとりあっI1 土ビ刊万合ず化 

「段ヒ t こ の「土ﾡ利問E分においてし 済Bにみて 合1な指項 

と こは1がよいかはま考に上〜こ異はっている. (士足科附とカルー 

Fﾡに岡tて は 尚ﾡ「士逆列刑区分と称茶」 茶:済Mン43

マィ2 5 と余ﾡいたたさたいう ﾡた共会でっだ 土心」 

科同区分 去き的研先」こは - 土 左 と 読示 こている。 式 义.
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生星は アえば林業生たのナ合: 一えの域内においてられるャー次 

生定門の*生な (祖生産 - 域的大貸) にア=次 才三次生冬切門 

クそ ・ そ北%生をと合車 Lて. すべて と 土地生ﾡ物にﾡ品させたしの 

c 林茶生産がしたらす 付加 価位初の 総計 となる.

長林水産共術会の研充では 土せの合理的刊用g分 の方法論におい 

て, 逆北生産と用いる逃硬とLて 土池みﾡにじり土ﾡ分扱 上 

地刊区みに至る体系的方法と示している •«注)

) 吐 地利 用 区分の手順と方去. ﾡ林水を浜会業申務月ﾡ a六 

続打脇金.

© 以上 のような観点から 問査地域の生池利刑南発セどっ価L ; 

桜とっべさかの検と行なうコ とは 初摯•的な坨理•周 兆を 闻 る ため 

に想義あきしのでわる。 さ のずき5待セっ ラために茨術会採の z 用、\ 

とナ九ば,体系的なこして 自科チ ・社会科子円団からの合: 

査と裂とするしのであり 卒横タな型俎みを比要とする.

さ ニ ご 林檎ご はー フど试みと Lて 裳東開発 の 成果と して の現在 ゥ 

ﾡ谷表"夫ﾡと 林茶生産の天態かっ とれ と 几現在の投力 人 ¥6 

下での経所性を比黙して状セ試みたい. (ビ城化生艦弁測"資# 

欠いて いる力ご. 土f益の検封だけと行う. 土地列甲経済性さ 

明うかにョ有力な 法裸 ごある が 契種 土地刊 用向の経済性?に戦 

は若〒の内題点之しっている. したがって こ こごは. 土 也純 ノ口、、 

十かーツを示すかによって,土セ利刑が在済1にﾡユナョ ハビ 

判断 アる とロウ,寿え方で貢為の状ﾡセﾡみる)

ﾡ業は来み章(め> 表2一 28か引 甲L ホ茶にフ こ : 

益価を表 ター/にしと いてﾡにピ れから手と収益 < 以 x カハ マ

表S-/一</) カラマソ(3の午伐ﾡ)土地収ﾡのﾡ走基ﾡ(位工)

1ダ

入

キ次 稲 目 杖 ﾡ 平 ィ田 (円) 会 乐同(ン
F

地 眸
苗 不
ﾡ 付
下 刈

(N

22 ヘ
フ $o。 本

ノ2 く
/ク ペ

0
• " 35
$o0

22

/& 22
/2 な7S

ラ <ee
み ooo

a4 <75

植面不

〃 植 付 

下 "!

(N 計)

• :
ス く 

/クく

u 3s

♦勿

オムダ

/5e5
/ 2o

/ク ◇5

下___________・i /2 ベ soP. P c22
「

下___________ン /◇< so 8 oo

フそ切
除 ィ

く小 計)

ラ く
3 X 占”

/ 4co
フ 〃40
<2 222

コ ス —夕 / 22

ス上の他 高理賞として岳手ノへの見り貨822円と宜入する

2 同 代 33 が 3 ラアー o 8よ2

$ 函 ペ /S 3 3フ2 25 ダル

ラ 3 c7o 3ラ 242

注>/ 入登は礼営杯局保育基半衣と基として -評ﾡ取不 
により成した.

2 収な量は礼ﾡ営杯局 カラマッ ス予だ表 ( せ位工) て用い 

さ 生産量に a oふと示じこ 宗校生空量と した.

s 未林価ﾡは現調ﾡ価相のバ=リ αvo円 (T伐α400円)

と 依木 ・林 小出し 

ベw ﾡ企11 たヨ査点、とる ヒ L 
リノ→ョの円と用いた. ［たが一 

= 3 4 % 円 くイ3 ヨフと 円)と

ト ラッ ク 星は市ラよ •ノ 2

こ 現内及り資料よりス3当

て立木価格は «P2oH-/2So円

た. .
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表 5-/一(2) 土ビ益価の算走 (利辛P=ダのァ合)

55 ' .シ。。一/ 2-22

にDa /ク尸3ー4• •----- -----------
でos e フ T

------
Z 3 3

- -
こc/2Pe-" ア ど s-

— —
. 35

ユ" 342 8c*2 ◇P / デア

こ永めたし乙ある。

ﾡ 飛 ( 南略表 > にお けナる替及当 ノ エ地いス益は A =4 ドル 円 

s=/〜s2ロ. c=23 /a 4 口で 上注の考え才に辛 こは A

e の主利甲当は土地利同 のる済性セしっが CU明らかに w泊 

な主子 とる 二とがでさる. 株茶の場合 はﾡ茶 0ように経営? 

いごなく 土セの衣ﾡ。 セカの央といルと示すことにガるが キ 

当 リスヨ 土地収益は 位 I = zo2 円 . 地位 I = ノアフ 円 . 位 

工ごィ4円そ 金額 はないがい ナ北フン ス イと とリ カラマッへ 

王世の 戸成木ボが成立 することセ示山 こいる- 林求 »士逆ﾡの益 ; 

ラめまために て 本電括セー来と I. た場合 ﾡ株 似出 日画= 

い て 主達 性へ同上が団→ 11アt くな らば い ニとはりうキてしはい

ノア当ノ5タマロ ・うe 年度末巩在)の冏足变用 を栈 じ さ っ

◇0由 かゥ の 判引触資糸 の中ですナすのらW市営息は 「 

ボして浜) ビニ乙のき哀が川シ目にびている場合 現在

格水み中で 林とﾡしてあい土地生違性となこいる,T 

※は、土セとスが負価と示して いるCである。 拓ﾡ条 グば

戸 以 にヌ X D 生 I エ この Cほ 又 上「シ,2 ご 振 さ』

茶政ﾡ的 には市ﾡの資本ﾡ>広なﾡに る不報ﾡﾡ"振突が打ち 

りこ川る べさ理由は 入ﾡﾡの生活向選どいうﾡ点だけナから 乙はなく. 

ェﾡ利甲/高度化という — から 山当 然建訓され るしのでおり またこ 

うナる こ とが内行T政とﾡﾡしたﾡ政担当者の資務と いわロればなら 

ばい"

ーフ»内船 部旅地り ウち 3ケ%が未入ﾡ力としこ長い何木刊 

甲まま にが症され こいた率実こおっこ 主が国次的所T有であるため 

W ﾡ ハ ﾡ 済 中で 容別 に戦的 に ﾡがさ た二とはいえ 土地利 用 政木 と 

て の大敗は飛い行ないヤタである。一ま小し取く営ﾡ種への有効利 

が典< まれ る で おる。 こ に L こ し以上 »経 セ回ﾡする とさ 

上 たリ用屈 発 に 先立って 地土地池利甲こかにし と ブくセせ土 

川果 十画 高立のル翌性と娘く 認する沢なである.

池)ﾡ発と国有林の保全根ﾡ

Eﾡ発と国有林へイ示会桜資 の内保セ地の場から と う考えら4 ろ 

ハ とuっ視点かっいわ外在ち的. 一般冷的に述べて本ﾡの8市と致 

=u・

K’、 地 双呼 と国 汽林"保全口点 と今える 合 ま ゴ 地成経済 と国汽杯" 

内係が『さな［けれ九ならない。例えば ﾡ会した新冠町力合. 全 

林面ﾡのやS2 が団有林でおるが 国ﾡ林とだたと の声産は 三カ 

っ ちえう小る。

その フは木ス供台=よる地元ﾡの足 (林ﾡエナみﾡ生差など) 

の三は国育林市※にとしなう元ﾡ用 た当味著iぶ浜 

派こくめてこ の元ﾡ委によろ町済ﾡ助への凡対共が挙げらハる,



こ の三は国戸林グ 山 水ス林成 こ の他保全えﾡによる傾全効系が 

うらろ. ニハささ 現た回有林八経百列一つにて元R 

に-ろ ゃえ光式社会福祉 PP長 といっ 理念 がお るケ 土さに回 河でで

式の上Aに立光 てuろﾡ合 ﾡﾡ杯のポす会効系は まさに忙を 

祉打ﾡハーフの形態 とし方えら ないだっうか.

LL に 国有状が生産力増強十ﾡみるいは企茶会十としての回孫 

ク経理上の理由かっが株之テナ» て ウ< 場合 企未会計上からはcズ 

力 成/形成 する. 治山 貴 0 刖滅 左耍录 ナる のし当ﾡであうう- ウL 

坨ぼ住民 のえという視点から は. いわばル要り殊に述プいて大さ 

17 るべミしのてる。

国有林企業会計が利ﾡとﾡげ・ 程ﾡが豊かであ る場合には 国 もヽ、 

保会投賃が冷山 浜泉 自停 ク効キ的夫行 という能幸 の旗理から ダエツ7姿 

tると!こし 「保全択資」 ごのし のと否定さ ることはは uでpっ 

・かし. J とたび企業会計が才価み低落とのの理由に キり赤には 

た場合 国有•杯办保全争来の可否が向期となる. とナれば回土保会。、 

ラ若業之企茶会計の中で処理する と二うに同題があるのでは出いだっ 、 i 

か・ 国ﾡ林の企系会計制2回林という 宮イク能字的で^N 

とtて 引タけら』ルたしのと所すれば 国有林企繁会計ハﾡ政的ﾡ由か. 

・主保会快ﾡをﾡ止する向に回ﾡ林がウかさるを科なかったと ・ 

7 は地域会済わ 3 い は 国民建 済•の不見長か らみて大さな示ﾡじいわぶョま 

ィ出い.

しL仮に ・有林ハ内的理由によ り 地域にして 保会的配A 、 

隣した ならば 国有林は地元から見た場合 Mス益セげるーカでは 

か と いうセ 当がけ 3 ことにるだうっ。
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わが回市林圧まと みたとさ.ﾡ本刺生ﾡ歯のため示だ的ﾡ預校ﾡ 

と乗しこさたのとり 靴武の生配残井画にLこし」 わが回経済のい 

hろ 引底成長 にL と < ﾡでにた tたい わば項後資本主我の構堂 

的支ﾡに打ﾡ! こ#さた林ボ政求ヒ、こ打出 されしで、林業式 

求とLては当継の対応だったビLてL 二世立しっ わが国経済にお

・て は 域済- ゼ住民からみたYさ そはお<まC「よセ

- 坨域外 へ の 令夫的 U 棟尊 と 理肝とれる ごあっう,

国有林ﾡ帯と永涙とする;河ハ ク下沢形にﾡいて 表米的土地商発お 

っいは工系的土ﾡ向ﾡが行わ北,屯城社会沢本がﾡ加した合には > 

ホ的保全計動一Fと し て 根本的にはﾡ社会面祉とい ゝ理ふから国 

声林保会資行われるべさごおる.ﾡ立の言禁と信りていえば地

「1中れﾡ足正乃た 内 ク社会摂本 -環ヒ し こ 天行さn a べさし○であ . 

◇ と 秀え る,

ほ列ハの〒例は こさにしきべた=とく流内音業内土ご利用所で 

と回ﾡ林八ﾡ飛とにタイミ>グ上く由合しただ山輝に」り 土砂出

2コントロールて国ﾡ林だ山クﾡ能セ十分恐ﾡしにいる 報例さはほい

・ラうか・ きのﾡ生た版が高く 官ﾡ生時へ衣き推滅のは性へ 

新い空原から治山投買を行うという 杯呼山のリ >シプル以外に ・

休のﾡ地向ﾡによ り生成さ た土8で下ﾡ南恐だの佐氏に茶きと s 

え てはうないと いっ高 い代理属がお とこまごしってい ったのではは い 

=っウ ガ・ 北海堂 日 高 におけ ・写列 ウそ済的り位置を 考えたとさ 甲に

"自発生時の択き義べのぱ暴性へ海さ- という楽済合理的町に 

F々と 7 て我後ハ限写に可すえて無さ上ヴこ3た貴氏への突情があった. 

ご をろ はォ4のセンチメンタッ ズム ごおううか.
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元ﾡ未イ不会資は目谷 災旨と ○同杯で 例えば台原ﾡ科がちっ こ 

はじめ てさ の効率が •頭在化す る という 性格 たの 地域土利用南ﾡに 

おいて. 十分『ス入ILらハ ばいﾡ向之し って いるが 地つ交た的発R 

た ゅには 城土に利用計回の中 で 十=分に保全茶が今ﾡさルなけ 

*ならない。 ^

Lかし 水ﾡ地帝における 国有杯係全資は 土ﾡ生産流出を/ 

tする という生的ﾡ oみ cな<. 例え *天内向工指による山脚のを 

山腰工によ る 山 セィ家会 により.. 一うでは永賀原の保全に十分ﾡ能し リ 

えては水利戸の高ﾡ化に らなり 長期的にはじ域ﾡ済発及の準税 、 

たうたうう. くノP44年2月20日)

付論 林業保全資へ の一つ のノロー

ーー国狗•林「の壻合一

はしが き

・ﾡ林のお山治水宇茶は 工茶形ﾡの基うとヒ こ の エネルベ-派の 

R - ネカダムのﾡﾡ 工系の急速な飛ﾡ 都市のﾡ系 産茶の素新 

点所ﾡにとて っ こ惑こた水利 水きﾡが表面化する と ともに. 

こくワローズアップさL ¥の玉受性は認識さ との糸ﾡはラく評 

乱さている. 国ﾡ林が日本国土の沢部に位受し そ の大部分が巨安 

可川 o 承ﾡﾡ帯にだっ てu るだけに当が ヒu わ ドよない.

しヒしと回有林みﾡ山ﾡ天は林野政策の一環としてャー期 ャニ 

ノナ:: 水申笊,中ご行われて きた. Lかしながら杯政税一を契水と ・ こ戦 

の林政の才向が明確化さハる や 国有林においては特列会制資が係 

甲 さ L いP 内る企茶昭営つ向が打ち 注さ てからはなの よつな* 

2ビっていろ ・

取後 日本経済の個注期 (BB和22〜 ス年) には. 林ﾡ物の売行不 

Rで Lかインフレのたの生ﾡ系敗の接備不十分でおり 神列会 

日体がキ さ に 連然資金 の入 之用 に あた•リ. 台山業に フいてはス べき 

当 投 1なか っ ﾡが 羽跡乱を 契核 として H 4 経済が復ずす る ととも に 

nテTアみ会十いたよL経者のA従か確さた. ' .」 

-nW期に会国的な大「きが沢し 国民の国土保全. も財ばコ 

卜ろ内心はな激に高 内には治山沿十繁協ちへが生しﾡ山



さ永汁不本マ岡 (U8和D ユふ) が制天さた。

国 有林神列 会計は ホ格あ形 ヒ いう経済系下 ご利余金セ 生*. - 

ﾡ会計に祖入/たが 国有林の利益は政に役立たせ. その忍分し国有 

林が行なう ミ ビが有ﾡﾡCあ るヒいう 足地か ¥ の利余金ごしって 

玉要水深地予乃民ﾡ保交林と頁上げ 治山幸ﾡと花行ナ ろ ニ とに「ゝた 

(イﾡを林不ﾡ備時情ﾡ法昭和2夕年)。 o ごのﾡ入港山向Yビ 

刃こ 国有林 办 治 山車 茨は. =での&考だ山手 とK入ﾡ山判業の= 

本立 ヒった。

とニ3c 木林町要ﾡ大に対応して. そ生雄糸としこ林ﾡ長炉 

計画が立案されたが, 三 う した伏品の中で但有株の注営期勢の警備ハも 

ボさた. 本未 国有林の存在なI一A的にはまず*ノに林定物と。

に 木杭の生生ろよび'伏始 という国氏済的でのえ足にお リ スは国 

土伝会上 の 目的を成ナる ニとで列リ *ョは (他よ ) ﾡ山科住民n 生 

汚おび経済の交定向上に存与する二 とi= ある とさハ川ていう. s)

う ・ たﾡ点から と川 さ化ヤスィ林 ャノﾡ林地 や3神林地杯 く 

分が行テなわ』 とハにとしなうて方山丁茶においては ﾡノ種A(

/H林也でﾡ・ 会く生ﾡとﾡ符しなUご,根ﾡは現在の林相と(

保会的検能 を期伴プる杯地)およびヤ5ﾡ林に対ナる治山投資と公共 

a山 と よびオ ノﾡ林地らセ(*/ 建林世であるが',たたさたま 

糸の中で保会効ﾡとあめフっせて生左力 の大と図 るため ャ 福

ホビにﾡじ た主定否と行う林木) およびォ a千林ﾡの治山は

さ き成すう ラの 点とい う 意味で、経莒 治山 と评んで. 国有林だ山六ょ 

公共さ山と経告だ叫ビにこ分Lた 二れが公共資と企求収資る さ

たこ とはいうょさしHい
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さ山到茶が企業内で2現さハる 二どにば 当べき山申素の経済対 

米が向わなけハはならかったし 口京効 申 が 向題化せ ざるを得か 

った。国有林の企求性に北とつ<たけさなく 一般公共投資しﾡ会帯理 

»0っ迫Lた わが回なほ派にお い c は 率 業 力 固 民痊清上に次 ば一す 効果 こ 

EロL セが的中よび・『期的配列!と諾合的に配息ナラル毛性か 公共 

ﾡの経済効系が問わ なければ、ならなかった のて秀る .

二うtたﾡ向の中さ」公共半業っ中でし主せ改良 千柘. 商ﾡ資発 

中不の対飛はﾡ定たn 5)ﾡ山事業においてしその防災効界八ﾡ史が

み夕るよっになった. ○)s) 二れらはお山資の合理記か 手 

戻理彼かそ当性力検言. 申系の守急燥任の決夫 ﾡ行歩法の決ﾡにつ

< このき親的なとりどころとするたゅに 今べさらに十分本対さ 

1ろべさしのとみえう, 私は本ﾡに点いz 国有林におけ3係会ほﾡの

<る二 三 の向題4と,(系全経済字八視点かっ方氣し よとナョし^ご 

Pa.

主/～/) 林木野「回有林十のみ」 スの2K /アタク.

<) 横ﾡ正之「所T学 林木業の基本岡題と法本系」 ルフA,

夕/

う) 公共中系々そ済采ハうち 二=ごは土地資ﾡ査会の主 

地択資効学 ﾡ定式と 十利諾果 をておく-

嚴 投資効率 / V ァ7ス

ニニさ ○は長茶払W益とﾡﾡﾡ戒効示こ示し Pはだ投六

染セ 子1は様準利セ 九はきSﾡ用故セ示ナ、

二 の式は土地改良市業会体セー→ p公業汚ﾡ ヒL 乙花え
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そのマキセﾡしェってすろ4ので ﾡ々のﾡあの立ラセニ 

つたしのこァる. ・たが一そ =のかっは 資ﾡ業とし 

て土セ内ﾡか 所 テる ためには国資効聿か/ よ りさい二2 

が就要たのであう. なお -の式キり十別すら®合 甲索京 

スび収益は一足の時点に挨ﾡ Lそ物個安ﾡ2浴券 するコ 

< 乙ﾡ提2 て いろ。 また ﾡ茶原会 の7E姫は士池改良余 

面積 の送産型セエ手ﾡJ後び年のき示から花計 tz= と 

頃中写 ・こ一え。のス登年を余Tる のとあ ろ ・

土 斉調査会に よ って 岡査 さ た 三五県神田水 不で

口 s4 cお り 受援県大谷地可木始ﾡ系。例では。 ?

• さおった. (来加・ﾡ部 茶生な○ﾡﾡ情雄 さほ郵店

3P頁 ク=ク)

の) 大沢型「走山衣資のル理性にビの本- "水経六伝 < 

/4o > s4～ 44点

一、ず「ラ山計コと央行」 スノ〜ノSク頁 sァ

2緑全の令

の 主地冬済=沢けっ係会悦念

係 ( aンuwn> ヒいっﾡら木はおき的には - っ/)# T 3 

ミ 全旦を会 ・六確にイ得 P衛 係系顔はた は年神 »• 3 こ

そが ア* ッカの生光経済字者 タバロー怪 9な8到

-1 5/ 一

・ナn. 係会というのは長期的9つ資源ﾡ明利用・ と走关 してい る. 

ハ 共明社刊用Yいうたﾡは余りにしﾡとしたお令でうきが こ 

G童味を探3 ために 土セ経済字の河受をﾡらかにL てみく じ受がお

と考えう.

ノク世そ微半 当時のアメリカ資不主表経済の展ﾡ期で. 雨士戦 

予こ契税とL て摂本主ﾡ的差茶クき車な発展がられ じ然的に強定 

中の制妾を増大した. ニカニとが第木ﾡﾡへの入植とし 一 

こはﾡ求ﾡﾡ化による生年力のな大セ回- た. こうした 中 ごアメリカ 

○広大は土池ﾡ原は も総 の ドラスチックな 充展 のとめ粽尊崎 素計 

野的 候間され ○にかされ. 土たﾡハ手 a7マ回、の乱し通 

は. り伝4に主浪侵強セ木大状に恐だtた,、 ^

はた良茶税械化ににしなって 経宮規ﾡクな大 汽本試ﾡのな六た 

とし この二とが表求着向に階層み化をいたらし 情に表立大量

• 出現させ た. アメ リカ 氏主々義 のバッ ク ボーンと思わハ て いた条ﾡ 

ﾡ場 く Fawuey > の前壊は. 大きは社会的岡に率と社 

地池製向題はじめ土池向ﾡの研か活発となり 注に尺 コーに 

よ,て土せ経ﾡ学が系化され 3に到ったのごあ引. /Lかに以上

通とみるどさ 「合み国の資本主義経済社会のドラ スデック な 

展 ど どしにき起せ しめらてくるどこ引 の土だﾡ源の古ﾡ, 惜じﾡの 

出現ﾡに対ナる 交息が土地経済ﾡ立のﾡﾡとった ンいうこ とか

でさよウ.

ーウした歴史的景の中でした土て経済学は- ベT三さ .

S -..eィ?t " c工aud E Cイ-tクーzcc〜 " ノァ P , AC Accc 

7名 e と Ccフteフtccw / S s-cど euxxxこンz y /ラメメ2
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ス で Re?ce " ムそた〃 Eeepeuとッ /アダ 7 /E 

Pkzcxez &x ペ・ラ c2Cezと cCz -- 

ac4 ア。.とcと. ' /ァsと ス 5aCewe "2ontd

ectczce Eceueスzcッ / 55 に よ りﾡ拓 化 こ 本

系化は益々日ら4 乙いa, 々バローﾡク着吾 く"主地京涙役 

学" /ク58 )に工ると 土地済学は商ﾡにしえば人向と主地との 

経済内係と研えナ 引 分野でろ ・ ー般経済子と同税に 土地経済学はﾡ 

グ資源八配分 と利府を平い そ の豊気は土地に集中さ ろ. ・たが 

っこ士池だ済子は 土ゼの神性を理所し 函本、労ウﾡク生産で点 

と肉係づヴ る問 ということがそさ とれはﾡ去的にヨフ 分Fコ 

分すら ろ.

ノつは 自無理塊と堵資瀕の確穴を取込ウ物理的. 生ゆ的分ﾡ 2 

土地 資派に揮得する 必見 办 ﾡ大セ き回する人間の音過的行めにしと- 

urこ 価位. 京用.収ス益,利洞などがﾡ資源のﾡ分のらいに広采ハ 

配に お よにすィ作用 またこれら の 資泉の生艦と利同へ の4作用 を取 

経済的み, 引は習的伝統能方法 え化的環优,土セ所行制 、 

法港面. 政府の涌や茶. て のほか人 と人. 土地とへﾡと同の行 

内ナる 向ﾡどセかくむ制及B今である。

アメリカ の土セ経済学者は」土が殺田的りに五ﾡな判セしっ た に 

ての向ﾡに倉内49に平組んだ・例えばノタ54に 左クム c.ax 

4et 制えさI 河ル花ﾡ 土侵触向選が深急の題ビョ* 

生地経済学会は水ﾡす計動のー フ と して：可〃］流域全体のそね:”：网 

ハﾡ力よび寸画, る いは土花源係全1列用の計司に = 

ハa. ニうLたﾡ功の中じ現点には 経済学の目的乙あ3効申 。

e4cシcとt > と号生 C eS/2c ) をわい たこ とは( うで 

しにい。

と 二 っごバローは 係全とは涙引ﾡ源の明な利問とえした 

がさにこ の 内倉に フいて 「係全は現在と呼示の向ﾡ源の配かに 

Fする回又 は相へ の 諸決定 と 持定 力 貢、原の用来 に おける利用 可龍 な

裕量と増ロする「ウ に計動さルた政ﾡと汚動とと平扱う eれは* 

六泳利甲»時間くズ> の可ﾡと含んといる とし 資源を三

の9ィ フ・に分けて保全をなのごと くﾡ定して いる- 5)

(ノ) 話積ﾡ源 く -しとd-い2cと >

『 金ﾡ 石炎 石材 • 沙力H ひ••泥黄土壊のよつな貢源ご將战資源と

P とばている・ ニの点原の保全は 般期问にわ たる 相外 的に固定 

化Lたこルの資源の供合物の利用を協大する =とで 历 リ それは 

河城わ名いは消字○ﾡ少と -定期向後り にもいて利用せすに

) 元 ﾡ 資 源 く Peew -2～2とc」)

除水 河Iや泊の永 陽光. 風.,ﾡてどの諾資深であり zの 

ぼ全はこれ ら資源を利用 tu ことによって しらさっ経済的9社 

会的涙費とはくす ミとで ﾡきすば二化ら資浜の実床的び利用の 

ﾡ大化セボめる ことにスる. ・

'3 ス合的資 深 ( Cewcッcを アンet ・ と-ccx

ﾡ源とﾡ動資源のﾡ者のﾡ格とイせて しっとお 圭物的資



尿 C 2-c244c24ピ とocとととC* ) と土 予入示 て -e- 一と - 

.と.. ) . ﾡ物の効き く為B改衣 ( t42- e ふし.のと 

ウニフ :分けられ a ・ 主 工rf 人ﾡ的国獄みﾡ明メ対甲は&1 

宮帝 の計画 ナ る朝向 セ 通 じて ﾡ高可ﾡ7収往 と産出 し かっ同時 

「-その期待さ a 生産ﾡ性と神改ほする二 どである.

土資派イ全同ﾡは ホﾡ係会ハティ的汚系として ウ番味をし 

フる さらにき°田にてネニう・

レン スはハ> スの左と引用 ・ Hがう土保全にっいて次のごと 

く述べている. ナはわう「義地は一ﾡ語積ﾡ原であリ -は生向 

的資源かあ , -部はフロー資かであろ. ニニとが農ﾡ係会戸A 

とね社を化。てua. ﾡ求生産はﾡ干年の向に言ﾡされたﾡ皮ちョ 

・は水分 エネ ルデーの 現在の李受 と結びフいた フローﾡ示に F 

こ干霊に更新fさn 引 昨E入夕と同 いる, ﾡ茶生定力 はチ手にわたう c 

く商 -ェ ってっくらたしのであろ。表地の保全は所号4 m 

提とL z 旨ﾡ次孫の作ボと主現在の主産水とアョ と 

C羽ろ」. ) レ>ネが指するように,土ﾡの資源的生ﾡと係 

全 との肉係は注目 しuけハ ロらな い. ニ のよに肉 L て沢村ﾡ干A 

は生地利甲 クﾡ点か5係全とう?したキて 「土地利刑の向ﾡ会い 

会 くccフt.x2、&ズク ) り見からみるなら ば ﾡ況 A源に対 

ては ・行未 ク利用クたのほ夕番ク 沢添を丁ようS 消代年セ ス 

うニビ・ みイ会の忘する X = 引て り ニれに天L こ • 条A資入

1 J t4sR負( ")と平いうしめ3ウにP" 

る ニとニと休会の主で内さをなす北" とおるのである。 した 

こ 土池ﾡ題ﾡアロ交は 財流ﾡ孫の利用ﾡ式と中じとL
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こ及商する二とと1るのは自べであろうょ と述べベ>ス時 

況点深と王視する兄才をしている、 .

主係会の経済9☆沢にっ uて は 主支泳0生左性"時統れと 

黙調する立場ど生皇能性の向ﾡ 改よほを強請する立がある とバ 

ローに述べてひる. 。) 神の概だが表率さる合には土h 

保全は「- 定生星ﾡセ仲っ た方ィカ と ﾡなの 一定の侵入によ っ 

乙.- の土地面根から ある行未生ﾡが同ナナ ろこヒ さけ止すョ 

か 然•らざ事 ば一定不次に保つ」又は「長期的に一走の主莖溺故を 

保円する こ と ユ と犬求でさ a. ﾡ発と改良セ強調する立は 四え

主保会p の定求 したごヒ<「土求保会とは 門を的 ロベースの 

上で効果的且つ 豊かな 生産が生未る ように土垠 の 生隼性を定我 し・ 

ヌは持ナ るような 塗切なﾡ諾合にﾡいてルでなすべこの手授の生 

当に寸する応用であ3。 ごれ旅に土会係全は ナべ て み土球巷化の 

形態に対して 土比を 保護する ニ と. 候独されある u はな賊さ北た士 

娘の復旧 植物刊用のために水みセ保付する こと た 黑4とこう ご 

*ﾡ切は表系上の材ネ と混. と ク他夫ﾡの左出量や ﾡえは依 

収益と極大化するのに京ﾡすろ干投 とせしていろ。ー ナべて同時 

に・」 ク> ヒいう二とができる。

土金保全のれなは, は未士像後ら上とも木!ていたが・萩術的 

: どこからが防止か. どこからが愛のﾡﾡになるか手業ﾡボの大 

こ としに判然とせナ な求の合は大規検派形、ジ共水けとし含会 

た。 亡の祀回はUすれセYて3=Lろ 保全 の 吋賓が廷済•的に I ：K 

負の題にア若すっ = とに注目 したい。Fワにアメリ,に A い ス はﾡ 

民ﾡから D衣資と社会的費用 の減少ための公共預資 り二っか用い
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クれ乙いるうそあろ,ッ

バロ -は土保舎向ﾡが表ﾡの経営商選にてり < ニにはよ資余の 

保全とﾡ明な刊問と が含n ていろどし. 「名営着)は 土ﾡﾡかう承 

ラ の天際の収をて要得丁る よゥ に生作業のﾡ状と弾期に?U て注せ 

ゼけルはらない。また同時に 土娘生ﾡ性を世ﾡし 隆住村ナるために 

彼ﾡが甲いろ保全資と保会業を送ナョ こ と. B中ﾡセ決める=とこ

フいそ同様注と示さなけれてらない」 ) とべている.

/ R Baクew-c " oC&し Reewce 正cecx.と

- ス4。 Pececoe Eectey x ス2c4 a...4

& " <1 ペ31イ2-e /子5ダ " "中 */。 I

ﾡ Ceuue22-acez e cauC アe.erと2ceu J 試

・「土地次深の保全」 (北活道立合7て済所所 ハな決台 

沢 昭和 3ク> フ点

2) 二米期も「土ﾡ経済字について - 成とほ四- 天力大子:s 

合ﾡ学研心報 /サ. 7点.. ノワテク

3) Rバロー ハ老渉も 前 2-/) 3〜項 

44> / &.忍cze ' CauC 三cゥztotcと " ノア3頁 /アィプ

5> 沢村未千「水田ﾡボ/E付なにﾡう研宛」ﾡ茶役研「

報及告 H2い号 ノァク、

<) ペ バロー 
八老渉者

ﾡ 2一/> /今貝

8) ﾡ林水産求生た性向上会す ドアメリフ"土利用

) な 湖ﾡユ-～ ァ民

(ス) 林茶におけるイ会市念

注求にあける 性金慨念に は. 林フ浴山お水能セ中じと と た 

保全 と林年八永ス的供どいっ 書味ホての衣天源このしのハ会と

っﾡ念がある。松島日唯氏はこの点について「林朱は旭屋胶ンレて 

は国民汪済会体に対して いわ 内 る回士係でという生京での決係 

全的能Eと諾神情歯注する任務をしっ こいる. こと同時に林亀ﾡク永 

ス的りな供裕の確係か少進人でmして い< とuっ定木で六の係会 

ﾡﾡがﾡ理1危木セしコ て<a. ふっ うぺ然萱;凍り保会 とuうヒさ. 

※者の ﾡ味がっ よいが その中にはさらにﾡ深の内窓とたえ r内きL 

こ 生星力のよりあいしのと して 彳熒 世： ヘ受 けフ が, こいく とuゥ児想 

が基本に あ う ・ "ヒばべz いる. •

とこっで, ﾡ有林の保会ﾡﾡと方衆すろ合 亶要なのは前巻の保 

全約ﾡ能と中とした係全概念であ 株がだ山治水ﾡ能セ4 っ た 

P に林飛生産がル的にしフ公共的な生ﾡに注目 ・け ればようい. 

二 の点にフ いこはダ < のき合者がﾡ山 たところ ごちきが セ ロク 国有 

林の保全資内ﾡは ニニから注形L け はは ら ない.

森林力しっﾡ山治水ﾡ能をﾡや1ワに出べる と次のコと< で あョ .

() 森林が山のﾡﾡセ止するﾡのうち 主としてﾡ雨時にみ夕 

M る 兩ナ目E たいしては 大# 分 は積ﾡ的に有効 ごある ゲ 地我旳な原 

日によ り 森杯 の存在か.無园保"そし 万リ 地上 ) ク合出どはか

在が逆効果の合しある. ・かレ通帝み Fる土衣 

商ペ社に対山 こ はe汁的H効系がおa.

() 株林が山地自体セ以ス上のごとくイする結果 林は林か。の
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沈土砂受も明らパにﾡケせしめて. 下泳光均の土るにる を 

い ごいる。

) 系林八理*効系と し こ は流水ﾡの天大と長小八向さ とざ泊 L 

xくIに浜考う両Bのﾡ大々とめろマの系の死実性大さい。こ ポ

は受及な森、林土にキ所が大さい. )

ニヒ た株林のしフ保全的ﾡ能とあ っことと中じどして わが日 

「旅素にあける保全対■衆か-どら てさた二とは uゥ でしな い.

系生産が半に木材生産 みと目的 ヒL 乙法緻化でさな uこビは 

林の丸 フィ示会0ﾡ能からルﾡ!に結果ナる のでおるが 二の内点 

と明らかに 引 ため に/林犬における社会的民用と社会的の虫た 集 

ナ3ルﾡがあっっ. ごみため, M ず林業門 に アプローチブ 3 けけの 

社会的視点と 私的与のﾡ県と明確に ・ はならない ど考える . 

旧人は自己/ヌ担する費同ビﾡ受する利益クマと同験/に す北よい。

社会はAﾡしﾡアる人の如何とカデーtアの犬用とイ益が均題 とu 

. 社谷的点の特故A. C.ウォレ ルにL たがっ て 茬为ナ う : J• 

ナオ ノにあ引 T動 ゲタ る何へ ヒいっよリし社会にわけるだこのヘ 

上日ナ 受書を 単門 テろンいっ点 cく的9よ と と の生格さ Rにa .

- ャスの4徴は 個別 的視菽 スリ し河趙 2ー唱 很期的に考える こ—、 

. ヤうの特1は 社会の宛松的り目的は 「生存」といわれろtみてら 

るヒるニととろっ」 なわち会グルーフの生存が目的てち A 

八 甲 八効やは才会 の益会にして ポニス的位玉 と占めてuっ

社さ的9管所 くi ァッン:「才=キおらい一般大サパロなホ 

”きがか：“果 お r)ル； =ココ7を夫 含むし」 z
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る 二「社会門9責戸 と いう冷U 生,».過程の結乐オ 三者 または社会か堂 

け こにLて私ぷ企*ﾡに犬任を貴わせっつが回ﾡな おらウる 

声ﾡはﾡ天十振失にっ uzuわろ . とtの指「私的企系ど社会的尺 

問におuてたﾡして u る. カップが現代資不主ﾡにうけする公きの商 

ﾡとして アメ り力林ボク社会9条用にふ7た点味木深いしのがら 

るのでさら に千細田にみてみこう・

A大な寄にわたるネ林資ﾡのﾡは書地問市だけでなく代不 

ボが大規ﾡな両茶的代係で行わ I Tためで 木ﾡ生ﾡﾡのﾡ化○ 

飛 価裕低落をしたらし =の®個格がっざのﾡ表的な主な方法を 

雨に到らしめ. 資示の保全的方茶のﾡ府セ不可徒にしていった. 二 

• な林延源の競争的囲終が 表じの預的門 と相ヨま って 波に土培役 

ゅによる土ﾡ肥沢度の減セ 生み たがお よび後独 生成物 は先ホ：C.

路 海式溝算 に 法償 し. また送水の政虫ほとﾡ友とﾡ太させた. 

またーカ では木ﾡ資源の週あを生み さらに金却市セ出現させた。 

二の出空梯市は お B地におけナる木ﾡ資八千のﾡあキよ=n 

- となっ公校素の他方へ のぴ勃のために ししばそのポァ。e

XAよび全佐民がﾡ池に使い"らnた現ﾡで予る. →

A cウォレル林ﾡにお(る社会的六用とLC 出茶相にる 

公 の依. 上ﾡのみ水茶にh ・主屯日用かうずョ ト流ボ 

»預吉 パ木争業だらびにその他みか林末によヨ河の沈ﾡとその 

・系から生ずるダム のた泥 奈林から沈出する 水ﾡ皆理上クホ喜と挙 

げ と<に林米生里では土娘ﾡ源としての主地 生産資源としての 

ハボ会 たな云堰に よる社M的代用 - 委 士

B ル：,1 こいョ。このほか林度物の涝二と徇格の木恢に ’レと ザ<ガ
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ﾡ ﾡ求のそ用セ午ている. s)

社会的天甲 cseccf ceu* > に対するれをは社会的便会 c 

se-cx2 ムe.イct )でおるが 私的便会が企業者 ク 生差 活費から 

の収ス基の一 切セすのに対し 社会的震益どれセ生ﾡした企ボ者よ 

ソ し 他のく々や社会に生ずる方ま L い結果または利ﾡ (みct) 

とLて いる。森杯のしフ 水ﾡ品養や土み汗止 の被ﾡはま さ に社会円 

便会の球例で力 3. ニへほかﾡ示あ る いは林茶生震= よ ・ み不代に 

山 と ブ<広ﾡな社会4イ益ル配要であるが 本ﾡで は来株め フ 係会 

弥棋能に肉する社会的委用 と 便益がとくに童案•と会 る. 社会ボ用。

伊益とク肉係と土砂止とめぐってみると. ・ま 土みP止セﾡす森 

林と孫［たり 下流まで土砂と流出! 河】工作4初と型ヌナば 

社会的資用セ生せLのた (社会的収益を戒せしめたゝ ごお ﾡ

に 主秋流出 の元民地に杯と造成 L て 土砂の流を止 社 

会的便益セ生み出 t た (社会的会甲をﾡ少せ tのた) に ビになる. こ. 

n ニ フの場合 こみら ろ社会的イ益 し社会 19貴用Lzし に林茶任ぎ者 

にり号んするしのではない.

森林のしっ おUﾡ水ﾡ能と便益との肉係を回示する ヒオ 2 /回り 

ことくごある.

林茶に ﾡい て は 一ﾡに経済効果は林セ代株ア ることにょ って 

ら儿. 係全的1社会8領益は示を存立させう二とによっ て弭らん う 

京に一 っ か特異性があ ・ こ うし た性格の故に. 二 ハで林ﾡ政ポ

Pい てし 固土保全力. 爽は傑た林を 次羅する 二とによって 杯ﾡ資沢京 

ﾡはいわウ る普通林(経杯) セと I てその政ﾡ目的セ地成よ 

ビした.
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,■■ ■ I --- ャ2ーノﾡ ﾡ山ﾡ能と便益のび→さ

土ﾡじ止

憑 名 次木 時 の 浜 氷 綱 ﾡ

堤頬の土砂貯留および流防止

ﾡ堤想によ る洋低ﾡ防止

交ﾡ的大渋氷時 の水胡師

以* 山 腹旗工によう 土砂流ゴ 防止

突発9大災も時 
の軽減

通お六水(年
き ) の 被香終 

派く

ダムの防上

号 水時 の 増 加ロ 水資源の養
(発恐 ﾡﾡ.上 

水道 工茶用水)

(水経済年午報 <火Aよリ >

と I た・

ー う L た伝税的法に六! こ は • W彼2木わ戸みク寄裕通過2ﾡ 

とtて 係ﾡ林の資界的価値に岩目Lて 木杯生産と係を林のﾡ能の 

整と田引 う とナ5見門が表明さている ・ ">«$)

飛氏の 命務は. 係合経済学に 立N7 し こ 両ﾡ の後済的均很了とは 

かったしめで. ユニークなﾡというべさしのこあっウ。 ﾡ沢ほは「 

国民役済は株茶にL て林ﾡ物 永久的な供給力確保から： 民にん 

ご増和して ゆくw髪セえ分にみたすビuうせ木での杯産物氏源ク保会 

? 卜 林ﾡウト部終済と L て の回土保委 せ力 あるい は濃耽時の木 

汽源としての社会叩商賀源の係会をﾡ求している」 とし Lたがっ 

こ「一林 の保全ゆ利 用とュニ リ ら の永林利 甲の受求にして会がﾡ 

ﾡの景通配みセうとuっ ニとと. 拝示の求セ可なり満たナた 

ッ ﾡの内窓セ祀えず改替して, 生産力のより高ししのとLて
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世へﾡけ→がして行く ことである。 印「ち休全的利用の基衣的7はに 

林東が'国民窓母!こ与える とこう の社会 的買用 2ecca& ceut と 

会的利益 ae-cdu&ムoue&t と肉係から社会的月生ec〜。 

o.cekaze と桑町がにﾡ大に するといっことである,つキノ時門的 

にﾡ大の社会的も収益 ノム メとそと.t ce-ccc8 -cズt を 

えるように林と利用するという二とごふる」 ) とすさ 本株司 

飛、の夕目的分ご合理8に果す理と Lて. ヒックス の経済ﾡ弟ご甲 

いてラ選になえよウ としていろ。麻沢の呼じ的は試みし 結戸林黒 

生産の u っ二登的性 一経済性 と保在性 - ハ しフテT 阪を a 日 

したし » と理解と さ る のでおる. そて= の二交性は林菜に ト ヨ *\ 

会投資セカえみ場参し型ﾡしはればらばいよでアさ と方z, 

キ2ー ク 松島役陡「杯業済字」

o さいR声「A林クき山だ水ﾡ確ヒこヒか"るヲ南選」 

林系政科ﾡえ会ﾡ「ﾡ山攻ﾡち希所ス &7頁 pa, 

パ Acウオレル 評F村引ザ 「社ノート アメリカ株系 

経済ﾡノ○目- 休茶経済ん。ノルの ““•ミ ”ん川 

パ 人ルカップ 八奈三V「私的公ﾡと社会門☆甲

ノ$ィ～/45頁 ノタ$ラ

) Ac フォレ ル 野村勇 訳 ﾡ 2 - ) 一-と 、 

) 帝沢呼大 云林ﾡﾡの係全町利用と:済画

林奈铿沂 ヘo5ラ 4o /夕<2

, 。) さ1成ﾡ 帰喝 タ - o) ク5～63点

ハ)さ沢わみ 前岡 さーノ火) っ4F("2パダ)

3 林ﾡにおける保全投資の形態

林がしっている浴山ﾡ水ﾡﾡにごけ巻目す 森林を生際る こ 

と自体し保全ﾡﾡク純ﾡにゐすると方えらるが。ネ示 床ﾡは杯定物 

生左済とた味ナるしのてお り 未林のしっ保全的ﾡ能は林ﾡ概念中 

=ゅいて 正と<位置づけらハっべさでお引とおえる. 太田 勢治師らは 

「 エ示 系林ﾡ1 ハ生旗原理からみハば緑林み日士係会力士系林がﾡ 

会ほど大さいはずで引.同時に成長し 歴路 だ ほ デた 二 っ ク税

は矛店する しの ではく相調和 L相互表ﾡセなすしの ロち一元的な 

甲でおって決して 二元的な俄能 で にない。果して三 の承理が正 Lいこす

ば 徐林作用のﾡ内とか沖ヒかいわハるし力は 夫は森林双限上の 

刷セ店示す ③しのごう リ 赤林経営の竹状と しいうべさ でお 引・こハ

- 内では<て w点 と み引べさではないだ引うか・ だかっ株未は上の

理に ﾡ ブいて経済京理がTわ 月. け" ばなら # い .,とべ 係を林と

・済画に入らない しのに円R夕して い ラ.

休ホボにおける 保安根 資 の形 港 を らかにす3ため さゥに 具体89に保 

全の沢鶴 とみるル至がある. ニニさ は国有走山中茶の 内さセ 共

的にみておこう. 国行林»ﾡ山中茶は 山地治山 旭諒 水深林区ﾡ

ペ 活ルる地也校ﾡ業 ﾡ内止林戸業 係を休強化予※の5に .. 

みら れ ろ . 曲旭泊田施就には ﾡ歳ﾡの旧ﾡ系はゲ山役旧市茶ナ

/ (尺雇防1報業 ャ2 く予西ﾡ山)がナ リ 永泉逃ﾡ人日的シ 、 < 

世ナる水源林造事業 ﾡボ八号に対してﾡみと該 くラまフ 

。み球セ植ﾡして森林と使成しﾡアセけ正テる店解や池造林素,=た 

火きウ止株には 内隆みび畑ﾡみ「テ回林セ区幸煮 P押林注段手系 ョ
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熱P止林性成争茶 *き術林L政報求がある, 二のほか係を株強震 

宇ボには4を林クネ能を強化すョ ためり保を林改良手茶 モ株禄
重宇未がある。っ) .ぶ•

これら執茶に投さろﾡ会はすべて保全ﾡ と3ろ 二とがこさ も 

ここと 之前提とL て ,次に係系全区ﾡの桜済夕示を追求L よう と Tる 

Pに向題になる のははしがさこし ふれ たよに 回有林ﾡ山宇業に公 

共ﾡ山と経ぎ治山のこ"があることである. こは「国 有林と 企マ理 

にだ宅する と U う余サかたてまえから. ﾡ山可におuて叔けヘ/た 

しめごある ・ たしか= 二はまでみお山申業は行政根資的性格之しっ と 

いウ足解が一般的であったが 市川税氏はこ う した 見解は「お山中系 

の性格がお山7といLは秋『宇系と同一天列にみらハ た ﾡめで 山z 

いし 逵山 を 目的 とナる 治山 宇米への起試不足し多分に予伝っ こいた。 

寄わる<べ また「企茶A担のﾡからみう場合, 性宮さ山: 

企業のﾡ任におして処理すべさ性気みしク」 ・ とdべてuる.

Lたがっこ 国有林保会投資にっいるは, 一っは線と治山 一へ、］ 

印ﾡであり 一つ公共49性格セしフ公共浴山セめぐる商ﾡこa、

負关 に わける 主ﾡ政良ﾡのごとくﾡ山校資を達林のため ゥ扱ﾡと し 

て到 切 れ は ひ どこうに, 杯業のしフﾡ茶的性格がホ ると考えら a,

たョー/) 六田弱泊師ﾡ「日本杯茶のﾡ度ど秋浄」 oAsF

2) 林野庁 高 ノ-=) テ7頁

5) 川税 「国有株に中ける公共治山と能を営定山 j 

"永区済報・ /<oFfwス αァ～svK ァs»
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4 国有林における保全板部の経済的問題(1) - 経営治山 -

注右治山 の 中 にに すご に 生じ こ い ○元ﾡ地セ旧 ナ る 旧 s山 と 荒雇 

と生じよっ とすろ しの を イ然 に防ぐ 予防治山 があ る. Tﾡ氏はﾡ決の 

予P台山を「主とLて 次阚の工争を中心に 山 地力 土 博の超晉及球下流へ 

クﾡ下ﾡ止を牙」っし :と Lr予お山のラえうの本になっ たのは 

木ﾡﾡ林ビ共のﾡﾡにっ てﾡる呉林地の7化+央もす ば木ﾡﾡ発 

:キはっt7台土み、の流て浜5にないしツ7たの 役土か格出からく 

,れ亡/た除 たビ形、地ﾡの点か→方えらるたた ニうがさ 

テョどI う 人為旳作用 に よってしたらされる場合当べこYLこ さ 

〃に 対する 席匿を試じ、なけれ は-なうない 丄 ハ ビi =九は当公き 

占山 の系列で方尽すべさて お り 造山 乃 受造山た目的とT る 常山 聿来 と 

»ゥ ど主さて いる.

と=っそ さ さに左べ係全といっﾡかうだ苦治山に お けるﾡ資内 

ﾡ立ﾡえろ とョ山扱ﾡセLていめに生ずるAも頼と司一林ての生ﾡ 

あから差引く とすナハばイ会とは所与の杯と所号の設入のア星戸本 

とからあがる生産言のﾡ未における減2阻止ナる こ とセ意味す丁る , 

ホ平杯全は次2 一I 回に示した種々の資源入置に対Tア 3生た肉なの 

A立ﾡ示 L こ いる桟注件臬には, 久く まて いなfu. 7たにえばﾡ源のﾡ初の 

入登 (容木・ 送林等の形ﾡなヒ る資本ならびにの がのx,そこ 

)から生ずる 届出 量がっ た とす3合 下水準がoxョ にαミチ 

P 7 ばだ生たﾡし oYs にガ から 二のウちに は保全はふく ま4て

い. 二の横d (X質示にﾡする ) は学一の生た用数たあらわし 

C ろに さな い, 杯不て係全は生条肉救 oA から 主星同故。 らへ「a
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テ 之ﾡ止するこどとﾡ係がある. つのせ味におナる保全の文除は生角 

口故 に連はずgの 生ずる 二とセき未するしのであ =とえば主 

表が流*し 二れによ主ﾡカハい忠断画とﾡ注させたり かる < 

ゲリーイﾡが全地の中のーキをﾡ初させた リ ナるよっな合である。

ニク水久的務行が生じた場合 ス荷の系はしはやえ足さない.1示 

において同長○京環セ入 してしど の表台けの左も呈セあげえないS 

pうう。 たとえばイとﾡ本の根入号がOXコ に加ロされてし そは
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oY3 (生ﾡ口が0A)の産登でははく. oY2 (生准内数28)の 

全ﾡに と どま ろことになる。

ニハ上うな生ﾡ岡が「期落」のしつ林ホ茶におけるき味セヘィウ係 

全経済の基り泉用によっ こ こにみ系してみよう、

ヘゲィニFると味全は経済すにAける渋且り向ﾡとははく 生ﾡ済 

子»Eの分!fに おけると同ﾡ この 网題に稲ひ演源を 就合する 条 

-配分するﾡメ4ごあるこいう. その神向は全会商ﾡに内するも合が的 

1月のﾡなる 主 み神て行テわ4 おことにある

ヘディはﾡ羅が有ﾡごおろため 利用 I ていけば沖7ス減ナる☆源 

&ストック資源とのTび この資深かっ生ずる甲択は あき期に同へを 

气ぐ 丁 る と,他の時期に利〒な問役号が増mする。 二の肉係はャ4 

- 2回に示さる。
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7キ由は系なる 二の時朝 ( 年とそっﾡ)に利ﾡ可能になう資源ウ 

同役盛と示し A8線所サウス ト ック虹項から行らる 同伝?g相 

の徒な呉ﾡ内合せを示し Pる時行期ニより 夕<利用す る=ヒは 

以ﾡ4にの時期によけナる用役の情牲をつねにとしなう ,AB:スに日 

った各点は メ,およいそ: 期に おける K源用役のあらウ 3 可能な出合 

tこ示L ﾡ源かっ の 同役セ完全に科用 ・フくす=とセ府機とLてい

-今環期向の消ﾡ戸係ﾡ差別田○/によって表わされ ミほ 

所テの だ消 実者夕用セ可Tとにする生 ﾡ物の さ ま ざま な 発期岡入 担合 :•. 

と示す. G"ﾡC表わさ る技基別団課は禧沫世賞に対•する理毋 ヤイ 

)ﾡ界代言年が通減するし のご耐提L こいろため 曲繰ハ形は凸と 

る. ナなわち消ﾡにﾡわれ aメ, ・価ク登がなけnに少uいほと 

こ の天キ「力ためにじ委とさ 4るイz 取価のﾡは 主チキすタuし 店 

* ク学し紅となる. 消費はある水ﾡでは消ﾡ考なuし社会がが末( 

^敗賞に比べてﾡ在 (t,) の欧価にイラアる価復は+すす<5a, 

またその逆し欧り立フっ。Lたたがって ﾡ期岡»ﾡ差烈曲の領科1= 

フ の主受は手回によって 天ろ二 とになる . 丁なわち ② 現在信々、 

がﾡなるB期にろナる板学目身の消賞に「して方ナる相日対価優と 

③現在クイ々人に よる泊費にL こ号ナる価値。=フと万る,桜ポ 

I オ 現世代が 行未世代ク生存セ霊ナる 程及 な ら びに 彼 ら が彼 ら H •リ 

A生活水準•にく らべて木の世イに いかなう生活水セ挙いか とL 

ウ㈣黒である.

ス上にま っ こ 生産および消案内係が与えら る ヒ 州府のほ生: 

任大化→ョ資原利甲"会が想夫でさる, アなわち 消賞さる町店へ
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代各キ (蒸室別 曲集 aH)が生産さ る取ﾡへ限ﾡﾡﾡ(突曲 

9夕A,B, > にL い時であ っ < 央何字町 二は二 の こ と は生生施合曲 

と尽差列曲ハ切点で示さ』L 異新向 り振差引曲様 に肉しこは 

そ,期およびメ2期にこi芝OYz および○メz と生産することによ 

フそ 長期にわたって厚生が松大化たれる。 そしてY,Aはメ2へイ示全 

さ ねはﾡバないﾡでァる。 乙れが保会ウ経済水準ごうるこ とセ怠味し 

こu る ・

以上は、一天量のスト ック環ウ利松大化の向選でおっ たが 我要 な 

かっ兵際的な経ホ向題は ストックマ原 布 代のィ呆叁な国 3 ため 今部の 

7ロー 泉甲択セス トック 汽保用役にナL て どの程及ﾡさせるべさ か 

○題こある。 ナなわち わわルは現在の効刑海えよりでさるビ 

所い効セみ 二のことはﾡﾡ引曲際がら, バ, かっGュ/zへ移う ニと 

2立〜でいることになるが ストッ ?資療府役みに依式すa 生産水生 

( ら課)にわい乙は不Tﾡである。 むLうストック 汽源の減ビ と 

:*にお u てより低いキ差烈田に科らごるセ得なくほる. た 二で 

幸新によって ごの程度でフロー次源セストッ ク資源刑ﾡにささせて 

, わハが現在受しているき圭列世様条セ#年でさョか お3いは 

あい渋ﾡ7曲3条に形ラ ニ と をﾡなら しめ るかが 係会へ ﾡ済的商ﾡと 

pる. • •

こ の分制•モデ•ルは. フ ロ -資浜とス ト ック貨原が組合さ って供さ 

る糸件下ゥ 生産と自費のﾡを系めることで表けさる, ャ4一3因 

:下さハる ○x軸ちよび○*軸において契形曲神 。x: は興なる時ﾡ 

内の主ﾡ械会を示し ﾡﾡ向力ﾡ手列出台々けが夕え»』1ると, ストン 

ノ 原から生ずる 生産情がぞ。期に消食さる べさ島正幸は L I 興ﾡ店
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生を極六化すろしりとすばOY, Cあ イ に保全さ62 

期月に消さハ ろ 生産物 メ ごわる . フ さにフ ロ一資;原のみ を 希た 

○riおよ W0*純zみ る. ○点It そ,式月およびイっに利刑品はフ 

ロ ーか生丁る 生星物 (一ﾡ比報における結合生7 ) こ表わナ. 生年 

物の異其冃画恒合せはなた一一つ. すなわちイ,期にoY, とメっにのX, 

が能である. 飛償に スト〜クﾡ示から生する生たヶに フロ ベ 

源か派生るし のに加する ニ とがでさ る. ○Yﾡ上よび○X軸: 

て メ,期に利用可ﾡ生産物のﾡ大供1 oY, るフローかっ 

原生する主産ﾡにY, Y3 (○y3 こ才しい/ラストックから生す 

る 生左物 と加えし の ア なわ ちのYs なる 且 合せ nふ計乙 おる.同ボ

<イ2朝に可ﾡな性大供はのメ。 がる フローが生すう生たﾡに 

メ,メコ く グx,にしいゝ Tるストッ 7 かっ 生する 生達 こねえた4

• ハoだ oxs である. した がって •二 か堤合わ3明回 の发彩 施痺 ・フ 

=一六源とストック県にようﾡ生産委由ネ)す:/っズ:*\ <ラ , 

二 a 二つのﾡ的先西 Ysと *ョてっ こ4.

7 ローみ工びストン ク 八西資示がき合 L た合 各時期 ビみよ う ほ 

月天ﾡが受ﾡ岡りテ生セﾡ大化ナるであう うか- = =とは月京ﾡえめ良期 

nのほが管みには安化がないと想えして いるか enzYsおxxs 

"※班向つ浮セ忍大にするﾡ原用役の消費六と表わして 

さ ナち 口点は2r,n

aストッ クかっな oYa とUう 庁,ノ帆の您; 肖買 に示し こし—,かくし 

明 おるスト ッ クから -/ イ 生 二 物力保全 。 画工水準•は ン= 

でPラ・ 、 »ペ社セし達列曲がえらううと き時期におr引 

ストッ クから 派生する 生全/月安水準 ホフロ ーかっ 派生丁 生主を

： の 代分盘C いかん e かかイノら ザ同一 こある。

ゥ ス トック 気衆の干ご、消堂港の総効用 セ 旨大さ せったッ- - 

ノロー獎;果を技術度かによ•って ど力 ように忙えるか. ナわちのY, • 

二 X , の 程度 によっこ よリ 高 い厚生セ イ寻 3 ことに な 3 ﾡ茶において ス 

ストン ク点源(原N及) に対 I てフロー資須 (大み光ﾡ 不みの合 

的州刑 ane"設入) :リ. 今成ほを向を代1てさた 

- どはﾡ 夫 e I し 明月 ら か ごお a .

こは うLた力え方で杯※生ﾡEゞえる とがでミミバヨっか、序沢 • 

•J 工府 信次•文にわいて. 林茶位好の改3住ハとカ？？ 発の二、き ムーズ 

休全中塗せうれないと分ﾡLている。 ・
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したがって. さきに述べた林池触ﾡにしとブく京ﾡ沢だのま 

夫は 主産数の「頬落」ごあったが. 二のニとはャース因においこ

Az のの生産曲祭から A B,の主産ﾡ祭に低下する こ ど と意木し.

がって 異期向の厚生之低下させる 二とにる。(Pュ→P)。 Lかし

次 氏が明らかにした こ•と <フロー 資源による神元が困ﾡであるとす、 

林茶における保全はﾡﾡとなる ニとはﾡらかであろう .

次に保全にわけろ夫所的商殿は,ア与ﾡ本量, ライ電を亡 お上び 

メ2のどちらの期向にあいて, 7ローから派生する生産守に応べて ス 

ト クから 派生する 主産物にどの程度配分ナべさかとい 商ﾡであ 〃 

いうま乙しなく二の解決は」 ウﾡおよび資本セ, フローから糸生す生 

星物とストック から派生する 主差物とのニフの送ﾡに対L て 配分 J 

た別合の京生左性をしくナる こンにある。

こ こ ごは ぐ て 本号よびライのイﾡに戻する 経済向選とでら。林 

セ保会 にフいて 例えは池のほ彼に井して を W 冶山 工爭を行っ て \ 

全するか, あ るU に復陂崩壊 はそのまま と して林地にL こ他のわ態( 

ﾡﾡわ 3ひは系なﾡ客理) Iに」っ乙入するかと いうわごに:農工 

課ﾡださまゥ。 として明らかに 以上二つの形態の生産零兵の画正唱 

合は との相的ﾡ甲のいかんによって沢リ、祀料との肉速資へ 

形ク態での資衣の限示生注才生よ 時向の差興に対し て 当な調整立したあ 

とラ山工事の形態ととるイ全校資の資本のﾡﾡ生産性とﾡしくなハ 

ばならない .

国 ﾡ林 の径宅 内 の保全 投受が効ﾡ的であるためには.保全ﾡ茶

に下これ るﾡ本ウF生産 が他力読中的利用 たとえじハ中

型 そ化今 に下 される 本のﾡ駅生た力 と均-3よっ一8コ 

すアウウうべきであるというこそがごさる,

今 国行におナる保全市資 こ=ではﾡ体的に山ﾡエキがなさルる 

こ考 える. 山腹工ばごの工申セ しいため飛生アると子さる 土み

による回有林ﾡﾡ(例えば使林地, ホ社)ク損を景が 派生的経 

春効果とし 乙 Eえハ ろが 工申こ』L自体は一般的に天ﾡ林の場合 2除 

て はﾡ明な生産効系セ生まない. I たが っ て山腹工幸に対けナるポ質 

工 が生定知果さし亡らすのは世杯根ﾡ とき合した合である. 今 

ラ引休池(A)に保会点 ( 山ﾡ工申) I, を校ずる ことによって土壌氏 

ﾡﾡとゆ上し 支的に林系定が可ﾡとﾡり 注林択浜1 パぜ 

らル「と想たナば = 場合ヵ生冬効示 (収ス会) 三はヌ式で木め ら

E-A +二Dc PT-ペ- 1 cloP"→まァ ・toP〜)三 

+1 くt。 PT-I) 月

上式において

E : 生を効飛(の益)

An ; イキ朝 ホ の主イ収ス会

正D& .oP"-& : 商伐の微価合計

CloP" : と林振ﾡ下の価合

ず5F(IoPT一L) ; き理貸の彼価合

t ; 山膜工車の时明年敬 ・

ポ ； ?Lにおける減価償却天

工くoPT一I) : ［の1年キで0利うで領

. 1 ■ かって 二の士セての衣質効釈(係全とさ林試点を台さL

: ' る での 初呆)は -- --- によって測らる .
. Tと
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ところで 天本登一なて し かし一 走 の ひろか” り てしっ 土ﾡ面預がち リ. 

Lﾡって 他に扱資林会を河ナる 国有林-月しそ係全択資エ ノ が経河 

合引こあるかと っかを判えするたみにての+合と行封寸したナルはならな

・役工甲たLいる 花(Aう=ﾡ林採ﾡ(I:>セ行い,係会衣

質 (エ,) 悠の主星に扱ﾡすう. = のjみ合林ﾡAに山ﾡエセしな 

・ため土可沈出が起り 性不也にﾡきセする常合!力 I:

W盆に夕動が生するとテ畑さハるのごどの収益セE" とアる. +店

クナ®所二根資L た 工, クWス益が E' ごちるとテば.ここごのﾡ

効は-キ-- とる. 土み演出により陸林ﾡス外の国河 

戸足例え林滋に預吉セ予想こ ら場合は 年間に力ける予場役 

きﾡQが当列グnて その扱資効県は----- こ叫らる, 

(b) 林足しん に保全 反延たしな い し・ 本し しないで エ,, セと:

みの林にﾡ資する. ,

二の得合 工, 質によリ E", エュク質によリ E"の益が 

お引とす ば. ほ女効界は --- こなう。二のナ合林地A 保
儿・ T4二

全振質を ［ないため (o)と同様に回ﾡ林式屋にQの被ﾡ選が生ずる 

と子こる場合はに --ェ-- となろ。

・Eパって - - , -- ・F

ょ-- -

モ"+ E"一 a
------- --- ハ1»合にイ示全工, は終済的となうのてある,
- 上 一2

上さよ分台1+1=;共回だみ。声所= 注E-2, F=

• Q » ー 萩にェ , こ ヶ さ .
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ま た上式によいて は合 生産期向 九は同ーヒL乙い 3が ん 林地 より 

を佗 の林木ゃえばら杯が労与地で依*が浜7 ってこそ 場合は 日 

E'+E'-Q, E+ E-- a どごれ のが文期=おける前セ来め 

て応教しけィ ばたらない.

二のキう ばメ 果測定 に 的碓 に 行な うにめには ﾡ山行 のしつ生産 

ﾡ飛セ土ﾡ頬翌毎。 にﾡﾡアべさごあり *た商発ないLﾡ内化に 

F引生 ﾡ効景し同様に土ﾡ項型毎に産する作飛がル愛となうう- 休 

べ生産は長期的であるため • とのこ系判足にはT週に と しっ不確天 

生の内選ゲか入 するが 経診内における保全役質の効やとあク ・ため 

: 上注 の落鹿を以毛とする と考え s。

モ4-/)市川ﾡ 海橋5-3) ダ/貝

2) E.αヘディ. o.J.スコブィル共ﾡ・北活画ﾡ来研ﾡ所 

誤 「保全経済学ビ保会政栄のきを示理ゝ 北海通立良業ﾡ 

を所質料*ノ2現. /$5.

E 3) Eoヘディ君・川野ﾡ任歯「理代芸ﾡ任下学^、は

/ ク<2 のャ2年「保会 と土地科用 の基本努示則」 

と)麻天秀夫 ﾡ場2一/&) / /" 2 クヘス" K

5 土ﾡﾡﾡは国ﾡ状ﾡ士坂宜法にしヒプく土な分燃と同 ・ 

Cし行ら4る し また二土での成長諾米から判夫さルる定 

位&かでU利用でさ引。電林木 星技行会議 の 上地利 用公所

において示さ』Lたう式は二うt た目的 に有効 とえらパ る, 

=のテ式ば,短候 地み, 主など士池の迫的性負が想イ 

L 主に肉係お引自的主理回テにっいてほほ同一の情夜

とホする 土ﾡのﾡ小 ウひ らが を主地単位 とッアび 二 の個々
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土地半に生産力による列 と与える。 生左カ による子 

と与えるこ とは上地分扱、といわ川 3 し のこ. ー フ の士だを利 

用し た合ﾡ刊生と示すため 経済9人度乙タヌブら川 

る.

したがって恩易に上地の良否と判定でき 認海計京がた 

とdる。 細 は ﾡ杯水 ﾡ校術会ﾡ「土地利用 盗研夕 経 当 べ 

• も吉」 (エ・エ) /ク42 セ谷ﾡされたい。

5. 国有林における保全役資の経済的内題(2) -公共治山-

国戸林係全ﾡのうち 前ﾡでみた企茶式にゐ丁ろ任部 山 

おいてし 重要河ハﾡ形 こ登点と丁る現在のケかうし 明らか"よに 

林業にわける保全投沢Iに(2 ごべた林ボのレっイ会的性の茨に * 

と主のコ ント □ー ルによる糸林の係全だけでなく. 水と土のおよぼす 

会的収益と社会9り費用が十みに方危さLけばならない。国有株に 引 

けナる方山板資に「公共ﾡ山」があるのは. さにそのﾡ山が国有林ハト 

地の保全士り場 ,ﾡ下流のﾡ社合にえぼす公共的の界に主服と、 

ためごあさ 二 とはいう までしない. 二 っLた公共的ﾡ山&りぐるﾡ済的 

内ﾡの一つにﾡ山扱資の経済的知系のアﾡがある。

走山資効示にっ いこは ナごに林業内災の試研死釈セ従

て 効界り京ﾡ式が凝示さ天用化こ4こいる。 ハ ニしたポ定六

ほ 後済的に は買 用便 益分析(ムュ ク七Eー C.t &.イ*..> 

基税ン ［て こに 森林 办 むつ治 山 お水オもの状4テ的 肉さ保と当 ・、 

せてっくられたしのでる。 Lたがって向ﾡは, 費用使益分析方法に限 

「ろしのと 拽街的祁に底l す 3 しゥとあるが、本ﾡでは費用便益分祈 

ニフいて 西東を加えた い.

戦段 の 日 本経 済あ度成長は 形大な 契仲 医賞 に 支えられて 行わ A た 

「 ごある が 経済 飛ﾡととし に柄区ﾡ契 ¥ ク位社会資本の不足がさ けば 

L いわゅる公共資へ八同じはﾡ常にあまったが。また高度成長と共 

にﾡ在化した 域 的/イ敦差セ 解大 するため 地城ク申 恐が垂 要 な

系目標とな.益々公共投資へのﾡだが高めらた, 二のことはリ然

• に公共択ﾡ によるﾡ発 ノ経済効采に点点と けるようにった。

いまでしばく 経済効果測定弟T の益 本 選は. ﾡ発役賀と国 民小と 

り内産とたんうかの形ご一的りに表鬼ナ 3 二Yでろるが,投のしっ/ 

彻央を理笳的に木し たのはケィ ンべの衣資余数であった。 いま回民所 

・セY沖犬支出セc 投支をェとしこご増分セ。Y cc. 

A 工 C表わすと • ﾡ資分。工 にナオる所f保増分。Y の倍せが糸な c

uCなとcと ) ごあう. ナなわち衆数 た = 一 と表わさルこ 

○系がはケインズの完表式 2Y= 4c +AI かう

AY
"Y- AC

・ r /--------------------- 三
・r-・c ノー

• aY /

ブ コ ー士G 
つY

-こで ミシは限泉消費性向でァり 結き万状來の/保効県セですョ 

はこ の限 耳消穴性向 を知らな けれ ば立ら ない. ところで うした 

祀的経済ﾡ果の分は 児央の時向的 空商向的に&された申業の
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•技資効暴河定には因雅かあり. 二こに 百食看乗の微視的分析がM要とー: 

み. ニニでﾡ目された のがァメ リ カ において永質源南ﾡと の 网崖ご淤速 

した 貪用イ更益分布?？ ちる. この経あセバローI 「計画を新短し正当化 

っ円選は 主池スび水質府ﾡク合に型ﾡセ味としっ。 /ラ200 

円発法く アe スcととt.ectceッs 4 ) とはじゅヒLて 城会な 

ネ 質源向発 画 ○正当 姓をっ 3合- 千理ィ受技と子ﾡ ﾡ用の分と坪 

個と客求ナるケ向にﾡ央に予さ しr.と述べてい る.

ベローによきと ﾡ用便益分ﾡ 子定さた気ﾡ向飛も国ときびっ 

いた見込候益と見込食用と 千価 ナ s 函程 とﾡ甲にホ丁る便盛キがビへ 

南発と正当化ナるかどっかセ明らかに丁る程セしち と 経済分 

のーフの生として 宇ボにルで口土. イスび八件クごとさ経済的ゝ 

資;原。利用 か し し李業が尽祀二れなかった場合よ りしさらに有効でお 

る かどうかとみtナる し ので あ り 資原利用 にわけ ③任済的効幸どﾡ部 

Lてuるしのだという-

貴刑便益分ﾡにおる ﾡ益は 革表計画 の目附 と ・て産さn ろ社会 

・ル と同でみ ﾡ甲はﾡ益セうるため に祝ヌ入さる社会的財ど HN 

であるて と はいうまでい い. そして 中茶の効飛と定すラ には孫ハ 屮 

基比率 ( coxt-_xeua/t 人a。) とい aが, 済効飛の測点 

は不設の着えま たは普殻之 向ク ず回民怪済上カナ7価値初テ に内 

t て いる から 費用イ途キは加イ益にナけナる燃m犬甲のに年と し こ 

示さる、なわち増加便益2夕 ﾡ加京甲。C.とナハ 買 ガ•トし 

ネは -全で表わさハる. 心し 手天汁画分汰用の狀迭「おける中姿17

式用るら。 c。 とL 宇微にお»る益と費甲とさされら。 

とテハは- -合 ごなヨ・素が尼良的またtえ会n

汚的に合理明であるたにめには 合>/ こなけれ ば •ならなし\。 • 

- > / 4っ通ﾡが正であることこ示し 争芸計画は国氏経 

ホ49に余利と示し河刊な中夫であ引 こ とな蕙咪し. tし= / なら 

f茶計画 の次支 は し 国民ﾡ済9 にW支相う中茶 ごう引ニとセ お 

[ まにルし念</ ら茶計画は回氏経済的に不利である二と 

と示していろ.

Y二うで 係全宇茶においては」災セによって生アると予ぶれさ国 

氏経済的損きのP除 見込ﾡが係全的加益 とtてとらえらとこいろ。 

- かって P う ? 画 s 費と報楽然マ ペ に お a「加計飛 とク

Hおち •用便蠢比挙を 京定 ・点 ハなョ性を轶対す3. = れまこ の方

・通帯水に中ける被若報減( ce 年内向定)ご次た的共水に 

hナる被老軽減ﾡの合汁の神届アが ち催益と計画衣資ﾡのとボ ョ 

二 と によっ こ挟シする。 こさにべたようにﾡ問便会キがノF り大さ 

復セ示せは占「型ﾡは当 ごお しL ノ以下でうれば宇京計画の規ﾡ 

n片がルでとなる。

史”水準ハ;大定の向ぜば. 理う印9には☆ケ- /回さ示すヒ?の回から 

t9でさる。 A点Iは.ﾡ会の貨用に対する浜め」し4と.促会円' 〒 

B点徒用とﾡ通ナ5侯おの最大判余と生いﾡﾡ水セ表→ ニ 

nB点はた全ﾡや下においそはﾡのための塗正民状セ示ナ クマ 

候校Y増加責用が会くﾡ山 <なる. c 点は代犬用に便益が希しくみ 

、 受水と表わすし こ のぶで引ﾡハ比ネがノとなう。 ましいイ= 

門ﾡの規ﾡ水準はA点 ら点力向におる.

2-ろc, こうしたﾡ用イ益分祈の向ﾡ点にっいてハローは アメリ 

h お,ナるにセ#8介していろが、と の ー フは実原的決定J*連済的な し



-186-

うー/E ﾡ発規ﾡと異にナる計当にナる益と 
貨用向の内係
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力でなく政治 B9二次企之れ る と uう 外在的判であ しう一つは測ﾡ 

コ

/

/

 

責

ffl
に

方

す

“

便
&

車

ケ法 測走値の頼性ど い方法自体のしつ向ﾡごあろ。

ベロ - が測夫衣術上 とくにE点をPくべさとしているしのは 装形8夕 

お エ りg 市場旳車/効果測定 の 改ﾡ と 二 次的侵会 および貧用セわち申 

ﾡハら誘ﾡこルる商ﾡ的たは側面B便益と黄用 と どの程度そ の経済的 

P価に方急するかと示死すべさであるとべている. s)

二うし た観点から現在の林界のだ山択ﾡ効央測定法に商題はない た 

ろうか。現在林灯の治山技資力 涇洞汕県測定方式、 例えば山腹ﾡ式工申 

n ﾡ済県 は次式によ っ乙いろ,

EC: 通帯決水にわけナるﾡﾡ須

c : 流の年干均災ﾡ禄

v5 こ 山般工花行によるﾡ出ウ止土砂ﾡ

v : 電の干ァﾡ出土砂量

Am : 山ﾡ面預

: ﾡ林ﾡ稿(A7,-ﾡ地面)

a 、山山ﾡ工施工面ﾡ

(八ロー落 木・吉沢ﾡ、士地ﾡﾡのﾡ. 表林永ﾡ枝会 "4/

上カト択. 山ﾡ積工, 誕の効果どさらに 突発的災 害におけるﾡ 

ﾡﾡ類,氷ﾡス示の油委による ﾡ水ﾡ電増mに」ミ利水上の効果とﾡ定 

1 " ルらﾡ効采の府価をとボめ, 二川ごサ計画衣認の比(ﾡﾡ便示比 

) •" tこuる。私がさ会にﾡ的肉状肉係とさべたりはﾡへ 

「 ピ:a + チ-でカョ- "測定は確実に可能

ハ, / o L い クォ木地の土砂泣係故は モか。 ◇F。 o,4 ヒ い
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六水請字はとうか。とU ツ 円熙は理,K 研•空に hリ たえず校ぶさで 

［らい コ こはいっまでしない. c ﾡゴイ益シ千価の場合とくに

ﾡぐ この別えはﾡ全 タぶ向送であるのご 合,長林合

係当局 ヒ の相互おによ リ 出 t べさL のと考えろが, お山役六条ﾡ

地の会任済的質社卜小ﾡ業解ﾡバﾡ山の公企田担当ﾡによ っ て 行さ 4L

る こ とが望ま L い。 - 、にお山ぢ水ﾡきの加は六水と ﾡ宅 とウﾡ係に

TS-2ﾡクよフ 

な変化セ与えるし 

ハと考えらハろが 

果して夫はどの 

ような文化セ示レ 

ているが . 況ナな列』 

に鋭計的9に 検対さ 

ハtるべさておろっ.

見在の効県潮た 

»ﾡ長栄zは

かつ代号価;”二投 

しう引 ウ= FE 

■ えさ ハこいうが 

全ﾡの全ﾡ 

• とにえるにはハロ

(ペ金型 出テにや° / ') 

と 公 共 役※の末3部宜ﾡ 告密 っ。 ょ

T 3す3 . う 系全 のしフ 景依-妙 県(レク エーショ>ジネ)、
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ンﾡ拡大な予ﾡし との 年周入物科の資本透尤と試み乙いる ・ → 

ニヵこ とは半に レ クリェーンョ ンにちす済的なの系ごうさュた内選 

=ロルっ て や 例えば湯:やいZはﾡ山のﾡ永生生ﾡにチするヌ 

数があもこ とが明らかにさハ こいる ように ﾡ成的特点に応じ て益の 

三力 な 忙度が理滴 Qサ夫原gwル でである .

ェ5- ノ) 下ﾡ / - 6> /スノ～ノタク京

=) &バローﾡ高木 も沢サ「土池六須の経済学」 

"良 我*症衣術会 バeバ-

3 同上 テ2系

2> 長田干雄 「公共資へこ済効采の測父」»ひウく食素 

ノユ9頁 ノタ42 .

三 里ﾡ林におげる保全根ﾡの経済的戸題〔3) - 糕営合理 & と港山一

・ 百 杯はた天 な 再要 に ずる べ、示丞1: q とw、 え 一戸 打 

ポと! こ契林の同発セチすウるたの 林Yのﾡ恐とく王林八大セ 

ポア ニ 推進 しZいる. た生産力は林ボ生をの資化- 杯とご

ゥqで し 右々 を の 成 累/挙げて u引. 二う したﾡﾡ的前飛とﾡした 

示会のﾡ燃の二 三 を爱後に市博し て おさたい。森林刃治山治水弑能と 

ベ枚生たの部装につ いこは s< の熱考エ リキスさて いるとニろ zお ) 

e山 ク夫1にう と い私 が改めて 指摘 ナる= とに所ﾡとﾡえるが た こ 

おるラ山の児場之みる会を件た oで こ フく<キ注べたいに考え

に フ ラス っ ー ﾡましい, オラ> ダカ干は L ク リ
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た 八神殊土地帝( ホラ ) ノ国有林にお ひこ 天ぞ林をし. 

そのﾡにホ校セ ヘエ凌休! た林ビウ表ﾡが所後 Lていた 〒例とみ た. 

球り久係跡がﾡなとﾡし 十く. 林令 〃ヘ 20キ生の令杯さごﾡ生木 

力 が離相 ナ 3 時期が表し ﾡ険で あるといわこいるから ちょっど 

こ の林ﾡは /。 千生木ﾡで系しﾡのﾡ内性の多い時ﾡにあた リ おョ 

各求Cはうﾡの糸下にあった のかし知ロ な u. 速 い点み居がボラ居と 

一ﾡに山ﾡ一雪にﾡﾡしてい る現場セみて8じた= とは コう した林ガ 

<Pu Zは人工林じ大に士う 生産成采と 崩壊による冷山投資探ごば ど 

ちが大きいかという二 とであった。 しちうんへ工化に際しては満

壌 の 定枚性 は空形 ・名資・M*翌から十分方居されていと方えらハa 

が・ ﾡ的にﾡﾡ理場とみる と改めて 考えさせらろしのがある.

天が杯と孫し こ 人工性林化すラ婦色と *4- ノ回ゥよう ガモテルご 

示すここがごさよう、 人工は ～。 午まて保全的神が十分てっ 

いか. そ主乙は天名林イ役の杯全費用セでとすば, その分は

減用項目としてうはければばない。 しし下ﾡビに様だ エ・ 

ﾡﾡのﾡ展があり 土砂ﾡ出にし とっ<社会留7賞が予選さハ そ 場合は 

Cﾡのヌくなり ヘ王林駅益はさらに派させらハる。 ア災投有委, 

下流地形丸の経済の飛ﾡ炭『により を り 社会的ま用 は代 なって <ろこと

ばいうまでしないが いずn に L ろ抜大造林/)ルフ岩山 へ の影かを考愿 

Lz バラ>スシート セ作成 して拡大ﾡ状のしっ経済性を検1けすること 

が肝委で ある ウ。天地林にすすめばすナむﾡそう した向ﾡと uっから. 

tL っ林へ の保全校資は 枕な大陸林にとしな コストと してこえるこ 

と が契な力 ごはな い たううか、

同じような商題は杯道ﾡ投に と しァ って し恐生 してUる。休星ﾡセヌ 

出注するた めに 南故した林直が不通当なとさ 沢の水文的がﾡに ・大 な

セ しっこいつ 二こはい はこ しセ u.・が日!に おいこ よ ぎ遗市近 ノ 

前設する際中4? ペ の土号が生産さnれる といわてu 引か ﾡ近卜 

ラノターよる南投は 林道ﾡﾡ"能率をあめると同けに 一今では切 

取土あの名理 にっu て沢ﾡに流す場合がs く生じてやり)イ系全ボとは 

受として いろ。また林農物 の以復作来の面 に おいてし , は檀作業 。 能牟 

を主体に方え そのコストダウ>と目標とするため 森休の方山治木械 

能の維村と いう処理は十分に行 わ 乙u い二 とがネる. 杯道工宇のコ 

ストダゥン おういはV殺作業のコストダクンが矢現さ、作 棠* 位 毎 

には貴用 前内9 とい うガる、含理化され こ し, しじ係全賞甲セル委とするな 

ら 営全体ヒ t て の収 益牲口改めて検対され rけナばらない.

かって A. C.ベ> 入 は「土係全き済手」n〒る 神正めス益(2ズ

-とイとt) ヒ いう概念を提示して保全時利用 のル玉を主した .洩 

のいう神正*収益と I r京、的利甲 また 、改く衣的利用から生じた土地の
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資本価値 のズセ土 地版益 ( 4.k" -<ととeC )にカDﾡしたしの ) 

c あ3がでする にeいス盆ゲラ土ﾡ女本低乃千々 クﾡ少セ控除した 

ウごある. 生産迎この度代化に「リﾡた幸化し主定性生が上したとし 

zし う状士魚のな失*+く工うにみうロう こはさにの会と 

ﾡ正I会 ギマ フ"とよってモわルよウ・ -たがって 根本的 には 生 

産カ 基て F リ ﾡ山治水能な本的四子さ 力 3 除林土城を诡亡 

させい こ とが大切であ ) 丁分傾養にね建, てルなお健然が仝生 ナる 

と 予場 さろ 分合 には 積極的た治山が* なことはいうまと u u ・ 

商選は ごの際る期的 視え お よび全 44 飛 豆 から 責 用 伐 益 ヘが十 

分テP「かビっかとu うこビぞめうっ・イ全が長期的ﾡ明な利用と 

えﾡさハるのは 一昨"短期49景よりル とが受時的 技期的な L 

采 2 尚行 す引からてわう。

表後に付きL はハ ばは: うな い二とは 函 行 休野 はとルが* さ 

ucp 公泊山でら十分み営さ なけナ・ばうない三とは ・ 

り流 ( cxt 4〜て ".い ワルルスカメ ) といウ視点でわっ

、 う.流宮は。*営のTケ除ど*利用 "増 を 通じ流域镀浒,­ ：： 

らための#後合卜画とさのﾡ行セすコ っ tneﾡに林外評行政神 

•けでなく 全況城の土地利用 と結び、つく,才板川下ﾡ東"笑きだ生。 

ﾡ映光 とは ていろ 不交定林作セ支える のは 穴 は小数燧済 の *力 

-ズムにあるニヒが明めかにこIているか 3 二うLた7ﾡは事に台ス

- の* 見られ ろ、山 の ごはな く エ我 の恐/な案 做、 とのビせ会ﾡ ホ"

さ 勢セ 正 すへさ <の 内向選がn とうえさ 共に おい て は Cにミ 

のﾡ常セ じてそ を ナすウて い ろ さ ら に流ﾡ会体n・パ 

士な月同式 と確立すョ上ゝ企塗7 マりをがゅリ ての確から こ

ご " て日ﾡ林八活山効采がヲ在化す 3 みにある。 Y- B レ - - 

リイ は アメリカ:ちいこはすごに/5o 平には烈政栄交話会ゲっ 

くら U. 主玉ﾡ球/Sにﾡパ流のR会こで 木賞 まと司皇上地武 

スと利!用する ため2o ヶ年ち面がっ くっハ+ゥ としこ"3 とir こいs 

ヶ ) りが回にちいこし夫ﾡ的汎よ諾ﾡの体ﾡと主偽すう二とが 

り番である ヒ考えろ ・

注。-) A.cバフ:スﾡ き代研"啓*ﾡ状 

「土保会経済子・ャノ分冊 /ス 1 夕52

2) 若工則志 「だ山宇茶の1済化にフuこ。

*利科学ヤ3きヤゝサ <頁 ク59

3) 東 大!a 、 球 辺 崎 「表求生産の及内括」 s/5点 

考べ者店 ノタ®7

の) w8.レーリー弟 ド村チシ 「森株改ボ A 

表林谷林来きす大経ゞ営都 ノク&フ、

あどゲさ 今回のてガ国有林活山分地来にﾡと こは T 

3忙のはか便宜を はかってくたさ→ たﾡ本営林治山採、師営味 

君 じめ管内営林ﾡ治山力々 にビハっ ?ﾡT礼と申中 ・ 上げ土す。

くノ263手2月ノ5日)


